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安全上のご注意 



人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守0いただくことを説明しています。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を説明しています。 



■ お守0いただく内容を;欠の図記号で説明しています。 


0 


してはいけない内容です。 


〇 


実巧しなければならない内容です。 


A 注意 



•交流1 00 V な外では使用しない 

火災•感電-故障の原因にな0ます。 


•ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 

感電-故障の原因にな0ます。 


•雷が発生したときは、この装置や接続ケースレに触れない 

感電の原因にな0ます。 

0 

♦この装置を分解*改造しない 

火災•感電-故障の原因にな0ます。 

禁止 

•電源〕ードを傷つ口たり、無理に曲プたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したりしない 

電源コードが破損し、火災-感電の原因になります。 


参開□部やツイストペアポート、コンソールポート、 SFP 蛇張ス□ットから内部に 
金属や燃えやずいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 

火災•感電-故障の原因にな0ます。 


•ツイストぺアポートに1 0 BASE - T /100 BASE - TX /1 000 B AS E - T 切タトの機器を接 

続しない 

火災•感電-故障の原因にな0ます。 












A 注意 

♦コンソールポートに別売のコンソールケー刀レ PN 72001 RJ 45- Dsub 9 ピンコ 
ンソー J レケーブ J レじ(外を接続しない 
火災•感電-故障の原因にな0ます。 

♦水のある場所のおく、湿気やほこりの多い場所に設置しない 

火災•感電-故障の原因にな0ます。 

直射日光の当たる場所や湿度の高い場所に設置しない 
内部温度が上がり、火災の原因になります。 

SFP 拡張ス□ットに別売の SFP モジュール ( PN 54021 / PN 54023 / PN 5402 5) L ソ 
タトを実装しない 

义災•感電-故障の原因にな0ます。 

参振動-衝擊の多い場所や不を定な場所に設置しない 
落下して、けが-故障の原因になります。 

•この装置を乂に入れない 
爆発-火災の原因になります。 


0 

禁止 • 




A 注意 


0 

必ず守る 


•付属の電源コード（交流 100 V 仕様）を使う 
感電•火災-故障の原因にな0ます。 

参故障時は電源プラグを抜く 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因になります。 

参必ずアース線を接続ずる 
感電-誤作動-故障の原因にな0ます。 

参電源コードを電源ホ°—卜にゆるみ等がないよラ、確実に接続する 

感電や誤動作の原因にな0ます。 

•ステータス/ ECO モード LED ( STATUS / ECO )、 フアンセンサ LED ( FAN )、 もしく 
は温度センサ LED ( TEMP ) が撞点滅となった場合は、システム障害のため電源プ 
ラブを抜< 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因になります。 

参ツイストぺアポート、 SFP 拡張ス□ット、コンソールポート、電源コード掛ロブ 
□ックで手などを切らないようを意の上取り扱う 

参 I EEE 802.3 at 対応の受電機器を本装置に接続する場合、 CAT 5 e な上のケーブル 
を使用する 

上記な外のケーブルを使用すると、発熱•発火-故障の原因になります。 

♦この装置を壁面に取り付口る場合は、別売の取付金具 PN 71053壁取付用金具 
にて、本体および接続ケーブルの重みにより落下しないよう確実に取り付け•設 
置ずる 

ヴが-故障の原因になります。 

PN 71053を2セット（計4個）を使わなければ、落下等により口が•故障の 
原因となります。 

•この装置を壁面に取り付口る場合は、本体および接続ケーブルの重みにより'落下 
しないよラ確実に取り付口 -設置ずる 
けが-故障の原因になります。 




_ 使用上のご注意_ 

参内部の点検-修理は販売店にご依頼ください。 

参商用電源は必ず本装置の近くで、取0扱いやすい場所からお取0ください。 

•この装置の設置-移動する際は、電源コードを外してください。 

•この装置を清掃する際は、電源コードを外してください。 

参仕様限界をこえると誤動作の原因になりますので、ごを意ください。 

• RJ 45 コネクタ（ツイストペアポート、コンソールポート）の金属端子やコネクタに接続 
されたツイストペアケースレのモジュラプラグに細れたり、帯電したものを近づ口たり 
しないでください。静電気により故障の原因になります。 

参コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプラグを力一ぺットなどの帯電 
するものの上や近辺に放置しないでください。静電気により故障の原因になります。 

♦落下などによる強い衝撃をちえないでください。故障の原因にな0ます。 

参コンソールポートにコンソールケーブルを接続する際は、事前にこの装置な外の金属製 
什器などを細つて静電気を除去してください。 

♦な下場所での保管-使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管-使用をしてください） 

一水などの液体がかかるおそれのある場所、湿気が多い場所 
一ほこ0の多い場所、静電気障害のおそれのある場所（力ーペットの上など） 

一直射曰化が当たる場所 

一結露するよラな場所、仕様の環境条件を満たさない高温•低温の場所 
一振動•衝撃が強い場所 

参周囲の温度が〇〜40での場所でお使いください。ファンを低速に設定すると装置全体の 
給電電力が1 24 W な下に制限され、周囲の温度が〇〜50での場所でもお使いいただけ 
ます。 

上記条件を満足しない場合は、火災•感電•故障•誤動作の原因となることがあり、保 
証致しかねますのでごを意ください。 

※動作環境温度外でご'使用の場合、保護装置が働き電源の巧給を停止しまず。 

また、この装置の通風□をふさがないでください。通風□をふさぐと内部に熱がこもり 
誤動作の原因になります。 

•この装置を上下に重ねて置かないでください。また、左ちに並べておく場合はすき間を 
20 mm な上設けてください。 
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•ラックマウントする場合は、上下の機器との間隔を 20 mml ； (上離してお使いください。 

• SFP 拡張スロットに別売の SFP 拡張モジュール ( PN 54021 / PN 54023 / PN 54025似 タト 
を実装した場合、動作保証はいたしませんのでごを意ください。 

1 . お客様の本取扱説明書に従わない操作に起因する損害および本製品の故障-誤動作な 
どの要因によって通信の機会を逸したために生じた損害については、弊社はその責任 
を負いかねますのでご了承ください。 

2. 本書に記載した内容は、ず告なしに変更することがあります。最新版は弊社ホームぺ 
-ジをご覧ください。 

3. 万一ご不審な点がございましたら、販売店までご連絡ください。 

※本文中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


この装置は I クラス A 情報お術装置です。この装置を家庭環境でイま用す 
ると電波な害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な 
が策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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1. はじめに 

Switch - M 8 eGPWR + は、8個の IEEE 802.3 at 対応の給電機能を有する 

10/100/1000 BASE - T ポートと、2組の排他使用可能な10/100/1000 BASE - T ポートおよ 

び SFP 拡張ス□ットをちする、管理機能付きオールギガイーサネットスイッチングハブです。 

1.1. 製品の特徴 

• IEEE 802.3 at 対応の給電機能をちし、同規格対応の端末機器に対しポートあたり最大 
30 W の給電が可能で、装置全体では最大 240 W の給電が巧能です。 

• SFP 拡張ス〇ットを2個搭載しており、 IEEE 802.3 Z 1 000 BASE - SX /1000 BASE - LX を 
用いた高速かつ高品質な通信が巧能です。（ポート9〜10はツイストペアポートと排他 
利用） 

• ループ障皇防止のため、ポート1〜8の工場出荷時設定は MDI - X 固定です。 

• ループ検知-遮断機能により、ループが発生した場合はポートを自動的に遮断し、ループ 
障害の発生を防ぐことが巧能です。また、ポートの遮断および自動復旧の際、 SNMP 卜 
ラップを送出でき、管理者に通知することが巧能です。さらに本体 LED でのループ発生 
通知や設定画面上からの発生履歴の参照によってループが発生したポートの特定が可能 
です。 

• ループヒストリー機能により、本体 LED でのループ発生通知や設定画面上からの発生履 
歴の参照によってループが発生したポートの特定が巧能です。 

• すべてのツイストぺアポートが MDI / MDI - X 自動判別機能を搭載しており、端末、ネット 
ワーク機器の区別を意識せず、ストレートケーブルを用いて相互接続できます。（ポート 
通信条件を固定に設定した場合、本機能は動作しません。工場出荷時は、ポート1〜刻ま 
MDI - X 固定に設定されています。） 

• 才ートネコ''シエーシヨン機能に対応し、 10 BASE - T 、 100 BASE - TX 、1000 BASE - T の 
混在環境に容易に対応できます。また、設定によ0速度•通信モードの固定が可能で 
す。 

• MNO シリーズ省電カモードをサポートしており、接続状態を自動検知し、電力消費を必 
要量に抑制します。 

• Telnet および SSH 機能により遠隔からスイッチの設定変更-設定殖認が簡単にできます。 

• 遠隔からポート毎に PoE 給電のち効/無効の設定が巧能です。 

• 通信確認のための Ping コマンドを実行することができます。 

• 標準 M 旧 ( MIBII , Bridge M 旧 , RMON 4ブループ等)をサポートし、 SNMP マネージャ 
からスイッチの管理が行えます。（詳細は付録 A . を参照下さい。） 

• スノ \°ニンブツリープ□トコルをサポートし冗長性のあるシステム構築が巧能です。 
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• u ンブプ□トコルをサポートし、リンブ構成による冗長化システムの構築が巧能です。 

• IEEE 802.1 Q のタブ VLAN をサポートしており、最大256個の VLAN が登録巧能です。 

• IEEE 802.1 P に準拠した QoS 機能をサポートしています。 

• IEEE 802.3 ad 準拠のリンクアブリゲーシヨン機能をサポートしており、最大8ポートま 
での構成が巧能です。 

• IEEE 802 .IX 準拠のポートベース認証機能 ( EAP - MD 5/ TLS/PEAP 認証方式をサポー 
卜)が利用巧能です。 

• に MP Snooping 機能をサポートしており、マルチキャストパケットによる帯域の占ち 
を防ぎます。 

• アクセスコント□-ル機能をサポートしており、 IP アドレス、 MAC アドレス、プ□卜 
コル番号、 L 4 ポート番号などでフィルタリンブが巧能です。 

• リブートタイマー機能をサポートしており、指定した時間後 (24 時間な内)に再起動が 
巧能です。 
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1.2. 同お品の確認 

開封時に必ず内容物をご確認ください。不足があった場合は、販売店にご連絡ください。 


• Switch - M 8 eGPW い本体 1台 

• 取扱説明書 1冊 

• CD-ROM (本取扱説明書を含む） 1枚 

• ゴム足 4個 

• 取付金具 （1 9インチラックマウント用） 2個 

• ねじ （1 9インチラックマウント用） 4本 

• ねじ（取付金具と本体接続用） 16本 

• 電源コード 1本 


※付属の電源コードは1 00 V 専用コードです。 


1.3. 別売オプション 

• PN 72001 

RJ 45- Dsub 9 ピンコンソールケーブル 

• PN 71053 

壁取付用金具 （2 個入） 

※壁面取付には PN 71 053が2セツト(計4個)必要です。 

• PN 54021 

1000 BASE-SX SFP モジユール 

• PN 54023 

1000 BASE-LXSFP モジユール 

• PN 54025 

LX 40 SFP モジュール 
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1.4. 各部の機能と名称 


電源ポート 


電源コード掛けブ□ック 




LED 表示切替ボタン 


電源 LED 


ステータス/ ECO モ- 
給電モード LED 
过 GA モード LED 
スピードモード LED 
DUPLEX モード LED 
ループ ヒストリーモ- 

PoEiJ ミット LED 
温度センサ LED 
フアンセンサ LED 


図 1-2 前面 LED 拡大図 


ド LED 


ド LED 
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参電源ポート 

付属の電源コードを接続し、電源コンセントに接続します。 

参電源コード掛ヴブ□ック 

付属の電源コードを引っ掛口ると、電源ポートから電源コードが抜けにくくなります。 


• MAC アドレスラベル 
本装置の MAC アドレスが記載されています。 

♦製造番号ラベル 

本装置の製造番号が記載されています。 

参 PoE 給電対応10/100/1000 BASE - T ポート(ポ ー ト1〜 8) 

IEEE 802.3 at 準拠の PoE 給電が巧能です。また、10/100/1000 BASE - T 端末、ハスリピー 
夕、ブリッ义スイッチンブ/ \ブ等の接続が巧能です。 

ツイストペアケーブルのケーブル長は 100 m な内に収まるよラに設置してください。 

参10/100/1 000 BASE - T ポート(ポート9〜1 0) 

ツイストペアケースレのケースレ長は 100 mm 内に収まるように設置してください。 

• SFP 拡張ス〇ット(ポート9〜10、10/100/1000 BASE - T ポートと排他利用） 

対応する SFP モジュール(別売 オプション) を装着巧能です。 

♦コンソールポート 

VT 1 00互換端末等と接続し、本機の設定および管理をします。 


通信方式 

: RS -232 C 

エ S ユレーシヨンモー ド 

: VT 100 

通信速度 

: 9,600 bps 

データ 長 

: 8ビット 

ストップビット 

:1ビット 

パリティ制御 

なし 

フ □一 制御 

なし 

通信コネクタ 

: RJ 45 


コンソールケーブルは、別売オプションの RM 5- DSub 9 ピン〕ンソールケーブル 
( PN 72001 ) をご使用ください。 
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参 LED 表示切曾ボタン 

LED 表示モードの切り曽えを巧います。各 LED 表示モードにおなる詳しい表示内容および動 
作につきましては第1 . 5項をご参照ください。 

また、本ボタンの操作により LED ベースモード設定、およびループ検知•遮断機能の設定 
( OFF / ON ) が巧能です。 


操作 

内容 

3砂な上長巧し 

LED ベースモードの切り曽えを行います。 LED 表示切替ボタンの長押しが3秒上 
経過ずると STATUS / ECO 、 PoE 、 G にん 100 M 、 FULL の各 LED が一き点なしま 
すので、ボタンを離ずと切り替え後のモードに移巧しまず。各 LED ベースモードの 
詳しい動作につきましては1 . 6 . 1項をご参照ください。 

工場出巧時の LED ベースモードはステータスモードに設定されています。 

10秒上長押し 

ループ検知•遮断機能の設定 ( OFF / ON ) を斤います。 LED 表示切曾ボタンの長}甲し 
が10秒上経過すると LOOP HISTORY の LED が点なしますので、ボタンを離すと 
設定が完了します。ループ検知•遮断機能の詳しい動作につきましては 1.5. 3項を 
ご参照ください。 

工場出荷時、ループ検知-遮断機能は有効に設定されていまず。 
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1.5. LED の動作_ 

1.5.1. 起動時の LED の動作 

本装置に電源を入れると全ての LED が一時的に全点なします。その後、ハードウェアの自 
己診断を実行し、自己診断が完了すると電源 LED とステータス/ ECO モード LED が緑点灯し、 
スイツチンブ動作を開始します。 

1.5.2. 動作中の LED の動作 


本装置はポート毎に配置されている LED により動作中の各ポートの状態を確認すること 
が巧能です。 

参システム LED 


LED 

動作 

内容 

POWER 偉源） LED 

緑点な 

電源 ON 

ミ肖な 

電源 OFF 

ANY COL . (コリジョン） 

LED 

憧点な 

半二重で動作中のいずれかのポートでコリジョン（パケット 
衝突）が凳生 

ミ肖な 

コリジョン（パケット衝突）無し 

PoE LIM (PoE リミット） 

LED 

静音ファンコント□-ル高速 ( High ) の場合（工場出荷時設定） 

ミ肖な 

〇〜22 5 W の範囲で給電 

緑点な 

225〜 240 W の範囲で給電 

檀点滅 

要求給電容量が 240 W を超える場合 
(装置全体の才ーバー□-ド） 

静音ファンコント□-ルイ邑速 ( Low ) の場合 

ミ肖な 

〇〜 109 W の範囲で給電 

緑点な 

109〜 124 W の範囲で給電 

檔点滅 

要求給電容量が1 24 W を超える場合 
(装置全体の才ーバー□-ド） 

TEMP (温度センサ） LED 

緑点な 

内部温度センサの設定闘値範囲内 

憧点滅 

内部温度センサの設定闘値を超える場合 
(詳しくは 4.6.3. C 項をご参照ください。） 

FAN (フアンセンサ） LED 

綠点灯 

ファン正甫稼動 

檀点滅 

ファン障害 

STATUS/ECO 

(ステータス /ECO モード） 

LED 

緑点灯 

ステータスモードで動作 

緑点滅 

ECO モードで動作 

(全てのポート LED (左)が消口します） 

憧点な 

起動中 

檀点滅 

システム障害（販売店にお問い合わせ下さい） 

ミ肖な 

電源 OFF 

PoE (給電モード） LED 

緑点な 

給電モードで動作 
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G に A (G に A モード） LED 

緑点な 

G に A モードで動作 

100 M (スピードモード） LED 

緑点灯 

スピードモードで動作 

FULL (DUPLEX モード） LED 

緑点な 

DUPLEX モードで動作 

LOOP HISTORY 0 レーフ° 
ヒストリーモード） LED 

綠点灯 

ループヒストリーモードで動作 

緑点滅 

ループ発生中、またはループ解;'肖後3曰しソ內 


•ポート LED 表示モード LED 

ポート LED 表示モード 「 STATUS 」 において、ポート LED はリンクアップおよび通信状況 
を表示しますが、前面パネルにある 「 LED 表示切曾ボタン」を巧すことによってポート LED 
の表示モードをな下のように変更することができます。 


ポート LED 表示モード 

内容 

STATUS/ECO 

リンクアップおよび通信状況を表示します。 

PoE 

接続している機器への給電状態を表示します。 

G に A 

1 000 Mbps でのリンクアップ状ミ兄を表示しまず。 

100 M 

100 Mbps でのリンクアップ状況を表示します。 

FULL 

全二重-半二重でのリンクアップ状況を表示します。 

LOOP HISTORY 

J レープ検巧履歴およびポート遮断状況を表示します。 



因 


前項「ポート LED 表示モード」の切替に従って各ポートに搭載されたポート LED の表示が 
じ(下のように変化します。 


ポート LED 

もぶモート 

動作 

内容 

左 

STATUS/ECO 

緑点な 

リンワが確な 



緑点滅 

データ送受信中 



ミ肖な 

端末未接続 


PoE 

緑点な 

正常に給電 



檀点滅 

裝置全体のオーバー□ー ド、もしくはポート 
単体の才ーパ'-□-ド 



ミ肖な 

給電していない、または PoE 受電機器未接続 
(※ポート9、10は甫に;'肖な） 


G に A 

緑点な 

1000 Mbps でリンクが確立 



ミ肖な 

1 0 OMbps または1 0 Mbps でリンクが確立 
もしくは端末未接続 


100 M 

緑点な 

100 Mbps で U ンクが確な 



ミ肖な 

1000 Mbps または 10 Mbps でリンクが確立 
もしくは端末未接続 


FULL 

緑点な 

全二重でリンクが確な 



ミ肖な 

半二重でリンクが確なもしくは端末モ接続 


LOOP HISTORY 

緑点な 

ループ解;'肖後3曰な内 



ミ肖な 

) レープ検知履歴無し 

ち 


憧点な 

ループ検知-遮断機能により遮断中 



ミ肖な 

ループ検知-遮断機能による遮断無し 


ポート LED (も) 








1.5.3. ループ検知-遮断機能について 

ループが発生したポートの LED を憧点灯でお知らせします。その際、該当ポートは自動的 
にポートが遮断(デフォルト設定： 60秒間)され、ループを防ぎます。ループが解除されてい 
ない場合は、再びポートを遮断しますので、ポート遮断中にループの解除を巧ってください。 

ループ検知•遮断機能の設定 ( OFF / ON ) は、 LED 表示切曽ボタンを10秒似上長押しするか、 
設定画面上で設定を行ラことにより切曾が巧能です。設定画面上での詳しい設定方法は 
4.7.11 項をご参照ください。切替が正常に巧われると、ループヒストリーモード LED が点な 
し切替が完了とな0ます。 

ループヒストリーの LED 表示を消去したい場合は、装置の電源を OFF / ON してくださし、。 
なお、装置に保をされたループヒストリーは64件まで保持されます。 


1.5.4. PoE 給電機能の動作概要 

ポート1〜8は IEEE 802.3 at 準拠の PoE 給電が巧能です。ポートあたり最大 30 W 、 装置 
全体で最大 240 W まで給電が巧能です。 

• PoE リミット LED が憧点滅(装置全体のオーバー□ー ド)しているときの給電動作 
装置全体の要お給電容量を超えてオーノ\'一□ー ドになった場合、給電を停止したポートは 
LED 表示を給電モード ( PoE ) に切0曾えることで確認できます。装置全体の要求給電容量を 
装置全体の最大給電容量な下に抑えるため憧点滅しているポートのケーブルを抜いてくだ 
さい。 

給電の優先制御はコンソールから設定•変更することが巧能です。（工場出荷時は、ポート 
1〜8の優先順位は同列です。） 

•ポート単体でオーバー□-ドしているときの給電動作 
ポート単体で最大値を超える給電を要求されたときはオーバー□ー ドとなり、給電を停止し 
ます。給電を停止したポートは LED 表示を給電モード ( PoE ) に切り曾えることで確認できま 
す。憧点滅しているポートのケーブルを抜いてください。 
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ごを意： PoE 受電機器によっては、通常使用時と最大消費電力時で;'肖費電力が大幅に異なる場 
合がありますので、最大給電容量を超えないように構成してください。 


ごを意給電の優先制御を設定していない、もしくは優先順位が同列の場合にはポート番号の 
小さいポートに優先的に給電されます。（要求給電容量が装置全体の給電容量を超え 
る場合、ポート番号が大きいポートの給電を遮断します。）。 
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1.6. LED 表示切替ボタンの動作_ 

1.6.1. LED ベースモード設定 

本装置に搭載されている LED の表示方法は「ステータスモード」および 「 ECO モード」の 
2種類を選択することができます。 

システム起動後に選択されるモードを「ベースモード」といい、 LED 表示切替ボタンを3 
秒な上長巧しすることによってべースモードの切り曽えが巧えます。 LED 表示切曾ボタンの 
長巧しが3秒な上経過すると STATUS / ECO 、 PoE 、 ごにん 100 M 、 FULL の各 LED が一き 
点灯し、切替後のモードに移行します。 

•ステータスモード（工場出荷時） 

ポート LED 表示モードに従い、各ポートの状態をポート LED へ表示します。ステータス 
モード動作時の STATUS/ECO LED は緑点なです。 

参 ECO モード 

省電力のため端末との接続•末接続に関わらず全てのポート LED (左)が消な状態になります。 
ECO モード動作時の STATUS/ECO LED は緑点滅です。 

ベースモードの設定は本装置の設定画面から巧ラことも巧能です。詳しくは 4.6.7. d 項を 
ご参照ください。 

1.6.2. LED 表示切替 

前面パネルにある 「 LED 表示切曾ボタン」を巧すことにより、ポート LED の表示をな下の 
順番で変更することができます。 


ポート LED 表术モード 

内容 

STATUS/ECO 

リンク殖なおよび通信状況を表示します。 

PoE 

接続している機器への給電状態を表示しまず。 

G に A 

1000 Mbps でのリ ンクアップ状況を表示します。 

100 M 

1 00 Mbps でのリンワアップ状況を表示しまず。 

FULL 

全二重-半二重でのリンクアップ状ミ兄を表示します。 

LOOP HISTORY 

ループ検知履歴およびポート遮断状ミ兄を表示します。 


ポート LED 表示モードを STATUS / ECO な外に切曾を巧い、その後1分な上操作がなかつ 
た場合は自動的にベースモードへ移行します。 
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2. 設置 


2.1. 19インチラックへの設置 

付属品の取付金具2個とねじ（取付金具と本体接続用）16本を取0だし、本機の横にある 
巧にねじで本機と取付金具を接続してください。 

その後、付属品のねじ （19 インチラックマウント用）4本もしくはラックに用意されてい 
るねじで、しっかりと本機をラックに設置してください。 



図 2-1 19インチラックへの設置 
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2.2. 壁面への設置 

別売の2つの取付金具 PN 71053口個入)の壁取付用金具、ねじ（壁取付用金具と本体接続 
用）16本を使用して、この装置の横にある各4つの巧に取付金具を接続してください。 

下図の位置に接続してください。 

その後、お客様でご用意されているねじ8本でしっか0と、この装置を壁面にねじ止めして 
ください。 

※壁面取付には PN 7 1053が2セット(計4個)必要です。 
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接続には、8極8むの RM 5 モジユラプラブ付き、 CAT 5 em 上に準拠したストレートケーブ 
ル（ツイストペアケーブル）をご使用ください。 

•ネットワーク構成 


100 ml ； (内 



各端末と本装置との間のケーブル長が 100 ml ； (内に収まるよラに設置してください。才一 
ト ネコ''シエーシヨ ン機能をもった端末または LAN 機器を接続すると、各ポートは自動的に 
最適なモードに設定されます。オートネコ''シエーシヨン機能を持たない機器または端末を 
接続すると、本装置は通信速度を自動的に判断し、設定しますが、全/半二重は判断できな 
いため、半二重に設定されます。オートネコ''シエーシヨン機能をもたない機器または端末 
を接続する際は、ポートの通信条件を固定するよう設定してください。設定方法の詳細に 
ついては 4.6.4 項をご参照ください 


ごを意：通信条件を固定に設定した場合は、 Auto - MDI / MDI - X 機能は動作しませんので、 
スイッチ間の接続はク□スケーブルを使用する必要があります。 
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3.2. SFP 拡張ス□ツトを使用した接続 


1000 BASE - SX : 550 m な内/1000 BASE - LX : lOKm な内 



SFP 拡張ス□ットへオプションの SFP モジュールを差し込むことにより、化ファイバでの接 
続が巧能です。本製品の工場出荷時状態はツイストペアポートがち効ですが、リンクが確 
立した際に自動的に S F P 拡張ポートがち効となります。 

それぞれ TX ポートは相手側機器の RX ポートへ、 RX ポートは相手側機器の TX ポートへ接続 
してください。 

弊社ではオプションとして下記の S F P モジュールをお取り扱いしております。 

-1000 BASE-SXSFP モジュール（品番： PN 54021) 

-1000 BASE-LXSFP モジュール（品番： PN 5402 3) 

- LX 40 SFP モジュール（品番： PN 5402 5) 
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3.3. 電源の接続 

添付の電源コードを本体の電源ポートに接続し、電源プラグをコンセントに接続します。 
100 V (50/60 HZ ) で動作します。 

電源スイツチはありません。電源コードを接続すると、電源が投入され、動作を開始します。 
電源を切る際には電源プラグをコンセントから抜いてください。 
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4. 設定 

本装置は電源投入後通常のスイッチングハブとして動作しますが、 SNMP 管理機能や特有 
の機能を使用するには、コンソールポート、 Telnet 、 SSH のいずれかを使って設定をする必 
要があ0ます。 

ここでは、本装置の設定内容について説明します。 


ごを意： Telnet 、 SSH によるアクセスは IP アドレスが設定されていないとできません。必 
ずはじめにコンソー J レポートから少なくとも I P アドレスの設定を行つてからアク 
セスしてください。 IP アドレスの設定は 4.6. 2項を参照してください。 


4.1. コンソールポートへの接続 

DEC 社製 VT 1 00互換の非同期端末や Windows XPL ソ前に搭載されていたハイパーター 
ミナルをはじめとする VT 1 00 互換のターミナルエミュレータが動作する端末を本装置の 
RJ 45 型コンソールポートに接続します。 

非同期端末の通信条件は、巧のよラに設定します。 


• 通信方式 

• エ S ユレーシヨンモー ド 

• 通信速度 

• データ 長 

• ストップビット 

• パリティ制御 

• フ□一制御 


RS -232 C ( ITU-TS V .24 準拠) 

VT 100 

9600 bps 

8ビット 

1ビット 

なし 

なし 


Windows ( XPl ； (前)の OS をお使いの場合は咐録 B Windows ハイパーターミナルによる 
コンソー J レポート接続手順」をご覧ください。 
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4.2. □グイン 

接続後、なのよラな□ブイン画面が表示されます。巧の画面が表示されない時は、通信 
条件等の設定に間違いがないかどラかをよく確認してください。コンソールから□ブイン 
すると図 4-2-1 のよラな画面が表示されます。 


1_1 

PN 28089 Local 
MAC Address ： 

Management System Version x.x.x.xx 

XX:XX:XX ： XX:XX:XX 

Login Menu 


Login: 



図4"2-1□グイン画面（コンソール) 


Telnet で□ブインすると図 4-2-2 のように 「Remote Management System 」 と画面上部 
に表示されます。 


PN 28089 Remote Management System Version x.x.x.xx 
MAC Address: xx:xx:xx:xx:xx:xx 


Login Menu 
Login: 


図 4-2-2 □ブイン画面 ( Telnet ) 
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接続すると図 4-2-1、 図ん2-2のよラな画面が表示されますので、まず□ブイン名を入力して 
くださし^工場出荷時の設定は 「 manager 」 となっていますので、 「 manager 」 と入力し、リ 
ターンキーを巧します。すると図午 2-3 のよラにパスワードを聞いてきます。工場出荷時に 
設定されているパスワードも□ブイン名と同じ 「 manager 」 となっていますので正しく入 
力し、リターンキーを巧してください。 



図午 2-3 パスワード入力 


□ブイン名およびパスワードは変更することができます。変更方法の詳細は 4.6.7 項をご'参 
照ください。 


ごを意パスワード入力時は全て「+」と表示されます。 


ごを意 Telnet では最大4ユーザー、 SSH では最大2ユーザーまで同時にアクセス巧能です。 


ごを意 SSH の□ブイン方法については各 SSH クライアントの操作手順に従って下さい。 


















4.3. 画面の基本的な操作 

本装置の各画面は、次のような構成になっています。 



1 ま題 

/ 

2 .上位のメニュー名 


3 .現在のメニュー名 


PN 28089 Local Managem^rtx System / 

Basic switch Configuration -> system Admin. Configuration Menu 


Description ： Switch-M8eGPWR+ 

Object ID ： 1.3.6.1.4.1. ： 396.5.4.2.12 f , 占 * 

Name: ^ ん内容 

Location: 

Contact ： . 


〈 COliflAND 〉 


Set System [N]ame 
Set System [LJocation 
Set System [CJontact Information 
[Q]uit to previous menu 


> 5 .つマンド 



Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-3-1 画面構成 
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画面の説明 


1. 

表題 

この画面の表題です。コンソールからアクセスしている場合は 「Local 
Management System 」、 Telnet でアクセスしている場合は 「Remote 
Management System 」 と表示されます。 

2. 

上位のメニュー名 

ひとつ上位のメニューを表示します。後述のコマンド TQ 」 (上位のメニューに戻 
る)を使巧ずると、この欄に表示されているメニュー画面になりまず。 

3. 

現在のメニュー名 

現在の画面のメニュー名を表します。 

4. 

内容 

現在の画面での設定されている内容を表示します。 

5. 

ZI 7 ンド 

現在の画面で使用可能なコマンドを表示します。使用可能なコマンドは画面ご 
とに異なります。操作をするときはこの欄を参照してください。 

6. 

プ□ンプト 

コマンド入力を巧ラと表示が切0変わ0、巧に入力を行ラ指示が表示されま 
す。この欄の表示に従って入力してください。 

7. 

コマンド入力行 

コマンドまたは設定内容を入力します。 

8. 

説明 

現在の画面の説明および状況と入力の際のエラーが表示されまず。 


本装置では画面の操作はすべて文字を入力することによって巧います。カーソル等での 
画面操作は巧いません。各画面で有効な文字は異なり、画面ごとにコマンド部分に表示さ 
れます。コマンド部分で [] で囲まれた文字がコマンドを表します。有効でないコマンドま 
たは設定を入力した場合は、説明欄にエラーメッセージが表示されます。 
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4.4. メインメニュ ー (Main Menu) 

□ブインが完了すると、図 4-4-1 のよラなメインメニューが表示されます。 

本装置のメニューはメインメニューとサブメニューから成り、メインメニューを中むと 
したツリー構造になっています。サブメニューに移動するには、コマンド文字を入力して 
くださし、戻る場合は、コマンド「0」を入力すると上位のメニューに戻ります。現をどのメ 
ニューを表示しているかは、画面の2巧目に表示されていますのでご確認ください。 


PN 28089 Local Management System 
Main Menu 


[GJeneral Information 
[Biasic Switch Configuration... 
[AJdvanced Switch Configuration... 
に ] tatisties 

Switch [T] 00 Is Configuration... 
Save Configuration to [F]lash 
Run [C]LI 
[Q]uit 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4^4^1 メインメニュー 
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画面の説明 


General Information 

本装置のハードウ王アおよびファー厶ウ王アの情報とアドレス設定の内容を表 
示します。 

Basic Switch 
Conliguration ..* 

本装置の基本機能 ( IP アドレス、 SNMP 、 ポート設定など)の設定を行いまず。 

Advanced Switch 
Conliguration ..* 

本装置の特殊機能 ( VLAN 、 U ンクアブリゲーシヨン、スパニンブツリー、 AC し 
QoS 、 IEEE 802. IX 認証機能、に MP Snooping 、 PoE 給電機能など)の設定を斤 
います。 

Statistics 

本装置の統計情報を表示します。 

Switch Tools 
Corrfiguration 

本装置の付加機能(ファームウ I アアップグレード、設定の保を•読込、 Ping 、 
システム□ブなど)の設定を行います。 

Save Configuration 
to Flash 

本装置で設定した内容を内蔵メモリに書き込みます。 

Run CLI 

コマンドラインインタフエースに切り替えます。 

Quit 

メインメニューを終了し、□ブイン画面に戻ります。 




4.5. 基本情報の表示 (General Information Menu) 

「Main Menu 」 でに」を選択すると図 4"5-1 のような 「General Information Menu 」 に 
なります。この画面を選択すると、本装置の情報を見ることができます。この画面は表示 
のみで設定する項目はあ0ません。 


PN 28089 Local Management System 

Mam Menu -> General Information 

System up for: 

000 day (s), OOhr (s), OOmin(s), OOsec(s) 

Boot / Runtime Code Version: 

X. X. X. XX / X. X. X. XX 

Hardware Information 


Version: 

Version1 

CPU Uti1ization: 

XX. XX % 

DRAM / Flash Size ： 

64MB / 16MB 

DRAM User Area Size: 

Free: xxxxxxxx bytes / Total: xxxxxxxx bytes 

System Fan Status: 

Good 

System Temperature: 

CPU/xx , System/xx degree(s) Celsius 

Administration Information 


Switch Name: 


Switch Location: 


Switch Contact ： 


System Address Information 


MAC Address: 

XX:XX:XX ： XX:XX:XX 

IP Address ： 

0.0. 0.0 

Subnet Mask: 

0.0. 0.0 

Default Gateway: 

0.0. 0.0 

Press any key to continue... 



図 4-5-1 スイツチの基本情報の表示 
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画面の説明 


System up Tor 

本装置が起動してからの通算の時間を表示します。 

Boot / Runtime 

Code Version 

本装置のファームウ王アのバージョンを表示します。 

左側が Boot Code 、 ち側が Runtime 〔 ode のパ'—ジョンを表します。 

(4.9.1 項に記載されている"ファー厶ウェアのパ'-ジョンアップ"は 、 Runtime 
Code のバージョンアップになります。） 

Hardware 

Information 

ハードウ； c アの情報を表示します。 

Version 

ハードウ王アのバージョンを表示します。 

CPU Utilization 

CPU の使巧率を表示します。 

DRAM / Flash 

Size 

実装されている DRAM と FLASH の容量を表示します。 

DRAM User 

Area Size 

利用可能なメモリ全体の容量と、空きメモリ容量を表示します。 

System Fan 
Status 

実装されているファンの動作状況を表示しまず。 

正萬動作時は Good 、 異甫-停止時は Fail と表示されます。 

System 

Temperature 

機器内部の温度を表おします。 

温度センサは CPU / System の2箇所を計測します。 

Administration 

Information 

ここで表示される項目は 4.6.1 項の 「System administration Configuration 」 で設定 
を行いまず。 

switch Name 

設定した本装置の名前を表示します。工場出荷時には何も設定され 
ていません。設定については 4.6.1 項を参照してください。 

Switch 

Location 

設定した本装置の設置場所を表おします。工場出荷時には何ち設定 
されていません。設定については 4.6.1 項を参照してください。 

Switch Contact 

設定した連絡先を表おします。工場化巧時には何も設定されていま 
せん。設定については 4.6. 1頂を参照してください。 

System 

Address 

Information 

ここで表示される項目は 4.6.2 項の 「System IP Configuration 」 で設定を行います。 

MAC address 

本装置の MAC アドレスが表示されます。これは、個々の装置に固 
ちの値で、変更ずることはできません。 

IP Address 

本装置に設定されている IP アドレスを表示します。工場出荷時には 
何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されます。設定につい 
ては 4.6.2 頂を参照してください。 

Subnet Mask 

本装置に設定されているサブネットマスクを表示します。工場化荷 
時には何も設定されていませんので0.0 .0.0 と表示されます。設定 
については 4.6. 2項を参照してください。 

Default 

Gateway 

デフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスを表示します。 
工場出荷時には何も設定されていませんので 0.0.0. 0と表示されま 
す。設定については 4.6. 2項を参照してください。 


36 




4.6. 基本機能の設定 (Basic Switch Configuration ) 

「Main Menu 」 から 「 B 」 を選択すると図 4-6-1 のような 「Basic Switch Configuration 
Menu 」 の画面になります。この画面では IP アドレス、 SNMP 、 ポートの設定、アクセス制 
限等の設定を行います。 


PN 28089 Local Management System 

Main Menu -> Basic Switch Configuration Menu 


System [Administration Configuration 

System [I]P Configuration 

S[N]MP Configuration 

[ 門 ort Configuration Basic 

Port Configuration [EJxtend 

Port Configuration P[o]wer Saving 

[SJystem Security Configuration 

[FJorwarding Database 

[T]ime Configuration 

A[R]P Table 

[L]LDP Configuration 

[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-1 スイツチの基本機能設定メニュー 
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画面の説明 

System Administration SNMP で利用するスイッチの名前、場所、連絡先の管理情報の設定を行い 

Conriauration ます。 

System IP Configuration IP アドレスに関ずるネットワーク情報の設定を行いまず。 

SNMP Configuration SNMP に関する設定を行います。 

Port Configuration Basic 各ポートの設定を巧いまず。 

Port Configuration Extend 各ポートの名称設定等を行います。 

Port Configuration Power MNO シリーズ省電カモードの設定を行います。 

Saving 

System Security 本装置へのアクセス条件等の設定を行います。 

Conriauration 

Forwarding Database MAC アドレステーブルを表示します。 

Time Configuration SNTP を利用した時刻同期機能の設定、およびマニュアルでの時刻設定を 

行いまず。 

ARP Table ARP テーブルを表示しまず。 ^ 

LLDP Configuration LLDP に関する設定を巧いまず。 

Quit to previous menu メインメニューに戻りまず。 






4.6.1. 管理情報の設定 

(System Administration Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-2 のような 
「System Administration Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、機器 
名称等の管理情報を設定します。 


PN 28089 Local Management System 

Basic 5witch Configuration -> system Admin. ConTiguration Menu 

Description ： Switch-M8eGPWR+ 

Object ID ： 1.3.6.1.4.1.396.5.4.2.12 
Name: 

Location: 

Contact ： 

- 〈 CC1MAND> - 

Set System [N]ame 
Set System [LJocation 
Set System [CJontact Information 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4^6-2 管理情報の設定 
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画面の説明 
Description 
Object ID 
Name 
Location 
Contact 


システムの説巧です。変更できません。 

M 旧の巧広する ID を表示します。変更できません。 

システム名を表示します。工場化荷時には何も設定されていません。 
設置場所を表おします。工場出荷時には何も設定されていません。 
連絡先を表示します。工場化巧時には何も設定されていません。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

\1 [システム名の設定•変更を行います。 

「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter system name 〉」 となりますので、スイッチを区別するため 
の名前を半角50文字な内で入力してください。 

7" 設置場所情報の設定-変更を巧います。 


「 U と入力するとフ□ンフトが 「Enter system locatio い」となりますので、スイッチの設置場巧を 
区別するための名前を半角50文字な内で入力してください。 

連絡先情報の設定.変更を巧います。_ 

に」と入力するとプ□ンプトが 「Enter system contac わ」となりますので、連絡化や問い合わせ先 
等の情報を半角50文字しソ內で入力してください。 

上化のメニューに戻ります。 





4.6.2.IP アドレスに関する設定 (System IP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド「1」を選択すると、図 4-6-3 のような 
「System IP Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、本装置の IP アドレ 
スに関する設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Basic switch Configuration -> system IP Conriguration Menu 


MAC Address: 

IP Address: 
Subnet Mask: 
Default Gateway: 


XX:XX:XX:XX:XX:XX 
0 . 0 . 0.0 
0 . 0 . 0.0 
0 . 0 . 0.0 


〈 COliflAND 〉 


Set [I]P Address 
Set Subnet [M]ask 
Set Default [GJateway 
Set IP P[a]rameter 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図午 6-3 IP アドレスの設定 


画面の説明 


MAC Address 

本装置の MAC アドレスが表示されます。これは、個クの装置に固有の値で、変更できま 
せん。 

IP Address 

現在設定されている IP アドレスを表示します。工場出荷時には何も設定されていませんの 
で 0.0.0.0 と表示されます。 

Subnet Mask 

現在設定されているサブネットマスクを表示します。工場出荷時には何も設定されていま 
せんので0.0.0.0と表示されます。 

Default 

Gateway 

現在設定されているデフォルトゲートウ王イとなるルータの IP アドレスを表示します。エ 
場化巧時には何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されます。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


1 

IP ァドレスの設定-変更を行います。 



m と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address 〉」 となりますので、スイッチの IP アドレスを入力 
してください。 

M 

サブネットマスクの設定-変更を行いまず。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter subnet mask >」 となりまずので、サブネットマスワを入力 
してください。 

G 

デフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスの設定-変更を行います。 



「 G 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new gateway IP address 〉」 となりますので、デフォルト 
ゲートウェイとなるルータの IP アドレスを入力してください。 

A 

IP アドレス、サブネットマスワ、デフォルトゲートウ王イの設定を一括で行います。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address >」 となりますので、スイッチの IP アドレスを入 
力してください。巧にプ□ンプトが 「Enter subnet mask >」 となりますので、サブネットマスワを 
入力してください。巧にプ□ンプトが 「Enter new gateway IP address >」 となりますので、デフ 
ォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスを入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意この I 貝目を設定しなければ、 SNMP 管理機能と SSH 、 Telnet によるリモート接続 
は使用できないため、必ず設定してください。 IP アドレスはネットワーク上の他 
の装置のものと重複してはいけません。どのよラに設定すればよいか分からない 
場合はネットワーク管理者にご相談ください。 
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4.6.3. SNMP の設定 (SNMP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド TN 」 を選択すると、図4"6-4のような 
rSNMP Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNMP エージェントと 
しての設定を行います。 


PN 28089 Local Management System 

Basic Switch Configuration -> SNMP Configuration Menu 


SNMP [M]anagement Configuration 
SNMP [Urap Receiver Configuration 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図午 6_4 SNMP の設定 


画面の説明 


SNMP 

Manaaement 

Corrfiguration 

SNMP マネージャに関する設定を行います。詳しくは巧項 (4.6.3. a .) を参照してくだ 
さい。 

SNMP Trap 

Receiver 

Corrfiguration 

SNMP トラップ送信に関する設定を斤います。詳しくは;夕項 (4.6.3. b .) を参照してく 
ださい。 

Quit to previous 

menu 

上化のメニューに戻ります。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


M 

SNMP マネージャの設定を行います。 


「 M 」 と入力すると SNMP Management Configuration Menu に移動します。 

下 

トラップ送信の設定を行いまず。 


IT 」 と入力ずると SNMP Trap Receiver Configuration Menu に移動します。 

Q 

SNMP Configuration Menu を終了し、上位のメニューに戻ります。 


43 




4.6.3.a. SNMP マネージャの設定 (SNMP Management Configuration) 

rSNMP Configuration Menu 」 で〕マンド 「 M 」 を選択すると、図 4-6-5 のような 「SNMP 
Management Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNMP マネージ 
中の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

SNMP Configuration -> SNMP Management Configuration Menu 

5 刚ド Manager List: 


No. 

Status 

Privilege 

IP Address Community 

1 

Enabled 

Read-Write 

0. 0. 0. 0 private 

2 

Enabled 

Read-Only 

0. 0. 0. 0 public 

3 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

4 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

己 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

6 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

7 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

8 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

9 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 

10 

Disabled 

Read-Only 

0.0. 0.0 




/pHMMAMn^ 





Set Manager [SJtatus Set Manager [I]P [Q]uit to previous menu 

Set 

Manager P[r]ivilege Set Manager [C]ommunity 

Command> 



Enter the character in square 

brackets to select option 


図 4-6-5 SNMP マネージ巾の設定 

画面の説明 


SNMP Manager 
List: 

現在設定されている SNMP マネージャの設定を表示します。 

No. 

SNMP マネージャのエントリを号です。 

Status 

SNMP マネージャの状態を表示します 

Enabled 

SNMP マネージャがち効であることを表します。 

Disabled 

SNMP マネージャはお効であることを表します。 

Privileae 

SNMP マネージャのアクセス権限を表示します。 

Read-Write 

読み書きともに巧能です。 

Read-Only 

読み取りのみ巧能でず。 

IP Address 

SNMP マネージャの IP アドレスを表示しまず。 

Community 

現在設定されているコミュニティ名を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


S 

SNMP マネージャの状態を設定します。 


「 S 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエント U 香号を入力してください。その後、プロンプトが rEnable or Disable 
SNMP manager ( E / D )>」 に変わりまずので、 SNMP マネージャをち効にずる場合は 「 E 」、 無効にす 
る場合は「0」を入力してください。 

1 

S 

NMP マネージャの IP アドレスを設定します。 


「1」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエント U 香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter IP Address 
for manage り」に変わりますので、 IP アドレスを入力してください。 

R 

S 

NMP マネージャのアクセス権限を設定します。 


「 R 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter the 
select : ion >」 に変わりますので、読込専用 ( Read - only ) の場合は「1」を、読み書き巧能 ( Read - write ) 

の場合はじ」を入力してください。 

C 

S 

NMP マネージャのコ5ュニティ名を設定します。 


に」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりまずので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter community 
name for manager 〉」 に変わりますので、コミュニティ名を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.3.b. トラップ送信の設定 (SNMPTrap Receiver Configuration) 

rSNMP Configuration Menu 」 で〕マンド 「 T 」 を選おすると、図ん6-6のような 「SNMP 
Trap Receiver Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNMP トラップ 
送信の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

SNMP Configuration -> 

SNMP Trap Receiver Configuration Menu 

Trap Receiver List: 


No. 

Status 

Type 

IP Address Community 

1 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

2 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

3 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

4 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

己 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

6 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

7 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

8 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

9 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 

10 

Disabled 

v1 

0.0. 0.0 




/pHMMAMn^ 





Set 

Receiver [SJtatus 

Set Receiver [I]P In[d]ividual Trap Config 

Set Trap [T]ype 


Set Receiver [C]ommunity [Q]uit to previous menu 

Command> 



Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-6 SNMP トラップ送信の設定 


画面の説明 


Trap Receiver 

List : 

現在設定されているトラップ送信先の IP アドレスとコミュニティ名を表示します。 

No . 

トラップ送信先のエントリ番号です。 

Status 

トラップを送信ずるかどうかを表示します 

Enabled 

トラップを送信します。 

Disabled 

トラップを送信しません。 

Type 

トラップの 

重類を表おします。 

VI 

SNMP VI のトラップを送信します。 

V 2 

SNMP v 2 のトラップをさ信します。 

IP Address 

トラップ送巾 

画先の IP アドレスを表示します。 

Community 

トラップ送信する場合の、現在設定されているコミュニティ名を表示 
します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


S 

トラップ送信先のち効/無効を設定しまず。 



「 S 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりまずので、設定を 
行うトラップ送信先のエント U 香号を入力してください。そのを、プ□ンプトが 「Enable or 
Disable Trap Receiver ( E / D )>」 に変わりますので、 SNMP マネージャをち効にずる場合は 「 E 」、 
巧効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

1 

トラップ送信先の1 P アドレスを設定します。 



「1」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry numbe 「 〉 」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「EnterlP 
Address for trap receiver 〉」 に変わりますので、 IP アドレスを入力してください。 

D 

U ンク状態変更時のトラップ送出について設定します。 



「 D 」 と入力ずると、画面が 「 Enable/Disable Individual Trap Menu 」 に切り変わります。 

詳細な設定については巧項 (4.6.3. C ) を参照ください。 

下 

トラップの種類を設定しまず。 



「 T 」 と入力ずると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりまずので、設定を 
行うトラップ送信先のエント U 香号を入力してください。そのを、プ□ンプトが 「Enter the 
selection 〉」 に変わりまずので、トラップを SNMPv 1 とする場合は「りを、 SNMPv 2 とする場 
合は「2」を入力してください。 

C 

トラップ送信化のコミュニティ名を設定しまず。 



「〔」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter 
community name for trap receiver 〉」 に変わりますので、コミュニティ名を入力してくださ 
い。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.3.C. トラッフ送出の設定 (Enable/Disable Individual Trap Menu) 

rSNMP Trap Receiver Configuration 」 で〕マンド Td 」 を選択すると、図んら-フのような 
「EnableDisabled Individual Trap Menu 」 の画面になります。この画面では、トラップ送 
出の設定を行います。 


PN 28089 Local Management System 

SNMP Trap Receiver Configuration -> Enable/Disable Individual Trap Menu 

SNMP Authentication Failure : Disabled 

Enable Link Up/Down Port: 1-10 

PoE Trap Control: Enabled 

Temperature Trap Control: Disabled 

Temperature Threshold: 59 degree(s) Celsius 

FAN Failure: Enabled 

- 〈 CO 圖 AND> - 

Enable/Disable [A]uth Fail Trap 
Add Link Up/Down Trap [PJorts 
[DJelete Link Up/Down Trap Ports 
Enable/Disable PoE] Trap 
Enable/Disable [TJemperature Trap 
[S]et Temperature Threshold 
Enable/Disable [F]AN Fail Trap 
[Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 




トラッフ送出の設定 









画面の説明 


SNMP 

Autnenticaiion 

Failure : 

SNMP 認証失敗時のトラップを化の有効-無効の設定を表おします。 

Enabled 

トラッフ°送出を有効にします。 

Disabled 

トラップ送出を無効にします。（工場化巧時設定） 

Enabled Link 
Up/Down Port : 

リンク状態が変更された際、トラップ送おがされる対象のポート番号を表示しまず。 

工場お巧時は全ポートに設定されています。 

PoE Trap 

Control : 

PoE トラップコント□ールの有効-無効の設定を表示します。 

Enabled 

トラップ送出を有効にします。（工場化巧時設定） 

Disabled 

トラップ■送出を無効にします。 

Temperature 
Trap Control : 

內部温度が設定ミ_! 
を表示します。 

量度を上回った場合、下回った場合のトラップ送化の有効-無効の設定 

Enabled 

トラッフ°送出を有効にします。 

Disabled 

トラップ送出を無効にします。（工場化巧時設定） 

Temperature 

Threshold : 

トラップ送出される温度の闘値設定を表おします。 

工場化巧時は59でに設定されています。 

FAN Failure : 

内部 FAN があ障した場合のトラップ送化の有効-無効の設定を表おします。 

Enabled 

トラップ送出をち効にします。（工場出荷時設定） 

Disabled 

トラップ■送出を無効にします。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


A 

U ンク状態変更時のトラップ送出のち効/無効を設定しまず。 



「 A 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enable or Disable SNMP Authentication 1;「 ap ( E / D )>」 に変わ 
りまずので、トラップ送おを有効にずる場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

P 

U ンク状態変更時のトラップ送出の対象ポートを追加しまず。 



「 P 」 と入力ずると、プ□ンプトが 「Enter port number >」 に変わりますので、トラップ送出の対象 
としたいポート番号を入力してください。 

D 

U ンク状態変更時のトラップ送出の対象ポートを削除しまず。 



「 D 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、トラップ送出の対象 
外としたいポート香号を入力してください。 

E 

Po 

ンぅ 

E Global Configuration Menu で設定した Power Usaae Threshold For Sending Trap のパーセ 
产ージを超えた場合トラップ送出をしまず。 



「 E 」 と入力ずると、プ□ンプトが 「Enable or Disable PoE trap ( E / D )>」 に変わりまずので、トラ 
ップ送化をち効にする場合は 「 E 」、 無効にずる場合は 「 D 」 を入力してください。 

下 

設定温度を超えた場合のトラップ送出のち効/無効を設定しまず。 



「 T 」 と入力すると、プ□ンプトが Enable or Disable Temperature trap ( E / D )>」 に変わりますの 
で、トラップ送出を有効にずる場合は 「 E 」、 無効にする場合はの」を入力してください。 

S 

機器内部の温度上昇時にトラップ送出する温度の闘値を設定します。 



「 S 」 と入力すると、プ□ンプトが Enter temperature threshold >に変わりますので、トラップを 
送化する温度を 0-65 の範囲で入力してください。 

F 

内部 FAN が故障した場合のトラップ送出の有効/お効を設定します。 



「 E 」 と入力すると、プ□ンプトが Enable or Disable Fan Failure trap ( E / D )>」 に変わりますので、 
トラップ送出を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.4. ポートの設定 (Port Configuration Basic) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 p 」 を選がすると、図 4-6-8 のような 
「Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、各ポートの状態表示、お 
よびポートの設定を巧います。 


PN 28089 Local 

Management system 





Basic 

Switch Configuration -> Port 

Configuration Basic 

VIenu 


Port 

Trunk 

Type 

Admin 

Link 

Mode 

Flow Ctr1 

Auto-MDI 

1 

— 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

2 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

3 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

4 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

已 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

6 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

7 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

8 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Disabled 

9 

… 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Enabled 

10 

— 

100 OT 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

Enabled 




/nnmiihMrw 











Set [A]dm in Status 

Set [F]low Contro 

[0]uit to previous menu 

Set [M]ode 


[S]et Auto-MDI 




Command) 







Enter 

the character in 

square brackets to select option 




図 4-6-8 ポートの設定 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランキングの設定状態をブ j レープ番号で表示します。 

Type 

ポートの種類を表します。 

100TX 

10/1 OOBASE-TX を表します。 

1000T 

10/100/1000 BASE-T を表しまず。 

1000X 

SFP ポートを表します。 

Admin 

現在のポートの状態を表しまず。工場出荷時はずべて 「Enable 山に設定されています。 

Enabled 

ポートが使用可能です。 

Disabled 

ポートが使用不可です。 

Link 

現在の u ンクの状態を表しまず。 

Up 

リンクが正甫におなした状態を表します。 

Down 

リンクが確なしていない状態を表します。 

Mode 

通信速度、全/半二 
工場出荷時はすべ1 

重の設定状態を表します。 
rrAuto」 に設定されています。 

Auto 

オートネゴシエーションモード 

lOO-FDx(IOOF) 

100Mbps 全二重 

100 -HDx(IOOH) 

100Mbps 半二重 

lO-FDx(IOF) 

10Mbps 全二重 

lO-HDx(IOH) 

10Mbps 半二重 

Flow Ctrl 

フ□-コント a-j 

工場化巧時は全て r 

レの設定が態を表しまず。 

Disabled」 に設定されていまず。 

Enabled 

フ□-コント□-ル機能が有効であることを表します。 

Disabled 

フ□-コント□-ル機能が無タカであることを表します。 

Auto-MDI 

Auto MDI/MDI-X 機能の設定状態を表します。工場出荷時はポ ーH-8 は 「Disabled」、 ポ 
-卜 9- 10は 「Enabled」 に設定されています。 

Enabled 

Auto MDI/MDI-X 機能が有効であることを表します。 

Disabled 

Auto MDI/MDI-X 機能が無効であることを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

N 巧のページを表本しまず。 

~ I 「 N 」 と入力すると巧のポートを表示します。 

前のページを表示しまず。 

_ 1^ド」と入力ずると前のポートを表示しまず。 

A 各ポートを有効か無効か （ Enabled / Disabled ) に設定できます。 

「 A 」 を入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てください。すると、プ□ンプトが 「Enable or Disable port # ( E / D )>」 となりますので、有効 
( Enabled ) にする場合は 「 E 」 を無効 ( Disabled ) にずる場合はの」を入力してください。入力が完 
了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

~ M 各ポートの速度と全/半二重を設定できます。 

「 M 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter port number >」となりますので、変更したいポート番号 
を入力してください。全ポートを一度に変更ずる場合はポート番号を「0」と入力してください。す 
ると、プ□ンプトが 「Enter mode for port # ( A / N )>」 となりますので、才ート ネコ''シエーシヨ ン 
モードを使用ずる場合は 「 A 」、 使用しない場合は 「 N 」 を選択してください。 「 N 」 を選択した場合、 

プ□ンプトが 「Enter speed for port #(1 0/1 00)>」となりますので、設定したい通信速度を入力し 
てください。指定ずるとプロンプトが 「Enter duplex for port #( F / H )> J に変わりますので、全二 
重の場合は rF」(Full duplex )、 半二重の場合は rH」(Half duplex ) を指定してください。入力が完了 
し、設定が変更されると上部の表示电白動的に変更されます。 

Mode : LA : トネゴシエーシヨンを有効にします。 

N : 固定設定にします。 

_。〇 00 BASE - T の速度固定は未サポート）_ 

Speed : 10: 10 Mbps に設定します。 

_ 100: 100 Mbps に設定します。 

Duplex : F : 全二重に設定しまず。 

H : 半二重に設定します。 

F フ□-コント□-ルのち効/無効を設定できます。_ 

「 F 」 を入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てください。ずると、プ□ンプトが 「Enable or Disable flow control for port # ( E / D )>」 となり 
ますので、有効 （ Enabled ) にする場合は 「 E 」 を、無効 （ Disabled ) にする場合はの」を入力して 
ください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表おも自動のに変更されます。 

S Auto MDI / MDI - X の有効/無効を設定できます。_ 

「 S 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Enter port number >」となりますので、変更したいポート香号を 
1〜10の間で入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力してく 
ださい。ずると、プ□ンプトが 「Enable or Disable Auto-MDI for port # ( E / D )>」 となりまずの 
で、ち効 ( Enabled ) にする場合はのを、無効 （ Disabled ) にする場合はの」を入力してくださ 
し、設定完了後に上部の表示が更新されます。 

巧"上化のメニューに戻ります。 


ごを意：この画面はポートの状態を表示していますが、自動的に更新されません。最新の 
状態を表示するには何らかのキー入力を巧ってください。 
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4.6.5. ポートの拡張設定 (Port Configuration Extend) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド re 」 を選択すると、図 4-6-9 のような 
「Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、各ポートの状態表示、お 
よび拡張設定を行います。 
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Basic i>witch Configuration Port Configuration Extend Menu 


Port 

1 runk 

Type 

Link 

Port Name 

Jumbo 

EAP Pkt FW 


— 

1000T 

Down 

PortJ 

Disabled 

Di 

sab led 

2 

… 

1000T 

Down 

Por し 2 

Disabled 

Di 

sab led 

3 

… 

1000T 

Down 

Por し 3 

Disabled 

Di 

sab led 

4 

… 

1000T 

Down 

Por し 4 

Disabled 

Di 

sab led 

5 

… 

1000T 

Down 

Por し日 

Disabled 

Di 

sab led 

6 

… 

1000T 

Down 

Por し 6 

Disabled 

Di 

sab led 

7 

… 

1000T 

Down 

Por し 7 

Disabled 

Di 

sab led 

8 

… 

1000T 

Down 

Por し 8 

Disabled 

Di 

sab led 

9 

… 

1000T 

Down 

Por し 9 

Disabled 

Di 

sab led 

10 

—— 

1000T 

Down 

PortJ 0 

Disabled 

Di 

sab led 


<C0MMAND> 


Set Port N[a]me Set [JJumbo Status 

[Q]uit to previous menu Set [E]AP Packet Forwarding 

Command) 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-9 ポートの拡張設定 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランキングの設定状態をブ j レープ番号で表示します。 

Type 

ポートの種類を表します。 

100 TX 

10/1 00 BASE - TX を表しまず。 

1000 T 

10/100/1000 BASE-T を表します。 

1000 X 

SFPffi 張ポートを表します。 

Link 

現在の U ンクの状態を表しまず。 

Up 

リンクが正常に確なした状態を表します。 

Down 

リンクが確なしていない状態を表します。 

Port Name 

ポートの名称を表します。 

Jumbo 

ジャンボフレー厶の設定状態を表しまず。工場出荷時はずべて 「 Disabled 」 に設定されて 
います。 

Enabled 

ジャンボフレームがち効であることを表します。 

Disabled 

ジャンボフレームが無効であることを表します。 

EAP Pkt FW 

£八ドフレーム透^( 
います。 IEEE 80： 
す。 EAP フレ ー i 

量機能の設定状態を表します。工場出荷時は全て 「 Disable 山に設定されて 

2. IX 認証で使用する EAP フレームを転送する場合は 「 Enabled 」 に設定しま 

A を破棄する場合は 「 Disabled 」 に設定します。 

Enabled 

EAP Packet Forwarding 機能が有効であることを表します。 

Disabled 

EAP Packet Forwarding 機能が無効であることを表します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

A 

各ポートに名称を設定しまず 



「 A 」 を入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート香号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てください。すると、プ□ンプトが 「Enter po け name string 〉」 となりますので、名称を半角15 
しソ巧で入力してください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

J 

J U m bo フレー厶転送機能のち効/無効を設定しまず。 



川を入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりまずので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てくださし、。すると、プ□ンプトが 「Enable or Disable jumbo status for port # ( E / D )>」 となり 
ますので、ち効 （ Enabled ) にする場合はのを、無効 （ Disabled ) にする場合はの」を入力して 
ください。設定完了後に上部の表示が更新されます。 

E 

EA 

P フレーム透過機能の有効/無効を設定します。 



「 E 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Enter port number >」となりますので、変更したいポート香号を 
入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力してください。ずる 
と、プ□ンプトが 「Enable or Disable EAP forward status for port # ( E / D )>」 となりますので、 
ち効 （ Enabled ) にずる場合は 「 E 」 を、無効 ( Disabled ) にする場合はの」を入力してください。 
設定完了後に上部の表示が更新されます。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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ごを意：この画面はポートの状態を表示していますが、自動的に更新されません。最新の 
状態を表示するには何らかのキー入力を巧ってください。 
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4.6.6.MNO シリーズ省電カモードの設定 

(Port Configuration Power Saving) 

MNO シリーズ省電カモードは、ポートの接続状態を自動的に検知し、末接続の場合に電 
カミ肖費を必要量に抑制する弊社独自機能です。なお、本装置は他機器との接続性を優先す 
る 「 Half モード」および、より電力消費を抑制する 「 Full モード」の2種類のモードをサポ 
-卜しています。 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド TO 」 を選択すると、図 4-6-10 のような 
「Port Configuration Power Saving 」 の画面になります。この画面では、各ポートの状態 
表示、および MNO シリーズ省電カモードの設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Basic 5witch Configuration -> Port Configuration Power Saving Menu 


Port 

Link 

Trunk 

Type 

Mode 

Power-Saving 

1 

Down 

— 

1000T 

Auto 

Half 

2 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

3 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

4 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

5 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

6 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

7 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

8 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

9 

Down 

… 

1000T 

Auto 

Half 

10 

Down 

—— 

1000T 

Auto 

Half 


- 〈 CO 圖 AND> - 

Set Power [S]aving Mode [0]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-10 MN 0 シリーズ省電カモードの設定 
















画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Link 

現在のリンクの状態を表します。 

Up 

リンクが正常に確なした状態を表します。 

Down 

リンクが確なしていない状態を表します。 

Trunk 

トランキンブの設定状態をブ j レープ番号で表示します。 

Type 

ポートの種類を表しまず。 

100 TX 

10/1 00 BASE - TX を表しまず。 

1000 T 

10/100/1000 BASE-T を表します。 

1000 X 

SFPffi 張ポートを表します。 

Mode 

通信速度、全/半二重の設定状態を表します。 

工場出荷時はずべて 「 Auto 」 に設定されていまず。 

Auto 

オートネゴシエーションモード 

100 - FDx ( IOOF ) 

100 Mbps 全二重 

lOO - HDx ( IOOH ) 

lOOMBps 半二重 

lO - FDx ( IOF ) 

10 Mbps 全二重 

lO - HDx ( IOH ) 

lOMBps 半二重 

Power-Saving 

MNO シリーズ省電カモードの状態を表しまず。 

工場出荷時はずべて 「 Ha 们に設定されています。 

Full 

M N 0シリーズ省電カモードの状態が有効 (H a け)であることを表し 
ます。 

Half 

M N 0シリーズ省電カモードの状態が有効 (Fu 11 ) であることを表し 
ます。 

Disabled 

M N 0シリーズ省電カモードの状態が無効であることを表します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力ずると前のポートを表示しまず。 

S 

各ポートに名称を設定できます。 



「 S 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てくださし、。すると、プ□ンプトが 「Enter Power Saving mode for port ( F / H / D )>」 となります 
ので、有効 （ Enabled ) にずる場合は 「 E 」 を、無効 （ Disabled ) にずる場合はの」を、他装置 
との接続性を優先した MNO シリーズ省電カモードにする場合は 「 H 」 を入力してください。設定 
完了後に上部の表示が更新されます。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.7 .アクセス条件の設定 

(System Security Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図んら-りのような 
「System Security Configuration 」 の画面になります。この画面では、設定•管理時に本 
装置にアクセスする際の諸設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 



Basic Switch Configuration - 

-> System Security Configuration 


Console UI Idle Timeout ： 

5 Min. 



Telnet UI Idle Timeout: 

5 Min. 



Telnet Server: 

Enabled 



5 刚ド Agent: 

Disabled 



IP Setup Interface: 

Enabled 



Local User Name: 

manager 



Syslog Transmission: 

Disabled 



Login Method 1: 

Local 

Login Method 2: 

None 







Set [CJonsole UI Time Out 


Change Local User [N]ame 


Set [T]el net UI Time Out 


Change Local [ 門 assword 


Enable/Disable Te[l]net Server 

[R]ADI US Configuration 


Enable/Disable [S]NMP Agent 


Syslo[g] Transmission Configuration Page 

Enable/Disable S[y]slog Transmission 

[I]P Setup Interface 


Telnet [A]ccess Limitation 


L[o]gin Method 


SS[H] Server Configuration 


[Q]uit to previous menu 


LED [Blase Mode Configuration 



Command> 




Enter the character in square brackets to select option 



図 4-6-11 アクセス条件の設定 
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画面の説明 


Console Ul Idle 

Time Out : 

コンソールで接続しているときに、何も入力がなかった場合のセッションが切れるまで 
に設定されている時間を分単位で表おします。工場出荷時は5分に設定されていまず。 

Telnet Ul Idle 

Time Out : 

Tel net でリモート接続しているときに、何も入力がなかった場合のセッションが切れる 
までに設定されている時間を分単位で表示します。 

工場化巧時は5分に設定されています。 

Telnet Server : 

Telnet でのアクセスを可能にするかどラかを表示します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 に設定されています。 

Enabled : 

アクセス巧 

Disabled : 

アクセス不可 

SNMP Agent : 

SNMP でのアク叫 
工場出荷時は「[: 

12スを可能にするかど5かを表示します。 

) isabled 」 に設定されています。 

Enabled : 

アクセス巧 

Disabled : 

アクセス不可 

IP Setup 
Interface : 

Panasonic 製ネットワークカメラに同相されている IP アドレス設定ソフトウェアでの 
アクセスを可能にするかどうかを表示しまず。工場化巧時は 「 Enabled 」 に設定されて 
います。※を意事 I 頁などにつきましては、付録 C をご確認ください。 

Enabled : 

アクセス巧 

Disabled : 

アクセス不可 

Local User 

Name : 

現在設定されている□ブインする際のユーザー名を表おします。 

工場出荷時は 「 manager 」 に設定されています。 

Syslog 

Transmission : 

Syslog サーバへシステム□ブを送信することが可能かどうかを表示します。 

工場出巧時は 「 Disabled 」 に設定されています。 

Enabled : 

Syslog サーバヘシステ厶□ブを送信する。 

Disabled : 

Syslog サーバへシステム□ブを送信しない。 

Login Method : 

□ブインする際に使用するユーザ名、パスワードの殖認場所を表示します。 

工場出荷時は1が riocaU 、2が 「 None 」 に設定されていまず。 

Local 

本装置に設定したユーザ名、パスワードで□ブインを行います。 

RADIUS 

RADIUS サーノ '('による認証を利用し□ブインを斤います。 

None 

使用しません 。 (Login Method 2 のみ設定巧） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


C 

コンソールで接続しているときの何も入力がなかった場合に自動的に接続が切断されるまでの時間を 
設定します。 


に」と入力するとプ□ンプトが 「Enter console idle timeout 〉」 と変わります。ここで〇〜60(分） 
までの値を設定してください。0と設定した場合は自動切断しなくなります。 

下 

Tel 

し ミ 

net で接続しているときの何も入力がなかった場合に自動のに接続が切断されるまでの時間を設定 
巧。 


「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter telnet idle timeou わ」と変わります。ここで1〜60(分)まで 
の値を設定してください。 

N 

□ブインずる際のユーザー名を変更しまず。 


「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter current password 〉」 と変わりますので、現在のパスワード 
を入力してください。パスワードが正しい場合、プ□ンプトが 「Enter new name 〉」 と変わりまず 
ので、新しいユーザー名を半角12文字で入力してください。 

P 

□ ブインずる際のパスワードを変更しまず。 


「門と入力するとプ□ンプトが 「Enter old passwo 「 d >」 と変わりますので、現在のパスワードを入 
力してください。パスワードが正しい場合、プ□ンプトが 「Enter new password 〉」 と変わります 
ので、新しいパスワードを半角12文字で入力してください。入力すると確認のためプ□ンプトが 
「Retype new password 〉」 となりますので新しいパスワードを再入力してください。 

L 

Tel 

net でのアクセスを可能にするかどラかを設定します。 


「 U と入力するとプ□ンプトが '「Enable 〇 「 Disable telnet se 「 ver ( E / D )>」 と変わります。 

アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくずるには「0」を入力してください。 

S 

SN 

MP でのアクセスを巧能にするかどラかを設定します。 


「 S 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enable or Disable SNMP Agent ( E / D )>」 と変わりまず。 

アクセス可能にするには 「 E 」 を、アワセスできなくずるには「0」を入力してください。 

Y 

Syslog サーバへシステム□ブを送信するかどうかを設定します。 


「 Y 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable Syslog Transmission ( E / D )>」 と変わります。 
Syslog サーバへシステム□ブを送信する設定にするならば 「 E 」 を、送信しないならばの」を入力し 
てください。 

R 

IEEE 802. IX 認証で使用する RADIUS サーバのアクセス設定を行います。 


「 R 」 と入力すると RADIUS Configuration Page に移動します。ここでの設定については巧項 
(4.6.7. b ) を参,照してください。 

G 

Syslog サーバへシステム□ブを送信する条件の設定を行います。 


「 G 」 と入力すると Syslog Transmission Configuration Page に移動します。ここでの設定につい 
ては次頃 (4.6.6. C ) を参照してください。 

A 

Tel 

net でアクセス巧能な端末を設定します。 


「 A 」 と入力すると Telnet Access Limitation Menu に移動します。ここでの設定については巧項 
(4.6.7. a ) を参照してください。 

1 

Panasonic 製ネットワーワカメラに同相されている IP アドレス設定ソフトウ i アでのアクセスを可能 
にするかどラかを設定しまず。 


「1」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable IP setup interface ( E / D )> J と変わります。 
アクセスを可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくするには 「0」 を入力してください。 


61 




0 

□ブイン時のユーザ名、ノ\°スワードの確認場所の設定を行いまず。 



「0」と入力するとプ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 と変わりまず。1香最初の 
確認場所を変更する場合は「1」を、2番目の確認場所を変更する場合はじ」を入力してください。 
入力するとプ□ンプトが 「Select the login method ( L / R ) > J と変わりまずので、機器に設定 
したユーザ名、パスワードを使用する場合は 「 L 」 、 RADIUS による認証を行う場合は 「 R 」 を入 
力してください。 

H 

SSI 

H サーバの設定を行いまず。 



「 H 」 と入力すると SSH Server 〔 onfiguration に移動します。ここでの設定については次項 
(4.6.7. d ) を参照してください。 

B 

LED ベースモードの設定を行います。 



「目」と入力ずると LED Basic Mode 〔 onfiguration に移動します。ここでの設定については次項 
( 4 .6. 7 . e ) を参照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6 . 7.a. Telnet アクセス制限の設定 (Telnet Access Limitation 
Configuration ) 

「System Security Configuration 」 で〕マンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-12 のような 
「Telnet Access Limitation 」 の画面になります。この画面では Telnet 経由で本装置へァク 
セスする機器の制限を行います。 


PN 28089 Local Management System 

System security Conriguration -> Telnet Access Limitation Menu 
Telnet Access Limitation : Disabled 


No. 

IP Address 

Subnet Mask 

1 

<empty> 

<empty> 

2 

<empty> 

<empty> 

3 

<empty> 

<empty> 

4 

<empty> 

<empty> 

5 

<empty> 

<empty> 


- <command> 

[EJnable/Disable Telnet Access Limitation 
[A]dd IP Address and Subnet Mask 
[DJelete IP Address and Subnet Mask 
[MJodify IP Address and Subnet Mask 
[Q]uit to previous menu 


Command 〉 

Enter the character in square brackets to select option 

図 4-6-12 Telnet アクセス制限の設定 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


E 

Telnet からのアクセス制限の有効-無効を設定します。 

E 

アクセス制限を有効にします。 

D 

アクセス制限を巧効にします。 

A 

許可ずる IP アドレスを設定します。5つの範囲を設定できます。 


「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address entry number > J と変わりますので 1 〜 5 の間 
でエントリ番号を入力してください。プ□ンプトが 「Enter IP address 〉」 と変わりますので、ア 
ワセス許可する IP アドレスを入力して下さい。 IP アドレスが正しい場合、プ□ンプトが 「Enter 
subnetwork mask >」 と変わりますので、アクセス許巧する IP アドレスの範囲をマスクで入力し 
てください。 

(設定例） 

No. IP Address Subnet Mask アクセス許巧された IP アドレス 

1 192.168.1.10 255. 255. 255. 255 192.168.1. 10 

(1 台のみアクセスが可能） 

2 192.168.1.20 255.255.255. 254192.168.1.20、 192.168.1.21 

(2 台のアクセスが可能） 

3 192.168.2. 1 255. 255. 255. 128 192.168. 2.1-192.168.2. 127 

(127 台のアクセスが可能） 

4 192.168.3.1 255.255.255.0 192.168.3.1-192.168.3.254 

(254 台のアクセスが可能） 

D 

設定した IP アドレスの範囲を削除します。 


「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address entry number 〉」 と変わりますので削除した 
いエントリ番号を入力してください。 

M 

設定した IP アドレスの範囲を変更します。 


「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address entry number 〉」 と変わりますので 1 〜 5 の間 
でエントリ香号を入力してください。プ□ンプトが 「Enter IP address 〉」 と変わりますので、設 
定した IP アドレスを入力して下さい。プ□ンプトが 「Enter subnetwork mask >」 と変わります 
ので、アクセス許可する IP アドレスの範囲をマスクで入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.7.b. RADI US の設定 (RADI US Configuration) 

「System Security Configuration 」 でコマンド TR 」 を選択すると、図 4-6-1 3のような 
「RADIUS Configuration Page 」 の画面になります。この画面では、802. IX 認証で使用 
する RADIUS サーバへのアクセス設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

System Security Configuration -> RADIUS Configuration Menu 
NAS ID ： Nas1 

Index Server IP Address Shared Secret Response Time Max Retransmission 


1 

0.0. 0.0 

10 

seconds 

3 

2 

0.0. 0.0 

10 

seconds 

3 

3 

0.0. 0.0 

10 

seconds 

3 

4 

0.0. 0.0 

10 

seconds 

3 

5 

0.0. 0.0 

10 

seconds 

3 


<C0MMAND> 


Set [N]AS ID 
Set Server [I]P 
Set Shared Se[c]ret 
Set [RJesponse Time 
Set [M]ax Retransmission 
[Q]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character in square brackets to select option 

図ん 6-13 RADI US の設定 


画面の説明 


NAS ID 

認証 ID(NAS Identifier ) を表示しまず。 

Server IP 

Address 

RADIUS サーバの IP アドレスを表示しまず。工場出荷時は設定されていませんので、 

0.0 .0.0 と表示されます。 

Shared Secret 

認証の際に用いるな通鍵 (Shared Secret ) を表示しまず。サーバ側とクライアント側で 
同じ設定にする必要があり、通苗システム管理者が設定します。 

工場出荷時は設定されていません。 

Response Time 

RADIUS サーバへの認証要あに対する最大待機時間を表示します。 

工場出荷時は10砂に設定されています。 

Maximum 

Retransmission 

RADIUS サーバへの認証要おが再送される回数を表示します。 

工場化巧時は3回に設定されています。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

J fNAS ID を設定しまず。 

[「 N 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Enter NAS ID >」 に変わりまずので、半角16文字な内で入力してく 
ださい。 

RADIUS サーバの IP アドレスを設定します。_ 

「1」と入力ずると表示が 「Enter IP Address for radius server 〉」 となりますので、 IP アドレスを入力 
してください。 

r ^ RADIUS サーバの巧通鍵を設定しまず。_ 

に」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter secret string for server >」 に変わりまずので、半ち20文字な 
内で入力してください。 

r 認証要おに巧して RADIUS サーバが応答ずるまでの待機時間を設定しまず。 

T 「 R 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter response time 〉」 に変わりますので、1〜120(秒)までの値を 
入力してください。 

J 認証要おが再送される最高回数を設定します。_ 

「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter maximum retransmission 〉」 に変わりますので、1〜254ま 
での整数を入力してください。 

r 上化のメニューに戻ります。 





4.6.7.C. Syslog Transmission の設定 (Syslog Transmission Configuration ) 

「System Security Configuration 」 でコマンド TG 」 を選択すると、図 4-6-14 のような 
rSysloa Transmission Confiauration Page 」 の画面になります。この画面では、システ 
ム□ブの送信先とする Sysloa サーバの設定を巧います。 



図 4-6-1 4 Syslog Transmission の設定 


画面の説明 



Status 

Syslog Transmission のが態を表おします。 



P Address 

Syslog サー/ の1 P アドレスを表示します。 



Facillity 

Facillity の値を表おします。 



Include 追加する情報を表示します。 

SysName/IP SysName 送信するシステム□ブに本装置の SysName を追加します。 

IP address 送信するシステ厶□ブに本装置の IP Address を追加しまず。 









ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


S 

Syslog Transmission の状態を設定しまず。 


「 S 」 と入力すると表示が 「Enter manager entry number >」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。するとプ□ンプトが 「Enable or Disable Server ( E / D )>」 と変わりまずので、有効に 
する場合は 「 E 」 を、お効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

F 

Facillity を設走します。 


「 F 」 と入力ずると表示が 「Enter manager entry number >」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。するとプ□ンプトが 「Enter Server Facility 〉」 と変わりまずので、〇〜 7( LocalO 〜 
Local ?) までの値を入力してください。 

1 

Syslog サーバの IP アドレスを設定します。 


川と入力ずると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。ずるとプ□ンプトが 「Enter IP address for manager 〉」 と変わりまずので 、 Syslog 
サーバの IP アドレスを入力してください。 

Y 

送信するシステム□ブに追加する情報を設定しまず。 


「丫」と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。するとプ□ンプトが 「Enter Include Information 〉」 と変わりますので、本装置の 
SysName を追加する場合は rs 」 を、 IP アドレスを追加する場合は「1」を、追加しない場合は 「 N 」 を入 
力してください。 

C 

Syslog Transmission の設定情報を削除します。 


「 C 」 と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、削除したい No . を入力 
してください。ずるとプ□ンプトが 「Clear Syslog Server information 〉」 と変わりますので、削除 
する場合は 「 Y 」 を、削除しない場合は 「 N 」 を加しない場合は m 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.7.d. SSH サーバの設定 (SSH Server Configuration) 

「System Security Configuration 」 でコマンド TH 」 を選択すると、図 4-6-1 5のような 
rsSH Server Configuration 」 の画面になります。この画面では、 SSH サーバの設定を巧 
います。 


PN 28089 Local Management System 

Basic Switch Conriguration 

-> SSH Server Configuration 

SSH UI Idle Timeout ： 

5 Min. 

SSH Auth. Idle Timeout: 

120 Sec. 

SSH Auth. Retries Time: 

5 

SSH Server: 

Disabled 

SSH Server key: 

Key exists. 


- 〈 CC1MAND> - 

[GJenerate SSH Server key 

Enable/Disable SS[H] Server 

Set SSH UI Time [0]ut 

Set SSH [AJuthentication Time Out 

Set SSH Authentication [R]etries Time [Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-1 5 SSH サーバ'の設定 


画面の説明 

SSH UI Idle I SSH でリモート接続しているときに、何も入力がなかった場合のセッションが切れるま 
Timeout : でに設定されている時間を分単ので表示します。 

_工場化巧時は5分に設定されています。_ 

SSH Auth . Idle SSH 認記に対ずるタイ厶アウト時間を表おします。 

Timeout : _工場出巧時は120秒に設定されています。_ 

SSH Auth . SSH 認記の再試巧回数を表おします。 

Retries Time : 工場出巧時は5回に設定されています。 

SSH Server : SSH でのアクセスを可能にするかどうかを表示します。 

工場化巧時は 「 Disabled 」 に設定されています。 

Enabled ( SSH ) ] アクセス巧 
Disabled アクセス不可 

SSH Server key : SSH サーバ鍵の状態を表示しまず。 

Key exists . サーバ鍵がを在します。 

Key does not exist . サーノ鍵がを在しません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 
i [ SSH サーバ鍵を生成しまず。 

] TGJ と入力すると SSH サーバ鍵が生成されます。 

I SSH でのアワセスを可能にずるかどうかを設定しまず。_ 

「 H 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enable or Disable SSH server ( E / D )>」 と変わります。 

アワセス可能にするには 「 E 」 を、アワセスできなくするには 「 D 」 を入力してください。 
r SSH で接続しているときの何も入力がなかった場合に自動的に接続が切断されるまでの時間を設定し 
ます。 

"I roj と入力するとプ□ンプトが [Enter SSH Ul idle timeout 〉」 と変わります。ここで 1 〜60(分) 
までの値を設定してください。 

、 SSH 認証に巧するタイムアウト時間を設定しまず。_ 

「 A 」 と入力ずるとプ□ンプトが FEnter SSH authentication idle timeout > J と変わります。こ 
こで1〜120(秒)までの値を設定してください。 

_ SSH 認証の再試行回数を設定しまず。_ 

「 R 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter SSH authentication retries time 〉」 と変わりまず。ここ 
で〇〜5(回)までの値を設定してください。 

)[ 上化のメニユーに民ります。 




4.6.7.e. LED ベースモードの設定 (LED Base Mode Configuration) 

「System Security Configuration 」 でコマンド TB 」 を選択すると、図 4-6-1 6のような 
「LED Base Mode Configuration 」 の画面になります。この画面では、 LED ベースモード 
の設定を行います。 


PN 28089 Local Management System 

System security Conriguration -> LED Base Mode Configuration 
LED Base Mode: Status 


Note: Save Configuration to Flash will be executed when LED Base Mode changed. 

- <C0MMAND> - 

Set LED [Blase Mode 
[Q]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character in square brackets to select option 

図 4-6-16 LED ベースモードの設定 


画面の説明 


System LED 
base-mode 

規在の LED ベースモードを表术します。 

工場出荷時はステータスモード ( Status ) に設定されています。 

Status 

ステータスモードで動作中であることを表します。 

Eco 

エコモードで動作中であることを表しまず。 
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ごを意： LED ベースモードを変更すると設定情報の保存が実行され、すべての設定内容が 


内蔵メモリへ保をされます。 
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4.6.8. MAC アドレステーブルの参照 

(Forwarding Database) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 F 」 を選択すると、図 4-6-17 のような 
「Forwarding Database Information Menu 」 の画面になります。この画面では、パケッ 
卜の転送に利用する MAC アドレステーフ''ルのリストを表示します。 


PN 28089 Local Management System 

Basic switch Configuration -> Forwarding Database Menu 

に ] tatic Address Table 
M[A]C Learning 

Display MAC Address by [ 門 ort 
Display MAC Address by [M]AC 
Display MAC Address by [V]ID 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図午 6-17 MAC アドレステーブルの参照 


画面の説明 


Static Address fable 

MAC アドレスの追加-削除を行いまず。 

詳しくは巧項 (4.6.8.a.) を参照してください。 

MAC Learnina 

ポート毎に MAC アドレス学習機能を Auto / OFF にする設定をします。 

OFF にした場合 、 「Static Address Table 」 で登録した MAC アドレスの 
み a 信可能とな0ます。詳しくは巧項 (4.6.8.b.) を参照してください。 

Display MAC Address by 

Port 

ポート毎の MAC アドレステーブルを表示します。 

詳しくはか項 (4.6.8.C. ) を参照してください。 

Display MAC Address by 
MAC 

登録されている全ての MAC アドレスを表示します。 

詳しくは巧項 (4.6.8.d.) を参照してください。 

Display MAC Address by 

VID 

VLAN 毎の MAC アドレステーブルを表示します。 

詳しくは巧項 (4.6.8.e.) を参照してください。 

Quit to previous menu 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.8.a. MAC アドレスの追加 • 削除 

「Forwarding Database Information Menu 」 で〕マンド 「 S 」 を選択すると、図 4-6-18 
のような 「Static Address Table Menu 」 の画面になります。この画面では、静的に MAC 
ァドレスの追加-削除を巧えます。 


PN 28089 Local Management System 

Forwarding Database Menu -> italic Address Table Menu 
MAC Address Port VLAN ID 


Database is empty! 


- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page [DJelete Entry 

[ 門 revious Page [Q]uit to previous menu 

[A]dd New Entry 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-18 MAC アドレスの追加-削除 


画面の説明 


MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属するポートを表示します。 

VLAN ID 

MAC アドレスの属する VLAN ID を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

I 巧のページを表本しまず。 

I 「 N 」 と入力ずると巧のページを表示します。 

~前のページを表示しまず。 

frp 」 と入力ずると前のページを表示しまず。 

、 MAC アドレスを追如登録します。 

「 A 」 と入力すると表示が 「Enter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx )」 となりますので、追加するアド 
レスを入力してください。 

I 登録された MAC アドレスを削除します。_ 

の」と入力ずると表示が 「Enter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx )」 となりまずので、削除ずるアド 
レスを入力してください。 
r 上化のメニューに戻りまず。 




4.6.8. b . MAC アドレスの学習モードの設定 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-19 
のような 「MAC Learning Menu 」 の画面になります。この画面では、ポート毎の MAC ア 
ド レスの 学習 モー ドの設定を巧えます。 


PN 28089 Local Management System 
Forwarding Database Menu -> MAC Learning Menu 

Port MAC Learning 


1 Auto 

2 Auto 

3 Auto 

4 Auto 

5 Auto 

6 Auto 

7 Auto 

8 Auto 

9 Auto 

10 Auto 


- 〈 CC1MAND> - 

に ] et MAC Learning Mode [Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図午 6-19 MAC アドレスの学習モードの設定 


画面の説明 


Port 

ポートを号を表示します。 

MAC Learnina 

MAC ァドレスの学習方ミちを表示します。 

工場出荷時は 「 Auto 」 に設定されていまず。 

Auto 

MAC アドレスが自動学習されパケット転送が巧われまず。 

Disabled 

MAC アドレスの自動学習が無効であり、静的に MAC アドレスを登 
緑しなければパケット転送がされません。 


76 










ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「N」 と入力ずると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「P」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

S 

MAC アドレスの学習モードを切り替えまず。 



「S」 と入力するとプ□ンプトが 「Select Port Number to be changed〉」 に変わりますので、設定変 
要したいポート密号を入力してください。その後、プ□ンプトがに hange MA〔 Learning Mode 
for port # (指定したポート番号)>」に変わりますので、 MAC アドレスの自動学碧をさせる場合は 
「A」、 学習させない場合は「0」を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意： IEEE 802. IX ポートベース認証機能および MAC ベース認証機能を使用する場合、 
MAC Learning Menu でポートに学習させない ( Disabled ) 設定との同時使用は 
できません。 
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4.6.8. C . ポート毎の MAC アドレステースレの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 P 」 を選おすると、プ□ンプト 
が 「Enter Port Number >」 に切り変わりますので、ここでポート番号を指定することによ 
り、図 4-6-20 のような 「Display MAC Address by Port 」 の画面になります。この画面では、 
ポート毎の MAC アドレステーブルの表示を巧えます。 


PN 28089 Local Management System 


Forwarding Database Menu -> Display MAC Address by Port 

Age-Out Time: 300 

Sec. 

Selected Port:1 

MAC Address 

Port 




〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page 


[S]elect Port No 

[ 門 revious Page 

Set [A]ge-Out Time 


[Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character 

in square brackets to select option 


図 4-6-20 ポート毎の MAC アドレステーブ J レの表示 
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画面の説明 


Age-Out Time : 

MAC アドレステーブルを保をする時間を表示しまず。最後にパケットを受信してから 
の時間とな0ます。工場出荷時は300砂 （5 分）に設定されています。 

Select Port : 

選択したポート香号を表示します。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力ずると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Age - Ou け me >」 と変わりまずので、時間を秒単ので10〜 
1000000の間で設定してください。 

S 

表示ずるポートを切り替えます。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Port Number >」 に変わりますので、表示したいポート番号を 
入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.8. d . 全ての MAC アドレスの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 で〕マンド 「 M 」 を選択すると、図 4-6-21 の 
ような 「Display MAC Address by MAC 」 の画面になります。この画面では、本装置の全 
ての MAC アドレステーブルの表示を巧えます。 


PN 28089 Local Management System 

Forwarding Database Menu -> Display MAC Address by MAC 
Age-Out Time: 300 Sec. 


MAC Address 

Port 

XX:XX:XX:XX:XX:XX 

CPU 


- 〈 CO 圖 AND> 

[N]ext Page 
[ 門 revious Page 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


Set [A]ge-Out Time 
[Q]uit to previous menu 


図午 6-21 全ての MAC アドレスの表示 


画面の説明 


Age-Out Time : 

MAC アドレステーブルを保をする時間を表示しまず。最後にパケットを受信してから 
の時間とな0ます。工場出荷時は300砂 （5 分）に設定されています。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力ずると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Age - Ou け me >」 と変わりまずので、時間を砂単ので10〜 
1000000の間で設定してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.8. e . VLAN 毎の MAC アドレステー: 7" ルの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 で〕マンド 「 V 」 を選択すると、プ□ンプ 
卜が 「EnterVLAN ID >」 に切り変わりますので、ここでポート番号を指定することにより、 
図 4-6-22 のような 「Display MAC Address by VLAN ID 」 の画面になります。この画面では、 
VLAN 毎の MAC アドレステーブルの表示を巧えます。 


PN 28089 Local Management System 


Forwarding Database Menu -> Display MAC Address by VLAN ID 

Age-Out Time: 300 

Sec. 

Selected VLAN ID：1 

MAC Address 

Port 




〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page 


[S]elect VLAN ID 

[ 門 revious Page 

Set [A]ge-Out Time 


[Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character 

in square brackets to select option 


図 4-6-22 VLAN 毎の MAC アドレステーブルの表示 
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画面の説明 


Age-Out Time : 

MAC アドレステーブルを保をする時間を表示しまず。最後にパケットを受信してから 
の時間とな0ます。工場出荷時は300砂 （5 分）に設定されています。 

Select VLAN ID : 

選択した VLAN ID を表おします。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力ずると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Age - Ou け me >」 と変わりまずので、時間を秒単ので10〜 
1000000の間で設定してください。 

S 

表示ずる VLAN を切り替えます。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」 に変わりますので、表示したし WLAN ID を入力し 
てください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.9. 時刻の設定 (Time Configuration) 

本装置では、時刻の設定、および SNTP(Simple Network Time Protocol ) のサポートに 
よ0、外部の SNTP サーノ\'と内蔵時計の同期による正確な時刻設定が巧能です。 

「Basic Switch Configuration Menu 」 で〕マンド IT 」 を選択すると、図 4-6-23 のような 
「Time Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、時刻の設定、および SNTP 
による時刻同期の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Basic 5witch Configuration -> i.ime Configuration Menu 

Time ( HH ： MM：SS ) 

00:00:00 

Date ( YYYY/MM/DD ) : 

0000/00/00 Sunday 

SNTP Server IP 

: 0.0. 0.0 

SNTP Polling Interval 

: 1440 Min 

Time Zone : (GMT+09 ： 00) Osaka, Sapporo, Tokyo 

Day 1ight Saving 

: N/A 

— 

- 〈 CO 圖 AND> - 

Set SNTP Server I[P] 
Set SNTP [IJnterval 

Set Time [Z]one 

S[e]t Day 1ight Saving 


[Q]uit to previous menu 

Command> 


Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-23 時刻同期機能の設定：設定前 
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PN 28089 Local Management System 

Basic Switch Configuration -> Time Configuration Menu 

Time ( HH : MM:SS ) : xx : xx:xx 

Date ( YYYY / II / IM/DD ) : xxxx / xx/xx xxxxxx 

SNTP Server IP : 192.168.0.2 

SNTP Polling Interval : 1440 Min 
Time Zone : ( GMT +09：00) Osaka , Sapporo , Tokyo 
Day Iight Saving : N/A 

- 〈CO 圖 AND > - 

Set SNTP Server I [ P ] 

Set SNTP [IJnterval 
Set Time [ Z]one 
S [ e]t Day Iight Saving 
[ Q]uit to previous menu 


Command > 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-24 時刻同期機能の設定：設定後 


画面の説明 


Time ( HH : MM : SS ): 

内蔵時計の時刻を表示しまず。 

Date ( YYYY / MM / DD ): 

内蔵時計の曰付を設定しまず。 

SNTP Server IP : 

時刻同期を斤う SNTP サーバの IP アドレスを表示します。 

SNTP Polling Interval : 

SNTP サーバとの時刻同期間隔を表示します。 

Time Zone : 

タイ厶ゾーンを表示します。 

Daylight Saving : 

Daylight Saving 厚時間)の適苗状ミ兄を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


P 

SNTP サーバの IP アドレスを設定します。 


「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new IP address 〉」 と変わりますので、 SNTP サーバの IP アド 
レスを入力してください。 

1 

SNTP サーバとの時刻同期間隔を設定しまず。 


「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter Interval Time >」 と変わりますので、 SNTP サーバとの時刻同 
期の間隔を1〜1440(分)の範囲で入力してください。 

工場出荷時は1440分 (1 日)に設定されています。 

E 

Daylight Saving 優時間)の適用を設定しまず。 


「 E 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enable or Disable daylight Saving ( E / D )>」 と変わりますので、 
夏時間を適田する場合は 「 E 」、 しない場合はの」を入力してください。 

但し、夏時間が適用されないタイムゾーンに設定されている場合は切り替えができません。 
a 萬、国内で使用する場合の設定は不要です。 

Z 

タイ厶ゾーンを設定します。 


「 Z 」 と入力するとタイ厶ゾーンの一覧が表示されまずので、該当ずるタイムゾーンを指定してくだ 
さい。 

a 萬、国内で使用する場合は、工場出荷時設定の r ( GMT +09:00) Osaka , Sapporo , Tokyo 」 からの 
変更は不要です。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意： SNTP サーバがファイアウォールの外部にある場合、システム管理者の設定に 
よつては SNTP サーノ、'と接続できない場合があります。 

詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。 

時刻同期機能を無効にしたい場合は 、 SNTP Server IP を 0.0.0.0 に設定し 
てください。 
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4.6.10. ARP テーブルの設定 (ARP Table) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 R 」 を選択すると、図4"6-25のような 
「ARP Table 」 の画面になります。この画面では、 ARP テーブルの参照、および設定を行い 
ます。 


PN 28089 Local Management System 
Basic Switch Configuration -> ARP Table 

Sorting Method : By IP 
ARP Age Timeout : 7200 seconds 

IP Address Hardware Address Type 


- 〈 CC1MAND> - 

[N]ext Page [A]dd/Modify Static Entry 

[P]revious Page [DJelete Entry 

Set ARP Age [T]imeout [Q]uit to previous menu 

に ] orting Entry Method 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-6-25 ARP テーブ J レ 


画面の説明 


Sortina Method 

ARP テーブル上にある Type を表示します。 


By IP 

IP アドレス順に表示します。 


By MAC 

MAC アドレス順に表示します。 


By Static Type 

静的に登録された ARP エントリを表示します。 


By Dynamic Type 

動のに学習された ARP エント U を表示します。 

ARP Age Timeout 

ARP テーブルのエージングタイムアウトを表示します。 

IP Address 

ARP テーブル上にある IP Address を表示します。 

Hardware Address 

ARP テーブル上にある Hardware Address を表示しまず。 

Type 

登録された ARP エント U の種類を表示します。 


Static 

静的に登録されたエントリです。 


Dynamic 

動のに学習されたエントリです。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


N 

巧のページを表示しまず。 


「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り変わ D ます。 

P 

前のページを表示しまず。 


rpj と入力ずると表示が前のページに切り変わります。 

下 

ARP テーブルのエージングタイムアウトを設定しまず。 


「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter ARP age timeout value 〉」 と変わりますので、 ARP テーブ 
ルのエージングタイムアウトを30〜86400(秒)で設定してください。 

S 

ARP テーブルの表示ずる順奮を選択します。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが TSelect method for sorting entry to display ( l / M / T ) >」と変わ 
りますので 、 IP Address の順番を表示する場合は「1」を 、 Hardware Address の順番を表示する 
場合は 「 M 」 を、 Type の順番を表示する場合は 「 T 」 を選択してください。 

A 

ARP テーブルのエントリーを追加/修正します。 


「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address >」と変わりまずので、 IP アドレスを入力してく 
ださい。入力後 、 「Enter Hardware address >」と変わりますので、 MAC アドレスを 
「**:**:**:**:**:**」のように入力してください。 

D 

ARP テーブルのエントリーを削除しまず。 


「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address >」と変わりますので 、 「Enter IP address >」 

と変わりまずので、 IP アドレスを入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.11. LLDP の設定 (LLDP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 U を選択すると、図ん6-26のような 
「LLDP Configuration 」 の画面になります。この画面では、 LLDP の設定を行います。 


PN 28089 Local Management System 






Basic 

Switch Configuration -> 

LLDP Configuration 





LLDP Status : Enabled 







Port 

Admin Status 

Port Desc 

Sys Name 

Sys Desc 

Sys Cap 

Mgmt Addr 

1 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

2 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

3 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

4 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

己 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

6 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

7 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

8 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

9 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 

10 

Both 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Di 

sab led 

Di 

sab led 




/PAMMAMnN 













[N]ext Page 

[S]et LLDP Status 


Enable/Disable TL[V] 

[ 門 revious Page 

[L]LDP Port Admin Status 

N[e]ighbor Table 

[Q]uit to previous 

menu 







Command> 








Enter 

the character 

in square 

brackets to select option 




図 4-6-26 LLDP の設定 
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画面の説明 


LLDP Status 

LLDP の有効-無効の設定を表示しまず。 

Enabled 

LLDP をち効にします。（工場出荷時設定） 

Disabled 

LLDP を無効にします。 

Port 

ポート香号を表示します。 

Admin Status 

LLDP の状態を表示します。 

TX Only 

LLDP の送信のみ行います。 

RXOnly 

LLDP の受信のみ行います。 

Both 

LLDP を送受信しまず。（工場出荷時設定） 

Disabled 

LLDP を送受信しません。 

Port Desc 

インターフエース情報を LLDP のフレームに含めるかどうかを表示します。 

Enabled 

LLDN こ含めます。 

Disabled 

LLDP に含めません。（工場化巧時設定） 

Sys Name 

ホスト名を LLDP のフレームに含めるかどうかを表示します。 

Enabled 

LLDN こ含めます。 

Disabled 

LLDP に含めません。（工場出荷時設定） 

Sys Desc 

システムの概要情報を LLDP のフレー厶に含めるかどラかを表示します。 

Enabled 

LLDN こ含めます。 

Disabled 

LLDP に含めません。（工場出荷時設定） 

Sys Cap 

システムの能力情報を LLDP のフレー厶に含めるかどうかを表示します。 

Enabled 

LLDN こ含めます。 

Disabled 

LLDP に含めません。（工場出荷時設定） 

Mgmt Addr 

システ厶の IP アドレスを LLDP のフレームに含めるかどうかを表示します。 

Enabled 

LLDN こ含めます。 

Disabled 

LLDP に含めません。（工場出荷時設定） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り変わ0ます。 

P 

前のページを表示しまず。 



rpj と入力ずると表示が前のページに切り変わります。 

S 

LLDP のち効-無効を設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable ( E / D )>」 と変わります。 

ち効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

L 

LLDP の状態を設定します。 



「 U と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 と変わりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力 
してください。すると、プ□ンプトが rSet Admin Status for port # (1-4)> J となりますので、 
TX Only の場合は ri」 、 RX Only の場合はじ」、 Both の場合は「3」、お効にする場合は「4」 

を入力してください。 

V 

本機器から送信する LLDP フレームに含める情報を設定します。 



「 V 」と入力ずるとプ□ンプトが TSelect port number to be changed >」 と変わりますので、変更 
したいポート香号を入力してください（全ポートを一度に変更する場合は「0」を入力）。ずると、 
プ□ンプトが 「 En お 「 transmit TLV 」 となりますので、なしの場合は「0」、 Po け Description は 
「1 」、 Svstem Name は 口 」、 System Description は「3 」、 System Capability は「4」、 
Management IP は「5」をそれぞれ範囲指定で入力してください。 

E 

Neighbor Table を表示します。 



「 E 」 と入力ずると Neighbor Table に移動します。ここでの設定については奶頁 (4.6.1 1 . a ) を参照し 
てください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.11.a. Neighbor テーブルの表示 

riLDP Configuration 」 でコマンド 「 E 」 を選択すると、図4"6-27のような 「Neighbor 
Table 」 の画面になります。この画面では、 Neighbor テーブルの表示を巧います。 


PN 28089 Local Management System 
LLDP Configuration -> Neighbor Table 

Total Neighbors：1 

No Chassis ID Port ID Mgmt IP Address Port 


1 XX:XX:XX:XX:XX:XX XX:XX:XX:XX:XX:XX 0.0.0.0 1 


- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page [DJetai I 

[ 門 revious Page [Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4 - 6 - 2 7 Neighbor テースレの表示 


画面の説明 


Total 

Neiahbors 

Neighbor テーブルに記録されているエントリー数を表示します。 

No 

エントリ番号を表示します。 

Chassis ID 

エントリ毎の Chassis ID を表示しまず。 

Port ID 

エントリ毎のポートの ID を表示します。 

Mgmt IP 

Address 

エントリ毎の IP アドレスを表示します。 

Port 

LLDP フレー厶を受信したポート番号を表示します。 
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4.6.11.b. Neighbor テーブルの詳細情報表示 

「Neighbor Table 」 で〕マンド'の」を選択すると、図ん6-28のような 「Neighbor Detail 
Information 」 の画面になります。この画面では、 Neighbor テーブルの詳細情報を表示し 
ます。 


PN 28089 Local Management System 

Neighbor Table -> Neighbor Detail Information 


Index 

Local Port 
Discovered Time 
Last Update Time 
Chassisid 
Portid 
System Name 
System CapabiIity 


Port Description 
System Description: 


1 

1 

000 day(s). OOhr(s), OOmin(s), OOsec(s) 

000 day (s), OOhr (s), OOmin(s), OOsec(s) 

XX:XX:XX:XX:XX:XX (MAC Address) 

XX:XX:XX:XX:XX:XX (MAC Address) 

X / X (Supported / Enabled) 

(0:Other R:Repeater B：Bridge W:WLAN Access Point 
r:Router T:Telephone D:DOCSIS cable device S:Station Only) 


- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Entry [Q]uit to previous menu 

[ 門 revious Entry 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4 - 6 JS Neighbor テーでレの詳細情報表示 


画面の説明 


Index 

エントリ番号を表示します。 

Local Port 

LLDP フレームを受信したポート番号を表示します。 

Discovered Time 

LLDP フレー厶を最初に受信した時間を表示します。 

Last Update Time 

LLDP フレー厶を最後に受信した時間を表示します。 

Chassisid 

エントリの Chassis ID を表示します。 

Portid 

エントリのポート ID を表示します。 

System Name 

エントリのシステム名称を表示します。 

System Capability 

エントリの能力情報を表示しまず。 

Port Description 

エントリのインターフ王ース情報を表示します。 

System 

Description 

エント U の概要情報を表示します。 
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4.7. 拡張機能の設定 (Advanced Switch Configuration) 

「Main Menu 」 から 「 A 」 を選択すると図 4-7-1 のような 「Advanced Switch 
Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では本装置がもつ、 VLAN 、 リンクア 
グリゲーシヨン、ポートモニタリンブ、スパニンブツリー、アクセスコント□-ル、 QoS 、 
ス I —ムコント□—ル、 IEEE 802. IX 認証機能、に MP snooping、Power Over Ethernet 、 
リンブプ□トコル、ループ検知-遮断機能の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Main Menu -> Advanced Switch Configuration Menu 

[V]LAN Management 

[ し ] ink Aggregation 

Port Monitoring Configuration 

Rapid [S]panning Tree Configuration 

[A]ccess Control Configuration 

Quality of Service [C]onfiguration 

St[o]rm Control Configuration 

802.1[X] Access Control Configuration 

[I]GMP Snooping Configuration 

[P] ower Over Ethernet Configuration 
[R]RP Configuration 

Loop [D]etection Configuration 

[Q] uit to previous menu 


Command) 

Enter the character _in square brackets _to select_option 

図 4-7-1 拡張機能の設定 
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画面の説明 
VLAN Management 
Link Aqgreaation 
Port Monitoring 
Corrfiguration 
Rapid Spanning Tree 
Corrfiguration 

Access Conrol〔orrfiguration 
Quality of Service 
Conliguration 

Storm Control Configuration 

802.1 X Access Control 

Corrfiguration 

に MP Snooping 

Corrfiguration 

Power Over Ethernet 

Corrfiguration 

RRP Configuration 

Loop Detection 

Conliguration 

Quit to previous menu 


VLAN に関する設定を行いまず。 

リンクアブリゲーシヨンの設定を行います。 

ポートモニタリンブの設定を巧いまず。 

スパニンブツリーに関ずる設定を巧いまず。 

アクセスコント□ールに関する設定を行います。 

QoS の設定を行います。 

ス I -ームコント□ール機能の設定を行いまず。 

IEEE 802. IX 認証機能の設定を巧いまず。 

に MP Snooping の設定を行いまず。 

PoE による給電設定を行います。 

リンブプ□トコルの設定を巧いまず。 

ルーフ °検知-遮断機能の設定を行います。 

Advanced Switch Configuration Menu を終了し、メインメニ 
一に戻ります。 





4.7.1. VLAN の設定 (VLAN Management) 


4.7.1.a . 特徴 

• IEEE 802 . IQ 準拠のタブ VLAN に対応し、フレームへ VLAN タブ似下、単にタブとい 
ラ）をつヴて送信することが巧能です。 

• VLAN ID 、 PVID の2つの異なるパラメータを持ち、このパラメータを組み合ねせによ 
りタブなしフレームの転送先を決定します。 

• VLAN ID 

タブつきフレームを取り扱う際に各フレームへつ口られる VLAN 識別子です。タブなし 
フレームの場合にもこの ID でポートがブループ化され、この ID を参照しフレームの転 
送先が決定されます。各ポートに複数設定することが巧能です。 


• PVID (ポート VLAN ID ) 

PVID は各ポートにひとつだ口設定することができ、タブなしフレームを受信した場合 
にどの VLAN ID へ送信するべきかをこの ID によって決定します。タブつきフレームの 
場合はこの ID は参照されず、タブ内の VLAN ID が使用されます。 
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4.7.1.b. VLAN 設定の操作 (VLAN Management Menu) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 V 」 を選択すると、図 4-7-2 のよ 
うな rVLAN Management Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN に関する設定 
を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Configuration -> VLAN Management Menu 

Total VLANs : 1 

Internet Mansion : Disabled Up I ink 

VLAN ID VLAN Name VLAN Type Mgmt 

1 

- <command> 

Permanent UP 

[N]ext Page 

[C]reate VLAN 

[S]et Port Config 

[ 門 revious Page 

[Dlelete VLAN 

Set [IJnternet Mansion 

Set [M]ana 呂 ement Status 

C[o]nfig VLAN Member [0]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character in 

square brackets to 

select option 


図 4-7-2 VLAN 設定メニュ ー 
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画面の説明 


Internet 

Mansion 

インターネツトマンシヨンモードの状態を表术します。 

Enaolea 

インターネットマンションモードが有効です。 

Disabled 

インターネットマンションモードがお効です。（工場化荷時設定） 

Uplink : 

インターネッ \ 

、マンションモード有効時のアップリンクポートを表します。 

VLAN ID 

VLAN の VLAN ID を表示します。 

VLAN 

Name 

設定されている VLAN の名前を表示しまず。 

VLAN Type 

VLAN の種類を表おします。 

Permanent 

初期設定の VLAN であることを表します。 VLAN は最な1つなくてはなら 
ず、この VLAN は削除できません。 

Static 

新たに設定された VLAN であることを表します。 

Mgmt 

VLAN が管理 VLAN であるか否かを表示します。 

UP 

この VLAN が管涅 VLAN ( CPU と通信できる VLAN ) であることを表しま 
す。 

DOWN 

この VLAN が管理 VLAN ではないことを表します。 


ごを意工場出荷時は VLAN ID =1 が設定され、全てのポートがこの VLAN に属しています。 
また、管理 VLAN は VLAN ID 1 (Default VLAN ) に設定されています。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 


「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り変わ D ます。 

P 

前のページを表示しまず。 


rpj と入力ずると表示が前のページに切り変わります。 

C 

新たな VLAN を作成します。 


に」と入力ずると画面が rVLAN Create Menu 」 へ変わります。内容については巧項 (4.7.1. c ) を参 
照してください。 

D 

設定されている VLAN を削除しまず。 


「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」となりまずので、削除したい VLAN ID 口〜 
4094) を入力してください。 

M 

管理 VLAN を設定しまず。 


「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter index number >」 に変わりますので、管理 VLAN としたい 
VLAN ID (1 〜 4094) を入力してください。 

1 

インターネットマンションモードを設定しまず。 


「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable Internet Mansion Function ? ( E / D )>」 に変わ 

D ますので、インターネットマンションモードを有効にしたい場合は 「 E 」、 無効にしたい場合は 「 D 」 
を入力して下さい。 「 E 」 を選択した場合、プ□ンプトが rUplinkport ?>」 に変」わりまずので、ア 
ップリンワポートとするポートを号をを入力してください。この設定により、インターネットマン 
ションで使巧するスイッチとして最適な環境に設定できます。指定したポートをアップリンワポー 
卜とし、化のポートはダウンリンワポートとのみ通信可能になり、ダウンリンワポートはお互いに 
a 信することができなくなります。従って、各戸間のセキュリティを確保することができます。 

(使巧上の制約条件がありまず。巧ぺージのごま意を必ずご確認の上設定して下さい。） 

0 

VLAN 内のポート構成を設定します。 


「0」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」 となりまずので、設定を斤いたい VLAN ID (1~ 
409 4) を入力してください。ずると画面が rVLAN modification Menu 」 に変わります。內容につ 
いては巧項 (4.7.1. d ) を参照してください。 

S 

ポートごとの PVID 設定および確認を行います。 


「 S 」 と入力すると画面が rVLAN Port Configuration Menu 」 にります。内容については巧項 
( AJ . T . e ) を参照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意：新たに VLAN を作成する場合、後述の PVID は連動して変更されません。 

必ずこの画面で登録した後、図ん 7-5 の設定画面での設定操作、または 
設定内容の確認を行ってください。 

VLAN を削除する際も、削除しようとする VLAN の VLAN ID が PVID として設定 
が残っていると削除できません。 PVID を別の ID に変更してから削除してくださ 
い。 
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ごを意：インターネットマンションモードち効時には下記の制約条件があります。 
必ずご確認頂いた上で使用して下さい。 

( 1 ) スパニンブツリー機能との併用できません。 

(2) に MP Snooping 機能との併用できません。 

(3) リンクアブリゲーション機能との併用できません。 

( 4 ) リンブプ□トコル機能との併用できません。 

(5) MAC アドレステーブルに Static で登録ができません。 

( 6 ) 4 . 6 . 8 . bl 貝の MAC アドレス学習モードのお効はできません。 

( 7 ) アップリンクポートのみ管理 VLAN に所属しています。 
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4.7.1.c. VLAN の作成 (VLAN Creation Menu) 

「VLAN Management Menu 」 で〕マンド TC 」 を選択すると、図ん7-3のような 「VLAN 
Creation Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN の新規作成に関する設定を行いま 


PN 28089 Local Management System 
VLAN Management -> VLAN Creation Menu 

VLAN ID 
VLAN Name 


Port Members 


Set [V]LAN ID 
Set VLAN [N]ame 
Select [P]ort Member 
[AJpply 

[Q]uit to previous menu 


〈 COMMAND 〉 - 


Command) 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-3 VLAN の作成 


画面の説明 


VLAN ID 

作成する VLAN の VLAN ID を表します。 

VLAN Name 

作成する VLAN の VLAN 名を表しまず。 

Port Member 

作成する VLAN のメンバーのポー ト 番号を表しまず。 









ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


S 

VLAN ID を設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが rSet VLAN ID->Enter VLAN ID >」となりますので、新しい VLAN ID 
を入力してください。 

N 

VLAN の名前を設定します。 



「 N 」 と入力ずるとプ□ンプトが rSet VLAN nam^>Enter VLAN name >」となりますので、新しい 
VLAN 名を半角30文字な内で入力してください。 

P 

VLAN のメンノ を設定します。 



「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter egress port number >」となりますので、ポート番号を入力し 
てください。ポート香号を複数入力ずる場合はカンマで区切るか、連続した数字の場合はハイフンで 
指定してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意： VLAN 作成後、 「 Q 」 ではなく 「 A 」 を入力してください。 「 A 」 を入力しな口れば VLAN 
は作成されません。 
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4.7.1.d. VLAN 設定の変更 (VLAN Modification Menu) 

「VLAN Management Menu 」 でコマンド「〇」を選択し、対象の VLAN ID を指定すると、 

図 4-7-4 のような rVLAN Modification Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN の 

設定情報の変更を行います。 

PN 28089 Local Management System 

VLAN Management -> VLAN Modification Menu 

VLAN ID : 1 

VLAN Name 

Port Members : 1-10 
Untagged Ports :1-10 

- く COIVIMAND 〉 - 

Set VLAN [N]ame 
Select [P]ort Member 
[AJpply 

[Q]uit to previous menu 


Command) 

Enter the character jn square brackets—to select_option 

図 4-7"4 VLAN 設定の変更 


画面の説明 


VLAN ID 

作成した し、 VLAN の VLAN ID を表しまず。 

VLAN Name 

作成した し、 VLAN の VLAN 名を表します。 

Port Member 

作成したし WLAN の Member のポート番号を表します。 

Untagged 

Port 

タブを使用しないポートを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

J VLAN の名前を設定します。 

[「 N 」 と入力するとプ□ンプトが rset VLAN name->Enter VLAN name >」となりまずので、新しい 
VLAN 名を半角30文字じ(内で入力してください。 

’ VLAN のメンバーを設定します。_ 

「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter egress port number >」となりますので、ポート香号を入力し 
てください。ポート香号を複数入力ずる場合はカンマで区切るか、連続した数字の場合はハイフンで 
指定してください。 

V VLAN を設定しまず。 

~ I 「 A 」 と入力ずると作成した VLAN が反映されます。 
r 上化のメニューに戻ります。 


田 




4.7.1 .G. VLAN ホートの設疋 (VLAN Port Configuration Menu) 

「VLAN Management Menu 」 で〕マンド TS 」 を選択すると、図 4-7-5 のような 「VLAN 
Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN のポート毎の設定を行 


PN 28089 Local Management System 

VLAN Management -> VLAN Port Configuration Menu 

Port PVID Acceptable Frame Type 


1 1 Admit All 

2 1 Admit All 

3 1 Admit All 

4 1 Admit All 

5 1 Admit All 

6 1 Admit All 

7 1 Admit All 

8 1 Admit All 

- く COIVIMAND 〉 - 

[N]ext page Set [F]rame Type 

[ 門 revious Page [0]uit to previous menu 

Set Port [V]ID 


Command) 

Enter the character _in square brackets _to select_option 


画面の説明 

図 4-7-5 VLAN ポートの設定 

Port 

ポート番号を表します。 

PVID 

現在そのポートに設定されている PVID(Port VLAN ID ) を表示しまず。 PVID はタブな 
しのバケッ トを受信した場合にどの VLAN ID に送信するかを表しまず。工場出荷時は1 
に設定されています。タブつきのパケットを受信した場合は、この値とは関係なくタブ 
を参照し、送信先のポートを決定します。 

Acceptable 

受信フレー厶のタイプを表します。 

Frame Type 

Admit All 全てのフレームを受信します。 


Taaaed タブつきフレームのみ受信します。 













ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り変わ D ます。 

P 

前のページを表示しまず。 



rpj と入力ずると表示が前のページに切り変わります。 

V 

PVID を設定します。 



rv 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 となりますので、設定したいポート番号を 
入力してください。するとプ□ンプトが 「Enter PVID for port #>」となりまずので、すでに設定さ 
れている VLAN ID のうちから変更ずる VLAN ID を入力してください。 

F 

受信パケツトの種別を設定しまず。 



「 F 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number >」 となりまずので、変更したいポート番号を 
入力してください。ずるとプ□ンプトが 「Select port acceptable frame type ( A / T )>」 となりま 
ずので、全てのフレームを受信する場合は 「 A 」 を、タブつきフレームのみとする場合は m を入力し 
てください 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意本装置はひとつのポートに複数の VLAN を割り当てることができます。新たに 

VLAN を設定した場合、それまでに属していた VLAN と新しし WLAN の両方に属す 
ることになります。したがって、ドメインを分割する場合には、今まで属してい 
た VLAN から必ず削除してください。 
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4 . 7 . 2 . リンクアグリゲーシヨンの設定 (Link Aggregation) 


4.7.2.a. リンクアク'リゲーシヨンについて 

リンクアブリゲー シヨ ンとはスイ ツ チの複数のポートをブループ化し、ブループ化したポ 
ート同±を接続することにより、スイツチ間の通信帯域を増やすことができる機能です。 
このリンクアブリゲー シヨ ンの機能を用いることをトランキングと呼びます。 

本装置では IEEE 80 2 . 3 ad で規定された LACP(Link Aggregation Control Protocol ) をサ 
ポートしています。これにより1ブループ最大8ポートまでの構成が巧能です。 


ごを意本装置では1 00 M ポートと Giga ポートを混在したトランキング構成はできません。 
また、スパニンブツリーおよびインターネツトマンションモードとの併用はでき 
ません。 


ご注意：ブループ内のポート数やトラフイックの条件により、全てのポートに対して巧一 
に トラフ イツ クが割り振られない場合があります。 
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画面の説明 


System Priority 

LACP を用いてネットワーク上でトランキングを構成する際に必要な本装置の優先順化 
です。数値がルさいほど優先順化が高くなりまず。工場化巧時はりこ設定されています。 

Key 

トランキンブのブ j レープ香号を表示します。 

Mode 

トランキングの動作モードを表示しまず。 

Active 

本装置から LACP パケットを送出し、相手側とネゴシエーションを 
行ラことでトランクを構成しまず。 

旧手側のモードが Active 、 または Passive である必要があります。 

Passive 

本装置からは LACP パケットは送出せずに、相手側からの LACP パ 
ケットの受信でネゴシエーションを行った上でトランクを構成し 
ます。 

相手側のモードが Active である必要がありまず。 

Manual 

LACP パケットを用いず、強制のにトランキングを構成します。旧 
手側も同様の設定である必要があ0ます。 

Members Port 

List 

トランキングのブ j 

レープに属しているポートを表示します。 


ごを意：トランキングのモードがスイッチ同±で巧に Passive の場合、 LACP のネコ''シエー 
シヨンが巧われずにループが発生します。 LACP を用いてトランキングを構成する 
場合は片側の設定を必ず Active としてください。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り変わ0ます。 

P 

前のページを表示しまず。 



rpj と入力すると表示が前のページに切り変わります。 

下 

LACP における本装置の System Priority 値を設定しまず。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが '「Enter system priority for LACP >」 となりますので、 

A 

新たにトランキングの設定を巧いまず。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter trunk group admin key 〉」 となりますので、設定したいブ 
ループの香号を入力してください。プ□ンプトが 「Enter port member for group key #>」となり 
ますので、トランキングするポート番号を入力してください。ポート番号を複数入力する場合カン 
マで区切るか、連続した数宇の場合はハイフンで指定してください。その後、プ□ンプトが 「Lacp 
Active,Lacp Passive or Manual trunk se け ing ( A / P / M )>」 に変わりまずので、動作モードを 
Active にずる場合は 「 A 」、 Passive の場合は rp 」、 Manual の場合は 「 M 」 を選択してください。 

R 

トランキングの設定を削除しまず。 



「 R 」 と入力するとプ□ンプトが '「Enter trunk group admin key >」 となりまずので、削除したいブ 
ループの番号を入力してください。プ□ンプトが 「Enter port member port for group key #>」 
となりますので、削除するポート香号を入力してください。ポート番号を複数入力する場合はカン 
マで区切るか、連続した数宇の場合はハイフンで指定してください。 

M 

トランキングの動作モードを変更します。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter trunk group admin key >」 となりますので、変更したいブ 
ループの香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Lacp Active,Lacp Passive or Manual 
trunk se 1: ting ( A / P / M )>」 に変わりますので、動作モードを Active にする場合は 「 A 」、 Passive の場 
合は rp 」、 Manual の場合は riVU を選択してください。 

0 

トランキングにおける本装置のポート毎のプライオリティ値を設定しまず。 



「 0 」を入力すると画面が rset port Priority 」 に変わります。詳細設定の方法は;知頁 (4.7.2.C) を参照 
してください。 

G 

LACP グループの状態を表示します。 



「 G 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter trunk group number >」となりまずので、表示したいブル 
-プの key を入力してください。（ここで入力できるのは mode が 「 Active 」 または 「 Passive 」 のブル 
-プのみです。）その後、画面が 「LACP S ね tus 」 に変わります。これについては巧項 (4.7.2.d) を参 
照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意：本装置では1ブ J レープに最大1〇ポートまでのメンノ《一を設定可能ですが、トラン 
ク動作するのは8ポートまでとなります。そのブループの9ポート目な降のメンバ 
-はバックアップモードとなり、8ポート目までのリンクに障害が発生した盼そ 
のポートに変わってトランクを構成するメンバーとなります。この場合、メンバ 
-となれる優先順のは;欠項 (4.7. 2.C) で設定される Port Priority 値により決定され、 
全て同じ Priority 値の場合はポート番号がルさい順からトランクを構成します。 
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4.7.2.C. ポートの LACP 優先度設定 (Set Port Priority) 

「Trunk Configuration Menu 」 でコマンド 「〇」 を選択すると、図 4-7-7 のような 「Set 
Port Priority 」 の画面になります。この画面でトランキングの 優先 設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Trunk Conriguratton Menu -> bet Port Priority 

System Priority : 1 

System ID xx:xx:xx:xx:xx:xx 


Port Priority 



- <C0MMAND> - 

に] et Port Priority [Q]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character _in square brackets _to select_option _ 

図 4-7-7 ポートの LACP 優先度設定 


画面の説明 


System Priority 

LA びを用いてトランキングを構成する際の本装置の優先順位でず。 

数値がルさいほど優先順位が高くなります。工場化巧時は 1 に設定されています。 

System ID 

LACP を用いてトランキングを撞成する際の本装置の ID です。 

本装置の MAC アドレスが ID となり、変更はできません。 System Priority 値と System 
ID の組み合わせが LACP におけるシステ厶 ID となります。 

Port 

本装置のポート番号です。 

Priority 

トランキングにおける本装置のポート別の優先順化です。数字がルさいほど優先順化が 
高くなりまず。 9 ポートな上のトランキンググループを設定した際にち効です。工場化 
荷時は全て 1 に設定されています。 
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4.7.2.d. LACP グループの状態表示 (LACP Group Status) 

「Trunk Configuration Menu 」 でコマンド 「 G 」 を選択し、 LACP ブループとなっている 

Key を指定すると、図 4-7-8 のような 「LACP Group Status 」 の画面になります。この画面で 

LACP ブループの状態が確認できます。（状態表示はモードが 「 Active 」、 または 「 Passive 」 の 

key のみ巧えます。） 

PN 28089 Local Management System 
Trunk Configuration Menu -> LACP Status 

System Priority : 1 

System ID xx:xx:xx:xx:xx:xx 

Key 2 

Aggregator Attached Port List Standby Port List 


7 7 

8 8 

9 9 

10 10 


- く C0IVIMAND> - 

[N]ext Page [P]revious Page [Q]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character in square brackets to select option 

図 4-7-8 LACP ブループの状態表示 


画面の説明 


System Priority 

LACP を用いてトランキングを構成する際の本装置の優先順位でず。 

数値がルさいほど優先順位が高くなります。工場化巧時は1に設定されていまず。 

System ID 

LACP を用いてトランキングを撞成する際の本装置の ID です。 

本装置の MAC アドレスが ID となり、変更はできません。 System Priority 値と System 
ID の組み合わせが LACP におけるシステ厶 ID となります。 

Key 

トランキンブのブ j レープ香号を表示します。 

Aggregator 

トランキングの論涅的インターフ王ースのを号です。トランキングを構成ずるポートの 
中でもっとも Port Priority 値の高いポート番号と同一になります。 

Attached Port 

List 

論涅的インターフ I - ス ( Aggregator ) に接続される物理的インタフ！ース（ポート） 
のを号です。9ポートを越えるトランキングブループを設定した場合、 Port Priority 値 
がないポートは/いワアップモードとなり r ( Standby)J と表示されまず。 

Standby port 

List 

9ポートを越えるトランキングブループを設定した場合、 Port Priority 値が低いポート 
はバッワアップモードとなります。該当ポートが本欄に表示されます。 
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4.7.3 . ポートモニタリングの設定 

(Port Monitoring Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド TM 」 を選択すると、図 4-7-9 のよ 
うな 「Port Monitoring Configuration Menu 」 の画面になります。本装置ではプロトコル 
アナライザ等で通信の解がを巧う場合に、フィルタリンブされ通常では見ることのできな 
い他ポートのパケットをモニタすることができます。この画面ではモニタするポートの設 
定を行うことができます。 

PN 28089 Local Management System 

Advanced i>witch Configuration -> Port Monitoring Configuration Menu 


Monitoring Port Be Monitored Port(s) 



Direction Status 


Both Disabled 


- く COIVIMAND 〉 

に] et Monitoring Port 
Set Ports to be [MJonitored 
Set Traffic [D]irecti on 
[CJhange Mirror Status 
[Q]uit to previous menu 


Command) 

Enter the character in square brackets to select option 

図 4-7-9 ポートモニタリングの設定 


画面の説明 


Monitoring Port 

モニタリンブをするポートの香号を表しまず。 

Be Monitored 

Port ( s ) 

モニタリンブされるポートのを号を表します。 

Direction 

モニタ U ンブをするパケットの通信方向を表示しまず。 

Tx 

送信パケットをモニタリンブします。 

Rx 

受信パケットをモニタリンブしまず。 

Both 

送受信パケットともにモニタリンブします。 

Status 

モニタ u ンブの状態を表しまず。 

Enabled 

モニタ U ンブをしていまず。 

Disabled 

モニタ U ンブをしていません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


S 

モニタリンブずるポート（アナライザ等を接続するポート）を設定しまず。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number >」 となりまずので、設定したいポート番号を 
入力してください。 

M 

モニタリンブされるポートを設定します。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉 」 となりますので、設定したいポート香号を 
入力してください。（複数設定可能） 

D 

モニタリンブをずるパケットの通信方向を設定しまず。 



の」と入力するとプ□ンプトが 「Select port monitoring direction ( R / T / B )>」 となりまずので、受 
信パケットを モニタ リンブする場合は rpu を、送信パケットを モニタ リンブずる場合は 「 T 」 を、送受 
信ともに モニタ リンブする場合は 「 B 」 と入力してください。 

C 

モニタリンブの動作状態を設定しまず。 



に」と入力するとプ□ンプトが rEntertheselect ( E / D )>」 となりますので、開始する場合はのを、 
停止する場合は 「 D 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意 Tx 方向のミラーパケットには受信した VLAN ID の VLAN タブが付加されます。 


ごを意：本装置から送信される Ping や ARP などの管理パケットはキヤプチ中できません。 
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4.7.4 . スパニングツリーの設定 

(Rapid Spanning Tree Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図 4-7-10 の 
ような 「Rapid Spannina Tree Confiauration Menu 」 の画面になります。 

本装置では、 IEEE 802 . ID 互換のスパニンブツリープ□トコル ( STP : 図 4-7-1 1)、および 
IEEE 802.1 W 準拠のラピツドスノ\ニンブツリープ□トコル ( RSTP : 図 4-7-12) の2つのモード 
をサポートしています。 


PN 28089 Local Management System 


Advanced ;>witch Configuration 

-> Rapid Spanning Tree Configuration 


Global RSTP Status: Disabled 

Protocol Version ： RSTP 


Root Port: 0 

Time Since Topology Change: 

0 Sec. 

Root Path Cost: 0 

Topology Change Count: 

0 

Designated Root ： 0000 000000000000 Bridge ID ： 0000 000000000000 

Hello Time ： 2 Sec. 

Bridge Hello Time ： 2 

Sec. 

Maximum Age: 20 Sec. 

Bridge Maximum Age: 20 

Sec. 

Forward Delay: 15 Sec. 

Bridge Forward Delay：15 

Sec. 


. /OnH/IMAMnN 





[E]nable/Disable Global RSTP 

Set Bridge [FJorward Delay 


Set RSTP Protocol [VJersion 

RSTP [Biasic Port Configuration 

Set Bridge [ 門 riority 

RSTP [AJdvanced Port Configuration 

Set Bridge [H]ello Time 

Topology [information 


Set Bridge [M]aximum Age 

[0]uit to previous menu 


Command> 



Enter the character in square 

brackets to select option 



図午 7-10 スノ《ニングツリーの設定 
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PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Configuration -> Rapid Spanning Tree Configuration 


Global RSTP Status: Enabled 


Protocol Version: STP-CompatibIe 


Root Port: 

0 


Time Since Topology Change: 

2 Sec. 

Root Path Cost: 

0 


Topology Change Count: 

0 

Designated Root: 

8000 

xxxxxxxxxxxx 

Bridge ID ： 8000 

xxxxxxxxxxxx 

Hello Time: 

2 

Sec. 

Bridge Hello Time ： 2 

Sec. 

Maximum Age ： 

20 

Sec. 

Bridge Maximum Age: 20 

Sec. 

Forward Delay: 

15 

Sec. 

Bridge Forward Delay：15 

Sec. 


[Elnable/Disable Global RSTP 
Set RSTP Protocol [VJersion 
Set Bridge [ 門 riority 
Set Bridge [H]ello Time 
Set Bridge [M]aximum Age 


〈 COliflAND 〉 


Set Bridge [FJorward Delay 
RSTP [Biasic Port Configuration 
RSTP [AJdvanced Port Configuration 
Topology [information 
[0]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-11 STP モード動作時 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Configuration -> Rapid Spanning Tree Configuration 


Global RSTP Status: Enabled 


Protocol Version: RSTP 


Root Port: 

0 


Time Since Topology Change: 

67 Sec. 

Root Path Cost: 

0 


Topology Change Count: 


0 

Designated Root: 

8000 

xxxxxxxxxxxx 

Bridge ID: 

8000 

xxxxxxxxxxxx 

Hello Time: 

2 

Sec. 

Bridge Hello Time: 

2 

Sec. 

Maximum Age: 

20 

Sec. 

Bridge Maximum Age: 

20 

Sec. 

Forward Delay: 

15 

Sec. 

Bridge Forward Delay: 

15 

Sec. 


<C0MMAND> 


[Elnable/Disable Global RSTP 
Set RSTP Protocol [VJersion 
Set Bridge [P]riority 
Set Bridge [H]ello Time 
Set Bridge [M]aximum Age 


Set Bridge [FJorward Delay 
RSTP [BJasic Port Configuration 
RSTP [AJdvanced Port Configuration 
Topology [IInformation 
[Q]uit to previous menu 


Command) 

Enter the character in square brackets to select option 














画面の説明 


Global RSTP 

Status : 

スノ t ニンブツリーの動作状況を表示します。 

Enabled 

スノ \°ニンブツリーがち効です。 

Disabled 

スノ\°ニンブツ U —が無効でず。（工場出荷時設定） 

Protocol Version : 

スバニ ンブツリ ー のノ ジョンを表示しまず。 

RSTP 

IEEE 802.1 W 準拠のラピッドスパニンブツリープ□トコルで 
動作しまず。 

STP-Compatible 

IEEE 802 .1 D な換のスパニンブツリープ□トコルで動作しま 
す。 

Root Port : 

現在のルートポートを表します。 

Root Path Cost : 

ルートポートからルートブ U ッジへのコストを表示します。 

Time Since 
Topology 

Change : 

ス/ \°ニンブツリーの構成変更を巧ってからの経過時間(砂)を表します。 

Topology Change 
Count : 

ス/仁ンブツリーの撞成変更を行った回数を表します。 

Designated Root : 

ルートブリッジのブリッジ ID を表示します。 

Hello Time : 

スパニンブツ U - の構成を確認ずるためのルートブリッジとのアクセス間隔を表示 
します。 

Maximum Age : 

Hello メッセージのタイムアウト時間を表示します。 

Forward Delay : 

「 Listening 」 から 「 Leamina 」、 または 「 Leamina 」 から 「 Forwarding 」 のように、スパ 
ニンブツリーの状態遷移の時間を表おします。 

Bridge ID : 

本装置のブリッジ ID を表示します。ブ U ッジ ID はブリッジプライオリティと MAC ア 
ドレスで構成され、工場出荷時のブリッジプライオリティは8000に設定されていま 
す。 

Bridge Hello 

Time : 

本装置がルートブリッジになった隐の Hello タイムを表示します。 

Bridge Maximum 
Age : 

本装置がルートブリッジになった際の Maximum Age を表示しまず。 

Bridge Forward 
Delay 

本装置がルートブリッジになった際の Forward Delay を表おします。 


ごを意：本装置では、スパニンブツリーとインターネットマンションモードおよび 
リンクアブリゲーシヨンの併用はできません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


E 

スパニンブツリープ□トコルの ON / OFF を設定します。 



「 E 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Enable or Disable STP ( E / D )>」 に変わりますので、使用ずる場合 
は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

V 

スノじンブツリープ□トコルの動作モードを設定しまず。 



「 V 」を入力するとプ□ンプトが rset RSTP protocol version ( S / R )>」 に変わりまずので、 

IEEE 802 . ID スパニンブツリープ□トコルで動作させる場合は rs 」 を、 IEEE 802.1 W ラピッドスパニ 
ンブツリープ□トコルで動作させる場合は rpu を入力してください。 

B 

ポート毎の基本設定を行います。 



「日」を入力すると画面が 「Basic Port Configuration 」 に変わり、ポート毎の基本設定が可能となり 
ます。ここでの設定方法については巧項 (4.7.3. a ) を参照してください。 

A 

ポート毎の拡張設定を行います。 



「 A 」 を入力すると画面が 「Advanced Port Configuration 」 に変わり、ポート毎の拡張設定が巧能 
となります。ここでの設定方法については巧項 (4.7.3 .がを参照してください。 

P 

ブリツジプライオ U ティを設定しまず。 



「 P 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter bridge prio か y >」 に変わりまずので、画面最下部の黒帯に指 
定された範囲で入力してください。 

H 

Bridge hello time を設走しまず。 



「 H 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter bridge hello 1: ime >」 に変わりますので、画面最下部の黒帯 
に指定された範囲で入力してください。 

M 

Bridge maximum age を鼓疋しまず 0 



「 M 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter bridge maximum age >」 に変わりまずので、画面最下部の 
黒帯に指定された範囲で入力してください。 

F 

Bridge forward delay を封疋します。 



「 F 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter bridge forward delay 〉」 に変わりますので、画面最下部の 
黒帯に指定された範囲で入力してください。 

1 

ポート毎のトポ□ジー情報を表おします。 



「|」を入力すると画面が 「Designated Topology Information 」 に変わり、ポート毎のトポ□ジー情 
報が参照できます。画面のの容については巧項 (4.7.3. C ) を参照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意 ： 「Bridge Hello Time」、fBridae Maximum Aae」、「Bridge Forward Delay 」 の 
各値は互いに関連しています。ある一つのパラメータを変更すると、それに伴い自 
動的に他のパラメータの設定可能な範囲が変わ0ます。設定可能範囲は画面最下部 
の黒帯の説明欄に表示されますので参照してください。 
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4.7.4.a. ポート毎の基本設定 (Basic Port Configuration) 

「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 で〕マンド TB 」 を選択すると、図 4-7-1 3 
のような 「Basic Port Configuration 」 の画面になります。この画面ではスパニンブツリ ー 
に関するポート毎の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Rapid spanning Tree Conriguration -> Basic Port Configuration 


Port 

1 runk 

Link 

State 

Role 

Priority 

Path Cost 

STP Status 


1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

2 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

3 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

4 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

5 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

6 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

7 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

8 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

9 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 

10 

1 

Down 

Forwarding 

Disabled 

128 

20000 (A) 

Enabled 





<C0MMAND> - 





Set Port Pr[i]ority Set Port STP [S]tatus 

Set Port Path [C]ost [Q]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character in square brackets to select option 


図小7-13ポート毎の基本設定 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Link 

u ンクの状態を表しまず。 

UP 

リンクが正甫に確なしている状態です。 

DOWN 

リンクが確なされていない状態です。 

State 

現在のポートの状態を表します。 

Forwarding 

計算の結果、通常の通信を巧っている状態を表します。 

Learning 

情報を电とに計算を行っている状態を表します。 

Discarding 

計算を行わない状態を表します。 

Role 

スノ \°ニンブツ u —におけるポートの役割を表しまず。 

Designated 

指定ポートとして動作中です。 

Root 

ルートポートとして動作中です。 

Alternate 

オルタネイトポートとして動作中です。 

Backup 

バックアップポートとして動作中です。 

Disabled 

STP が動作していません。 

Priority 

スイッチ内での各ポートの優先順化を表します。数値が高いほど優先順位が高くなりま 
す。工場出荷時は全ポ ー H 2別こ設定されています。（値は16の倍数となりまず。） 

Path Cost 

各ポートのコストを表します。工場出荷時は全ポート Auto に設定されています。 

Auto の場合ポートの U ンク速度に応じてコストが自動設定されまず。 

STP Status 

各ポートのスパニンブツリーの有効-無効を表示しまず。 

Enaolea 

スノ \°ニンブツリーが有効です。 

Disabled 

スノ \°ニンブツリーがお効です。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


1 

スイツチ内でのポートの優先順位を設定しまず。 



「1」と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりまずので、巧象 
のポート番号を入力してください。その後、その後 、 「Enter priority for port 冉>」となりますので、 

0から255の範囲で16の倍数を入力してください。 

C 

各/ 1 

[ f ートのコストを設定します。 



rcj と入力ずるとプ□ンプトが 「Select port number to be change か」に変わりますので、対 
象のポート香号を入力してください。その後 、 「Enter path cost for po け#>」となりますので、コ 
ストを Auto に設定する場合は0、固定のコストを設定する場合は1から200000000の範囲で入力 
してください。 

S 

各/ 1 

[ f - 卜のスパニンブツリーの有効-無効を設定します。 



rsj と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりまずので、対 
象のポート香号を入力してください。その後 、 「Enable 〇 「 Disable STP for po け# ( E / D )>」 とな 
りまずので、スパニンブツリーを使用する場合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してくだ 
さい。 

Q 

上化のメニューに戻りまず。 
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4.7.4.b. ポート毎の拡張設定 (Advanced Port Configuration) 

「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 で〕マンド 「 A 」 を選択すると、図 4-7-14 
のような 「Advanced Port Configuration 」 の画面になります。この画面ではスパニンブツ 
リーに関するポート毎の拡張設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Rapid spanning Tree Conriguration -> Advanced Port Conriguration 


Port Trunk 

Link 

State 



Role 

1 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

2 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

3 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

4 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

已 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

6 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

7 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

8 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

9 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 

10 1 

Down 

Forwardi 

ng 

Di 

sab led 


- 〈 CO 圖 AND> 

Set Port [E]dge Status 
Set Port P-[t]o-P Status 


Admin/OperEdge Admin/OperPtoP Migrat 


False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 

False/False 

Auto 

/Fal 

se 

Init. 


Restart Port [M]igration 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character jn square brackets—to select_option 

図 4^7-14 ポート毎の拡張設定 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Link 

リンクの状態を表します。 

UP 

リンワが正常に確なしている状態です。 

DOWN 

リンクが確なされていない状態です。 

State 

現在のポートの状態を表しまず。 

Forwarding 

計算の結果、通苗の通信を行っている状態を表します。 

Learning 

情報をもとに計算を行っている状態を表します。 

Discarding 

計算を行わない状態を表します。 

Role 

スノ t ニンブツリ ー におけるポートの役割を表します。 

Designated 

指定ポートとして動作中です。 

Root 

ルートポートとして動作中です。 

Alternate 

オルタネイトポートとして動作中でず。 

Backup 

バツワアツプポートとして動作中です。 

Disabled 

STP が動作していません。 

Admin / 

OperEdge 

エッジポート(即, 
( Admin:Admin 
します。 

座に Forwarding に移行可能なポート ) の設定状態を表示します。前半 
istration ) は設定した状態、後半 ( OperOperation ) は実際の状態を表 

True 

エツジポートに設定巧能です。 

False 

エツジポートに設定不可です。 

Admin / 

OperPtoP 

本装置が Point - to - point で接続されているかを表しまず。前半 

( AdminAdministration ) は設定した状態、後半 ( OperOperation ) は実際の状態を表 

します。 

Auto 

ポートの状態により自動認識しまず。 （ Admin のみ） 

True 

P - to - P 接続されています。 

False 

P - to - P 接続されていません。 

Migrat 

現状のスノ \°ニンブツ U —の動作状況を表します。 

STP 

STP が動作中でず。 

RSTP 

RSTP が動作中でず。 

Init . 

STP が動作していません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

各ポートの Edge Status を設定しまず。 

「 E 」 と入力するとプ□ンプトが rSele け port number to be changed 〉」 に変わりまずので、対 
象のポート番号を入力してください。そのを 、 rSet edge port for port # ( T / F )>」 となりますので、 
True の場合は 「 T 」 を、 False の場合は 「 F 」 を入力してください。 

■ 各ポートの P - to-P S ね tus を設定します。 

「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、巧 
象のポート番号を入力してください。その後 、 rSet point - to-point for port # ( A / T / F )>」 となり 
ますので、 Auto の場合は 「 A 」 を、 True の場合は 「 T 」 を、 False の場合は 「 F 」 を入力してください。 

J スパニンブツ U - の動作を再起動します。 

「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、巧 
象のポート香号を入力してください。その後 、 [Restart the protocol migration process for 
port # ? ( Y / N )>」 となりますので、再起動する場合は 「 Y 」 を、しない場合は 「 N 」 を入力してくだ 
さい。 

r 上化のメニューに戻ります。 



4.7.4.C. 構成情報の表示 (Designated Topology Information) 

「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 でコマンド「1」を選択すると、図 4-7-1 5 
のような 「Designated Topology Information 」 の画面になります。この画面ではポート毎 
のスノ \°ニンブツリ ーの 構成情報の表示を巧います。 

PN 28089 Local Management System 

Rapid Spanning Tree Conriguration -> Designated Topology Information 


Port Trunk 

Link 

Desig. Root 

Desig. 

Cost Desig. Bridge 

Desig. 

Port 

1 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

2 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

3 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

4 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

5 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

6 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

7 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

8 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

9 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 

10 1 

Down 

0000 

000000000000 

0 

0000 000000000000 

00 

00 


〈 COliflAND 〉 


[Q]uit to previous menu 
Command> 

Enter the character jn square brackets _to select_option 

図 4-7-15 構成情報の表示 


画面の説明 


Port 

ポートを号を表します。 

Link 

リンクの状態を表します。 

UP 

リンワが正甫に殖なしている状態です。 

DOWN 

リンクが確なされていない状態です。 

Desig.Root 

ルートブ U ツジの ID を表しまず。 

Desig.Cost 

送信しているコストを表します。 

Desig.Bridge 

指定ブリツジのブリツジ ID を表します。 

Desig.Port 

指定ポートのポート1 D を表します。(ポート1 D はポートプライオリティ値とポー 
卜香号の組合せです。） 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

q 1 上化のメニューに戻ります。 
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4.7.5 .アクセスコント□ールの設定 

(Access Control Configuration Menu) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 A 」 を選択すると、図 4-7-16 のよ 
うな 「Access Control Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Access 
Control の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Conriguratton Menu -> Access Control Conriguration Menu 

[C]lassifier 
[I]n-Profile Action 
[0]u1:-Prof i le Action 
Port [L]ist 
[ 門 olicy 

[Q]uit to previous menu 


Note: Access Control function is supported for incoming traffic only 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-16 アクセスコント□ールの設定 

画面の説明 


Classifier 

〔 lassifier の設定を行います。 

(最大設定可能数： 256) 

In-Profile action 

入カパケットに対するアクションを設定します。 

(最大設定可能数： 81) 

Out-Profile action 

コミットレートを超えた入カパケットに対するアワションを設定します。 
(最大設定可能数：1 28) 

Port list 

適用するポートのリストを設定します。 

(最大設定可能数：1 28) 

Policy 

ポリシーの設定を行います。 

(最大設定可能数：1 28) 

Quit to previous menu 

上位のメニュー画面に戻ります。 
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4.7.5. a. Classifier の設定に lassifier Configuration Menu) 

「Access Control Configuration Menu 」 の画面で〕マンド 「 C 」 を選巧すると図 4-7-17 の 
ような 「Classifier Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Classifier の設 
定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Access Control Configuration Classifier Conriguration Menu 
Multifield Classifier: Total Entries : 0 

Index Src IP Addr/Mask Dst IP Addr/Mask DSCP Pro. Src L4 Port Dst L4 Port 


〈 COliflAND 〉 


[N]ext Page 
[ 門 revious Page 
[C]reate Classifier 
[DJelete Classifier 
Command> 

Enter the character 


M[o]dify Classifier 
[M]ore Classifier Info. 

に ] how Detailed Entry Info. 
[0]uit to previous menu 


in square brackets to select option 


図 4-7-17 Classifier の設定 


画面の説明 


Total Entries 

作成されている Classifier の数 (index の数)を表示します。 

Index 

Classifier の Index 番号を表示します。 

Scr IP Addr/Mask 

送信元 IP アドレスを表示します。 

Dst IP Addr/Mask 

宛先 IP アドレスを表示します。 

DSCP 

優先度情報 DSCP 値を表おします。 

Pro . 

プ□トコルを表示します。 

Src L 4 Port 

TCP/UDP の送信元ポート番号を表おします。 

Dst L 4 Port 

TCP/UDP の宛化ポート番号を表示しまず。 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると表示が巧のぺージに切り替わります。 

P 

前のページを表示しまず。 



rpj と入力すると表示が前のページに切り替わ D ます。 

C 

新しい Classifier の作成を行います。 



「〔」と入力すると 、 「Create Classifier Configuration Menu 」 に変わります 。 Create Classifier 
Configuration Menu に関しては、次頃 （4.7.5. b .) を参照してください。 

D 

〔 lassifier の削除を行います。 



「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Please enter classifier inde い」と変わりますので、削除する 
Classifier の index を1〜65535の範囲で入力してください。 

0 

〔 lassifier の修正を巧います。 



「0」と入力ずると、プ□ンプトが 「Modify Classifier Menu 」 に変わりますので 、 「Create 
Classifier Configuration Menu 」 と同様に修正してください。 

M 

〔 lassifier の情報を表示します。 



「 M 」 と入力ずると、送信元 MAC アドレス、宛先 MAC アドレス、 IEEE 802 . Ip プライオリティ、 
VLAN ID、TCP SYN Flag 、 に MP タイプの情報を表示します。 

S 

〔 lassifier の詳細情報を表示します。 



「 S 」 と入力ずると、送信元 MAC アドレス、宛先 MAC アドレス 、 VLAN ID 、 送信元 IP アドレス、 
宛先 IP アドレス、 IEEE 802 . Ip プライオ U ティ、 DSCP 、 プ□トコルの種類、 TCP / UDP 送信元ポ 
-卜番号、 TCP / UDP 宛先ポート番号 、 TCP SYN Flag 、 に MP タイプの情報を表示します。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.5.b. Classifier の作成 (Create Classifier Configuration Menu) 

「Classifier Configuration Menu 」 の画面で〕マンド 「 C 」 を選択すると図 4"7-18 のような 
「Create Classifier Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Classifier の作 
成を行います。 


PN 28089 Local Management System 

Classifier Configuration 

-> Create Classifier Configuration Menu 

Classifier Index 


Source MAC Address 


Destination MAC Address 


VLAN ID 

802.1p Priority 


DSCP 

Protocol 


Source IP Address 

Source IP Mask Length 


Destination IP Address 

Destination IP Mask Length 


Source Layer 4 Port 

TCP SYN Flag 


Destination Layer 4 Port 

ICMP Type 



- 〈 CO 圖 AND> - 

[C]lassifier Index 

S[o]urce IP Address 

[SJource MAC Address 

D[e]stination IP Address 

[DJestination MAC Address 

; So[u]rce Layer 4 Port 

[V]LAN ID 

Des 山 ination Layer 4 Port 

802.1p Pr[i]ority 

ICMP Type 

DSC [門 

TCP S[Y]N Fla 呂 

P[r]otocol 

[A]pp I y 


[0]uit to previous menu 

Command> 


Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-1 8 Classifier の作成 
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画面の説明 


Classifier Index 

〔 lassifier の Index を表示しまず。 

Source MAC Address 

送信元 MAC アドレスを表示します。 

Destination MAC Address 

宛先 MAC アドレスを表示します。 

VLAN ID 

VLAN ID を表示しまず。 

DSCP 

DSCP 値を表おします。 

Protocol 

プ□トコルの種類を表示します。 

Source IP Address 

送信元 IP アドレスを表示します。 

Source IP Mask length 

送信元アドレスマスクの長さ（ビツト数)を表示します。 

Destination IP Address 

宛先 IP アドレスを表示しまず。 

Destination IP Mask length 

宛先アドレスマスクの長さ（ビツト数)を表示しまず。 

Source L 4 Port 

TCP / UDP 送信元ポート番号を表おします。 

Destination L 4 Port 

TCP / UDP 宛先ポート香号を表示しまず。 

802.1 p Priority 

IEEE 802 . Ip のプライオリティを表示します。 

TCP SYN Flag 

T びでの SYN Flag でのフイルタの有無を表示します。 

に MP Type 

に MP のタイプを表示します。 


ここで使用できるコマンドは;欠のとおりです。 


C 

Classifier の Index を鼓おします。 



「〔」と入力すると 、 「Enter Classifier Index 〉」 に変わりますので、1〜65535の範囲で ClassWier 
の Index を入力してくださし、。 

S 

フィルタリンブする送信元 MAC アドレスを設定します。 



「 S 」 と入力ずると 、 FEnter source MAC address > J に変わりますので、送信元 MAC アドレス 
を xx : xx : xx : xx : xx : xx のように入力してください。 

D 

フィルタ U ンブする宛先 MAC アドレスを設定しまず。 



「 D 」 と入力すると 、 FEnter destination MAC address > J に変わりまずので、宛先 MAC アド 
レスを xx : xx : xx : xx : xx : xx のように入力してください。 

V 

フィルタ U ンブする VLAN ID の設定を行います。 



「 V 」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」と変わりますので 、 VLAN ID を1〜4094 
の範囲で入力してください。 

P 

フィルタリンブする DSCP 値の設定を行います。 



「 P 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter DSCP value (0-63)>」 と変わりますので、 DSCP 値を0 
〜63の範囲で入力してください。 

R 

フィルタ U ンブするプ□トコルの設定を行います。 



「 R 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Select protocol >」と変わりまずので、 T びの場合はり」 

を、 UDP の場合は「2」を、に MP の場合は「3」を、に MP の場合は「4」を、 RSVP の場合は 
「5」を 、 Other Protocols の場合は「6」を入力してください。 

0 

フィルタ U ンブする送信元の IP アドレスを設定しまず。 



「0」と入力すると、プ□ンプトが [Enter source IP address > J と変わりますので、送信元 IP 
アドレスを入力してください。その後 、 [Enter source IP address mask length > J と変わり 
ますので、アドレスマスクの長さ（ビット長）を入力してください。 

E 

フィルタ U ンブする宛先の IP アドレスを設定します。 



「 E 」 と入力すると、プ□ンプトが [Enter destination IP address > J と変わりますので、宛先 IP 
アドレスを入力してください。その後 、 FEnter destination IP address mask length > J と変 
わりまずので、アドレスマスクの長さ（ビット長）を入力してください。 
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u 

フイルタリンブする TCP / UDP 送信元ポート番号を設定します。 


「 U 」 と入力すると、プ□ンプトが Rlhoose single port 〇 「 defined port range ( S / D ) >J と変 
わりますので、1つを指定する場合は rs 」 を入力してください。するとプ□ンプトが 、 「Enter 
source layer 4 po け>」となり、送信元ポート番号を入力してください。範囲で指定する場合は 
の」を入力してください。ずるとプ□ンプトが 「Enter starting source po け >」、 「Enter final 
source po け>」となりまずので開始と終了の送信元ポート番号を入力してください。 

下 

フィルタリンブする TCP / UDP 宛先ポート番号を設定します。 


「 T 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Choose single po け or defined po け range ( S / D ) >」と変 
わりまずので、1つを指定する場合は rs 」 を入力してください。ずるとプ□ンプトが 、 「Enter 
destination layer 4 po け>」と宛先ポート香号を入力してください。範囲で指定する場合は 「 D 」 
を入力してくださし''。するとプ□ンプトが 「Enter starting destination po け >」、 「Enter final 
destination por た」となりますので開始と終了の宛先ポート香号を入力してください。 

1 

フィルタ U ンブする1 E E E 802. 1 P プライオ U ティを設定しまず。 


「1」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter 802.1 P priority 〉」 と変わりますので、802 . Ip プライ 
オリティを 0-7 の範囲で入力してください。 

M 

フィルタ U ンブするに MP のタイプを設定します。（※プ□トコルをに MP にする必要がありまず。） 


「 M 」 と入力すると、プ□ンプトが 「 Enter に MPtype >」 と変わりまずので、に MP のタイプを0 
〜18の間で入力してください。 

Y 

フィルタ U ンブする TCPSYN Flag を設定します。（※プ□トコルを T びにする必要があります。） 


「 Y 」 と入力すると、プ□ンプトが rSet TCPSYN flag ( Y / N )>」 と変わりますので 、 TCP SYN flag 
を指定する場合は 「 Y 」 を、指定を解除する場合は 「 N 」 を入力してください。指定された場合 
は 「 True 」 と表示されまず。 

A 

設定した内容を適用します。ここで適用を行わなければ設定した内容はち効になりません。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.5.c. Classifier の参照 (Classifier Configuration Menu) 

「Classifier Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 M 」 を選択すると図 4-7-19 のよう 
な 「More Classifier Information 」 の画面になります。この画面では Classifier の情報を参 
照できます。 


PN 28089 Local Management System 

Access Control Configuration Classifier Conriguration Menu 
Multifield Classifier: Total Entries :1 

Index Source MAC Address Destination MAC Address 802.Ip VLAN ID TCP(SYN) ICMPTP 


100 ： 00 ： 00 ： 00 ： 00 ： 0100:00:00:00:00:02 Ignore Ignore Ignore Ignore 


Press any key to continue... 


図 4-7-19 Classifier の参照 


画面の説明 


Total Entries 

作成されている 〔 lassifier の数 ( index の数)を表示します。 

Classifier Index 

〔 lassifier の Index を表示します。 

Source MAC Address 

送信元 MAC アドレスを表示します。 

Destination MAC 

Address 

宛先 MAC アドレスを表示します。 

802.1 p Priority 

IEEE 802 . Ip のプライオリティを表示します。 

VLAN ID 

VLAN ID を表示しまず。 

TCP SYN Flag 

T びの SYN Flag でのフイルタの有無を表示します。 

に MP Type 

に MP のタイプを表示します。 
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4.7.5.d. Classifier の詳細情報の参照 

(Show Detailed Entries Information Menu) 

「Classifier Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 S 」 を選択すると図 4"7-20 のような 
「Show Detailed Entries Information Menu 」 の画面になります。この画面では Classifier 
の詳細な情報の参照ができます。参照を巧うには、 Classifier の作成が必要となります。 


PN 28089 Local Management System 


Classifier Conriguration -> Show Detailed Entry Information Menu 

Detailed Classifier Information : 


Classifier Index 

1 

Source MAC Address 

00:00:00:00:00:01 

Destination MAC Address 

00:00:00:00:00:02 

802.1p Priority 

Ignore 

VLAN ID 

Ignore 

Source IP Address 

Ignore 

Source IP Address Mask Length 

Ignore 

Destination IP Address 

Ignore 

Destination IP Address Mask Length 

Ignore 

DSCP 

Ignore 

Protocol 

Ignore 

Source Layer 4 Port 

Ignore 

Destination Layer 4 Port 

Ignore 

TCP SYN Flag 

Ignore 

ICMP Type 

Ignore 

Press any key to continue... 



図 4-7-20 Classifier の詳細情報の参照 
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画面の説明 


Classifier Index 

Classifier の Index を表示しまず。 

Source MAC Address 

送信元 MAC アドレスを表示します。 

Destination MAC Address 

宛先 MAC アドレスを表示します。 

VLAN ID 

VLAN ID を表示しまず。 

DSCP 

DSCP を表示します。 

Protocol 

プ□トコルの種類を表示します。 

Source IP Address 

送信元 IP アドレスを表示します。 

Source IP Mask length 

送信元アドレスマスクの長さ（ビツト長)を表示します。 

Destination IP Address 

宛先 IP アドレスを表示しまず。 

Destination IP Mask length 

宛先アドレスマスクの長さ（ビツト長)を表示しまず。 

Source L 4 Port 

TCP/UDP 送信元ポート番号を表おします。 

Destination L 4 Port 

TCP/UDP 宛先ポート香号を表示しまず。 

802.1 p Priority 

IEEE 802 .Ip のプライオリティを表示します。 

TCP SYN Flag 

T びでの SYN Flag でのフイルタの有無を表示します。 

に MP Type 

に MP のタイプを表示します。 
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4.7.5.e. In-Profile Action の設定 

(In-Profile Action Configuration Menu) 

「Access Control Configuration Menu 」 の画面で〕マンド「 1 」を選択すると図 4-7-21 の 
ような rin-Profile Action Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
ln-P 「 ofile の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Access Control Configuration -> In-ProTile Action Configuration Menu 
In-Profile Action: Total Entries : 0 

Index Deny/Permit Policed-DSCP Policed-Precedence Policed-CoS 



[N]ext Page 
[ 門 revious Page 
[C]reate In-Profile Action 
Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


[DJelete In-Profile Action 
Modify In-Prof i le Action 
[0]uit to previous menu 


図 4-7-21 In-Profile の設定 


画面の説明 


Total Entries 

作成されている In-Profile の数 (index の数)を表おします。 

Index 

In-Profile の Index 香号を表示します。 

Deny/Permit 

パケットの}巨否/許巧を表示しまず。 

Action 

In-Profile の動作を表示しまず。 

Policed-DS び 

DSCP 値をマーキングしまず。 

Policed-Precedence 

Precedence 値をマーキングしまず。 

Policed-CoS 

CoS 値をマーキングしまず。 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

巧のページを表示しまず。 


「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り曽わ0ます。 

P 

前のページを表示しまず。 


「 P 」 と入力ずると表示が前のページに切り替わります。 

C 

ln - P 「 ofile を作成しまず。 

に」と入力すると 「Create In-Profile Action Menu 」 に変わりますので、次項 （4.7.5. f ) を参 
照してください。 


Policed-DSCP 

DSCP 値をマーキングします。 

Policed-Precedence 

Precedence 値をマーキングします。 

Policed-CoS 

CoS 値をマーキングします。 

D 

In-I 

コ 「 ofile を削除します 


「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter in-profile action Index 〉」 と変わりまずので、削除 
する ln - P「of ile の Index 番号を入力してください。 

M 

In-I 

コ 「 ofile を修正しまず。 


「 M 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter in-profile action Index 〉」 と変わりますので、修 
正する ln - P 「 ofile の Index 香号を入力し、作成時と同様の操作で修正してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.5.f. In-Profile Action の作成 


(Create In-Profile Action Menu) 

rin-Profile Action Configuration 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選択すると図 4-7-22 のよう 
な 「Create In-Profile Action Menu 」 の画面になります。この画面では In-Profile の作成を 
巧います。 



図 4-7-22 In-Profile の作成 


画面の説明 
Index 

Deny/Permit 

Action 


In - Profile の Index 香号を表示します。 
パケットのち否/許巧を表示します。 
ln - P 「 ofile の動作を表示しまず。 


Policed-DS び 

DSCP 値をマーキングしまず。 


Policed-Precedence 

Precedence 値をマーキングしまず。 



Policed-CoS 〔 oS 値をマーキングします。 









ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


In-Profil 

e の Inc 

ex 番号を設定します。 


川と 

番号 

こ入力3 
を 1-6 巳 

卜ると、プ□ンプトが '「Enter in-profile action index 〉」 に変わりまずので 、 Index 
巧35の範囲で入力してください。 

パケツト 

の拒否 

/許可の設定をします。 


の」 

する 

と入力 
場台は 

するとプ□ンプトが 、 「Select Deny/Permit (1-2) >」に変わりますので、拒否 
「1」を、許可する場合は「2」を入力してください。 

マーキン 

ブする 

DSCP 値の設定をします 


rsj 

の載 

と入力- 

囲で入 

するとプ□ンプトが 「Enter DSCP value >」 と変わりまずので、 DSCP 値を 0-63 
力してください。 

マーキン 

ブする 

Precedence 値の設定をします 


rpj 

P 「 e ( 

と入力- 
で dene 

するとプ□ンプトが 「Enter ToS precedence value 〉」 と変わりまずので、 

: e 値を 0-7 の範囲で入力してください。 

マーキン 

ブずる 

CoS 値の設定をします 


rcj 

囲て 

と入力- 
入力し 

するとプ□ンプトが 「Enter CoS value >」 と変わりますので、 CoS 値を 0-7 の範 
てください。 

設疋した 

内容を 

適用します。ここで適用しないと、設定した内容はち効にな 0 ません。 


3上位のメニューに戻0まず。 





4.7.5.g. Out-Profile Action の設定 

(Ou1;-Profile Action Configuration Menu) 

FAccessControl Configuration Menu 」 の画面でコマンド「 0 」を選択すると図 4-7-23 の 
ような rOut-Profile Action Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
Out-Profile の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Access Control Configuration Out-Profile Action Conriguration Menu 
Out-Profile Action: Total Entries : 0 

Index Committed Rate Burst Size (KB) Deny/Permit Policed-DSCP 


Note: Committed Rate -1 Mbps/unit 

- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page [DJelete Out-Profile Action 

[P]revious Page [M]odify Out-Profile Action 

[C]reate Out-Profile Action [0]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-23 Out-Profile の設定 


画面の説明 


Total Entries 

作成されている Out-Profile の数 (index の数)を表示します。 

Index 

Out-Profile の Index 番号を表示します。 

Committed Rate 

パケットがノいファに入る速度を表示します。 

Burst Size ( KB ) 

コミットレートを超えて送ることができるトラフィッワのバーストサイズを表示し 
ます。 

Deny/Permit 

パケットのち否/許巧を表おします。 

Policed-DSCP 

マーキングする DSCP の値を表示します。 


141 










ここで使用できるコマンドは;欠のとおりです。 
i 巧のページを表示しまず。 

~ I 「 N 」 と入力すると表示が巧のぺージに切り替わります。 

广前のページを表示しまず。 

_ [rpj と入力すると表示が前のページに切り曽わ D ます。 

■ Out - Profile を作成します。 

「〔」と入力すると 、 「Create Out-Profile Action Menu 」 に変わりますので、奶頁 (4.7.5. h .) 

_[を参照してください。_ _ 

) Out - Profile を削除します。 

の」と入力するとプ□ンプトが 「Enter out-profile action Inde い」と変わりますので、削 
除する Out - Profile の Index 番号を入力してください。 
yi Out - Profile を修正します。 

「 M 」 と入力ずるとプ□ンプトが FEnter out-profile action Index 〉」 と変わりますので、修 
正する Out - Profile の Index 番号を入力し、作成時と同様の操作で修正してください。 
r 上化のメニューに戻ります。 





4.7.5.h. Out-Profile Action の作成 

(Create Out-Profile Action Menu) 

rOut-Profile Action Configuration 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選択すると図 4"7-24 のよ 
うな 「Create Out-Profile Action Menu 」 の画面になります。この画面では Out-Profile の 
作成を行います。 


PN 28089 Local Management System 

Out-Profile Action 
Index 

Configuration 

Deny/Permit 

Permit 

Committed Rate 

1 

Burst Size 

4KB 

Policed-DSCP 

Ignore 


〈 COMMAND 〉 


Out-Profile Action [IJndex 
Set [D]eny/Permit 
Set [C]ommitted Rate 
Set [BJurst Size 


Set Policed-D[S]CP 
[A]pp I y 

[0]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-24 Out-Profile の作成 


画面の説明 


Index 

Out-Profile の Index 香号を表示します。 

Committed Rate 

パケットがノ t ッファに入る速度を表示します。 

Burst Size ( KB ) 

コミットレートを超えて送ることができるトラフィッワのバーストサイズを表示し 
ています。 

Deny/Permit 

パケットのち否/許巧を表おします。 

Action 

Out-Profile の動作を表示します。 

Policed-dscp DSCP 値をマーキングします。 
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ここで使用できるコマンドは ; 欠のとおりです。 

Out - Profile の Index 番号を設定します。 

「1」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter Out-Profile action index 〉」 に変わりまずので、 
Index 香号を 1-65535 の範囲で入力してください。 
r パケットの拒否/許巧の設定をします。 

I "の」と入力するとプ□ンプトが 、 「Select Deny/Permit (1-2) >」に変わりますので、拒否 
する場合は「1」を、許可させる場合はじ」を入力してください。 

: コミットレートの設定をします。_ 

に」と入力するとプ□ンプトが 、 「Enter committed rate 〉」 に変わりますので、コミット 
レートを1 -1 000の範囲で入力してください。 
r バーストサイズの設定をします。 

I "「日」と入力するとプ□ンプトが 、 [Select burst size (1-リ>」に変わりまずので、コミット 
レートを超えて送ることができるトラフィッワの/ ストサイズを 4 K の場合は ri 」、 8 K の場 
合はじ」、 16 K の場合は「3」、 32 K の場合は「4」、 64 K の場合は「5」を入力してください。 
r マーキングする DSCP 値の設定をします 

|"rs 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter DSCPvalue >」 と変わりまずので、 DSCP 値を 0-63 
の範囲で入力してください。 

r 設定した内容を適用します。この適用を行わなければ設定した内容は有効にな0ません。 

) 上化のメニューに戻ります。 



4.7.5.i. ポートリストの設定 (Port List Configuration Menu) 

「Access Control Configuration Menu 」 の画面で〕マンド 「 U を選択すると図 4-7-25 の 
ような rPo け List Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Access Control 
の対象とするポートリストの設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Access Control Configuration Port List Conriguration Menu 
Port List: Total Entries : 0 

Index Port List 


- 〈 CC1MAND> - 

[N]ext Page [DJelete Port List 

[P]revious Page [M]odify Port List 

[C]reate Port List [0]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-25 ポートリストの設定 


画面の説明 


Total Entries 

作成されているポートリストの数 ( index の数)を表示します。 

Index 

ポートリストの Index 香号を表示します。 

Port List 

ポートリストに属するポート番号を表示します。 
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4.7.5.j. ポリシーの設定 (Policy Configuration Menu) 

「Access Control Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 P 」 を選す尺すると図 4-7-26 の 
ような 「Policy Configuration Menu 」 の画面になります。この画面ではポリシーの設定を 
巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Access Control Configuration -> Policy Configuration Menu 

Policy: 

Total Entries : 0 

Index Classifier Seq. 

In-Profile Out-Profile PortList Status 


- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page 

[S]how Pol icy Entry 

[ 門 revious Page 

[UJpdate Policy 

[C]reate Pol icy 

Display Sequence [B]y Port 

[DJelete Pol icy 

[0]uit to previous menu 

[EJnable or Disable Policy 

Command> 


Enter the character in 

square brackets to select option 


図 4-7-26 ポリシーの設定 


画面の説明 
Total Entries 
Index 
Classifier 
Seq . 

In-Profile 
Out-Profile 
Port List 
Status 


作成されているポリシーの数 (index の数)を表示します。 
ポリシーの Index 密号を表示します。 

Classifier の Index 香号を表示します。 

ポリシーの適用順を表すシーケンス番号を表示します。 

数値のルさいものから適用します。_ 

In-Profile の Index 香号を表示しまず。 

Out-Profile の Index 香号を表おします。 

ポートリストの Index 香号を表示しまず。 

ポリシーの適用状態を表示します。 






ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

巧のページを表示しまず。 


「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り替わ D ます。 

P 

前のページを表示しまず。 


「 P 」 と入力ずると表示が前のページに切り替わります。 

C 

ポリシーを作成します。 


に」と入力すると 「Create Policy Configuration Menu 」 の画面になります。に reate 

Policy Configuration Menu 」 に関しては次項 （4.7.5. k .) を参照してください。 

D 

ポリシーを削除します。 


の」と入力するとプ□ンプトが 「Enter a Policy index >」と変わりますので、削除ずるポ U 
シーの Index 番号を入力してください。 

E 

ポリシーの状態をち効/無効にします。 


「 E 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Select policy inde い」と変わりますので、ち効/無効にす 
るポリシーの Index 香号を入力してください。入力後 「Enable or Disable policy Entry >」 

と変わりますので、有効にする場合は 「 E 」 を、巧効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

Enaolea 

ポリシーをち効にします。 

Disabled 

ポリシーを無効にします。 

S 

ポリシーの情報を表示します。 


「 s 」 と入力するとポ u シーの詳細情報を表おします。 

U 

ポリシーの修正を行います。 


「 U 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter policy index >」と変わりまずので、修正する Index 
香号を入力してください。入力後、ポリシー作成時と同様の操作をしてください。 

Enabled のままではポリシーの修正はできませんので、一旦 Disabled へ変更の後に修正を行 
つてください。 

B 

ポートごとに適用されるポ U シー Index およびシーケンス番号を表示します。 


「目」と入力するとプ□ンプトが FEnter port number > J と変わりまずので、確認するポー 
卜香号を入力してください。入力後 「Select policy index order or policy sequence order 
( l / S )>」 に変わりますので、ポリシー Index 順に表示ずる場合は「1」を、ポリシーシーケン 
ス順に表示ずる場合は 「 S 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7-5-k, ホリシーの作成 (Create Policy Configuration Menu) 

「Policy Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選択すると図 4~7-27 のような 
l"Create Policy Configuration Menu 」 の画面になります。この画面ではポリシーの作成を 
巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Policy Configuration -? Create Policy Configuration Menu 

Policy Index 


Classifier Index 


Policy Sequence 


In-Profile Action Index 


Out-Profile Action Index 


Port List Index 



- 〈 CO 圖 AND> - 

Set [ 門 olicy Index 

Select Port [L]ist Index 

Select [C]lassifier Index 

[A]pp1y Policy 

Set Policy [SJequence 

[0]uit to previous menu 

Select [I]n-Profile Actior 

^ Index 

Select [0]ut-Profile Action Index 

Command> 


Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-27 ポリシーの作成 


画面の説明 
Policy Index 
Classirier Index 

Policy Sequence 
In-Profile Index 

Out-Profile Index 

Port List Index 



ポリシーの Index 香号を表おします。 

Classifier Configuration Menu で作成した 〔 lassifier の Index 番号を表示し 

ます 0 _ 

シーケンス香号を表示します。 

In-Profile Action Configuration Menu で作成した ln - P 「 ofile の Index 香号を 
表おします。 

Out-Profile Action Confiauration Menu で作成した Out - Profile の Index 香 

号を表示します。_ 

Port List Configuration Menu で作成したポートリストの Index 番号を表示 









ここで使用できるコマンドは;欠のとおりです。 

’ ポリシーの Index 番号を設定します。 

1 rp 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter policy inde い」に変わりますので、ポリシーの Index 番 

_[号を入力してください。_ _ _ 

-- 適 H ずる Classifier の Index 番号を設定します。 

「〔」と入力するとプ□ンプトが 「Enter classifier inde い」に変わりまずので、適田する Classifier 

_の Index 番号を入力してください。_ 

>シーケンス香号を設定しまず。 

「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter policy sequence 〉」 に変わりまずので、シーケンス香号を 

_[入力してください。_ _ _ 

適 H する In - Profile の Index 番号を設定します。 

「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter in-profile index 〉」 に変わりますので、適用する In-Profile 

_の Index 番号を入力してください。_ 

) 適 H ずる Out - Profile の Index 番号を設定します。 

「0」と入力するとプ□ンプトが 「Enter out-profile inde い」に変わりますので、適用する 
Out - Profile の Index 香号を入力してください。 

~適用ずるポートリストの Index 番号を設定します。 

[ ru と入力するとプ□ンプトが 「Enter port list index 〉」 に変わりまずので、適用するポートリ 
ストの Index 番号を入力してください。 

「設定した内容を適用します。この適用を行わなければ設定した内容は有効にな0ません。 

) 上化のメニューに戻ります。 





4.7.6. QoS の設定 (Quality of Service Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu」 で〕マンド TS」 を選択すると、図 4-7-28 のよ 
うな 「Quality of Service Configuration Menu」 の画面になります。ここでは本装置の 
QoS(Quality of Service) に関する設定が巧能です。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Conriguration Menu -> Quality of Service Configuration Menu 

[TJraffic Class Configuration 
[EJgress Rate Limiting 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-28 QoS の設定 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


下 

QoS の設定画面に移動します。 



「T」 と入力すると画面が 「Traffic Class Configuration Menu」 に変わります。ここでの設定内容に 
ついては次項 (4.7.6.a) を参照してください。 

E 

帯域幅の制細の設定画面に移動しまず。 



「E」 と入力ずると画面が 「Egress Rate Limiting」 に変わりまず。ここでの設定内容については巧項 
(4.7.6.C) を参照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.6.a . トラフィツククラスの設定 

(Traffic Class Configuration Menu) 

「Quality of Service Configuration Menu 」 で〕マンド IT 」 を選がすると、図 4-7-29 のよ 
うな 「Traffic Class Configuration 」 の画面になります。この画面では QoS およびトラフィ 
ツククラスの設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Quality of Service Conn 呂 uration -> Traffic Class Configuration Menu 
QoS Status: Disabled 


Priority Traffic Class 



6 3 0: Lowest 

7 3 3 ： Highest 

- 〈 CO 圖 AND > - 

[S]et QoS Status [Q]uit to previous menu 

Set Priority-Traffic Class [MJapping 
Scheduling Method [C]onfig. 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-29 QoS の設定 


画面の説明 


QoS biatus 

IEEE 802 . Ip を使った QoS 機能のステータスを表示します。 

Enabled 

QoS がち効でず。 

Disabled 

QoS が無効です。（工場出荷時設定） 

Priority 

VLAN タブ内の Priority の値を表示します。 

Traffic Class 

トラフィックワラスの優ホ度を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


S 

QoS 機能のち効/無効を切 D 替えます。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable QoS ( E / D )>」 となりますので使用する場合は 
「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

M 

IEEE 802 .1 P の Priority 値に優先順位 (Traffic Class ) を割り当てます。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Priority ( E / D )>」 となりまずので、割り当てを行う Priority 
値 (0 〜 3) を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter traffic class for priority #>」に変わ 
りますので 、 Traffic Class (0 〜 3) を入力してください。 

C 

スケジユーリンブ方式の設定画面に移動しまず。 



に」と入力すると画面が 「Scheduling Method 」 に変わります。ここでの設定内容については巧項 
(4.7.6. b ) を参照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.6.b. スケジューリング方式の設定 (Scheduling Method) 

「Quality of Service Configuration Menu 」 で〕マンド TC 」 を選択すると、図4"7-30の 
ような 「Scheduling Method 」 の画面になります。この画面ではスケジューリンブ方式の設 
定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Quality of Service Conn 呂 uration -> Scheduling Method 
Scheduling Method ： Strict 


Traffic Class Weight 


0 1 

1 2 

2 3 

3 4 


- 〈 CC1MAND> 

に ] et Scheduling Method 

Set Traffic Class-Weight [MJapping 

[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-30 スケジューリング方式の設定 


画面の説明 


Scheduling Method : 

QoS 機能のスヶジューリンブ方式を表示します。 

Strict 

PQ :絶対優先スケジユーリンブ（工場出荷時設定） 

Weighted 
Round Robin 

WRR :重み付きラウンド□ビンスケジユーリンブ 

Traffic Class 

バケツ トの優先順化を表示しまず。 

Weight 

パケツトを割0振る比重を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


S 

QoS スヶジュ ー リンブ方式を選択します。 


rsj と入力するとプ□ンプトが 「Select scheduling method ( S / W )>」 となりますので 

Strict Priority Queueing を使用する場合は rs 」 を 、 Weighted Round Robin を使苗ずる場合は 
「 W 」 を入力してください。 

M 

優先順位 (Traffic Class ) に比重を設定しまず。 


「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter traffic class 〉」 となりますので 、 Traffic Class め〜 3) 

を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter weight for traffic class #>」に変わりますの 
で、 WheightO 〜 127) を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.6. C . 帯域幅の制御設定 

(Egress Rate Limiting Configuration Menu) 

[Quality of Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選がすると図 
4-7-31 のような 「Egress Rate Limiting Configuration Menu 」 の画面になります。この画 
面では帯域幅の制御設定を巧います。 
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Quality of Service Coirn 呂 uration - 户 Egress Rate Limiting Conriguration Menu 

Port 

Bandwidth 

Status 

1 

1000 

Disabled 

2 

1000 

Disabled 

3 

1000 

Disabled 

4 

1000 

Disabled 

已 

1000 

Disabled 

6 

1000 

Disabled 

7 

1000 

Disabled 

8 

1000 

Disabled 

9 

1000 

Disabled 

10 

1000 

Disabled 

Note: 

Bandwidth - 

IMbps/unit 



/pHMMAMn^ 




Set [BJandwidth 

[0]uit to previous menu 

Set に ] tatus Set 

[BJandwidth 

Command> 


Enter 

the character in square brackets to select option 


図午 7-31 帯域幅の制御設定 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Bandwidth 

帯域幅を表します。 

工場化巧時設定は1000です。（単 f 立は Mbps ) 

Status 

帯域幅の制細設定を有効/お効を表します。 


Enaolea 

帯域幅の制御設定はち効です。 


Disabled 

帯域幅の制御設定は無効です。 
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ここで使用できるコマンドは;欠のとおりです。 

帯域幅を設定しまず。 

「 B 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number e . g .:1, 3, 5-10」 に変わりますので、 
指定するポート香号を入力してください。入力後 、 「Enter bandwidth > J に変わりますの 
で、1〜1000の値を入力してください。 

~~帯域幅の制細設定を設定します。 

「 S 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter port number e . g .: 1,3, 5-10」 に変わりますので、 
指定するポート番号を入力してください。入力後 、 「Enable or Disable status ( E / D )>」 

に変わりますので、帯域幅の制御設定をち効にする場合はを 「 E 」 を、無効にずる場合は 「 D 」 
を入力してください。 

)[ 上化のメニ:!一に民ります。 



4.7.7 . ス I ムコント□ール設定 

(Storm Control Configuration Menu) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド To 」 を選択すると、図 4-7-32 のよ 
うな rstorm Control Configuration Menu 」 の画面になります 。 Unknown unicast 、 
Broadcast 、 Multicast の各ス I —ムコント□—ルの設定を巧います。 
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Advanced i)witch Configuration -> Storm Control 

Configuration Menu 

Port 

Storm Control 

Setting: 



No. 

DLF 

Broadcast 

Multicast Threshold 

1 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


2 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


3 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


4 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


己 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


6 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


7 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


8 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


9 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 


10 

Disabled 

Disabled 

Disabled 0 





/ onu/iMAKinx 







Set 

[D]LF Status 

Set [MJulticast Status 

[Q]uit to previous menu 

Set 

[Broadcast Status Set [TJhreshold Value 


Command> 




Enter the character 

in square 

brackets to select option 


図午 7-32 ストームコント□-ルの設定 


画面の説明 


DLF 

Unknown unicast のストー厶コント□—ルを有効 • 無効にします。 

Enaolea 

Unknown unicast のス1—厶コント□—ルが有効です。 

Disabled 

Unknown unicast のストー厶コント□—ルが無効です。（工場出荷時設 
定） 

Broadcast 

Broadcast のストームコント□-ルを有効-お効にします。 

Enaolea 

Broadcast のス1ムコント□-ルが有効でず。 

Disabled 

Broadcast のストームコント□-ルが無効です。（工場出荷時設定） 

Multicast 

Multicast のストームコント□-ルを有効-無効にします。 

Enaoled 

Multicast のス1'―ムコント□-ルが有効です。 

Disabled 

Multicast のストームコント□ールが無効でず。（工場出荷時設定） 

Threshold 

パケット数 (Packet Per Second ) の闘値を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


D 

Unknown unicast のストー厶コント□—ルを有効 • 無効に設定しまず。 



の」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、指定するポート香号 
を入力してください。入力後 、 「Enable 〇 「 Disable DLF storm control status ( E / D )>」 と変わり 
ますので 、 Unknown unicast をち効にする場合は 「 E 」 を、無効にずる場合は 「 D 」 を入力してく 
ださい。 

B 

Broadcast Storm のス1—厶コント□—ルを有効 • 無効に設定します。 



巧」と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、指定するポート番号 
を入力してください。入力後 、 「Enable or Disable broadcast storm control status ( E / D )>」 

と変わりますので、 Broadcast を有効にする場合は 「 E 」 を、お効にする場合は 「 D 」 を入力してく 
ださい。 

M 

Multicast Storm のス1'―ムコント□-ルを有効-無効に設定します。 



「 M 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりまずので、指定ずるポート香号 
を入力してください。入力後 、 「Enable or Disable multicast storm control status ( E / D )>」 と 
変わりますので、 Multicast をち効にずる場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してくだ 
さい。 

下 

パケット数 (Packet Per Second ) の闘値を設定します。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、指定するポート番号 
を入力してください。入力後 、 FEnter threshold value > J と変わりますので、パケット数 (Packet 
Per Second ) の闘値を〇〜262143の間で入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.8. IEEE 802 .1X ポートべース認証機能 

(Port Based Access Control Configuration Menu) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 x 」 を選択すると、図 4-7-33 のよ 
うな r 802.1 X Access Control Configuration 」 の画面になります。この画面では 
IEEE 802. IX 準拠の認証機能についての設定を巧ラことができます。 

認証方式は EAP - MD 5/ TLS / PEAP をサポートしています。 
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Advanced switch Configuration -> 

Port Based Access Control Configuration Menu 

NAS ID 

Nasi 

Port No 

1 

Port Status 

Authorized 

Port Control 

Force Authorized 

Transmission Period 

30 seconds 

SuppIScant Timeout 

30 seconds 

Server Timeout 

30 seconds 

Maximum Request 

2 

Quiet Period 

60 seconds 

Re-authentication Period 

3600 seconds 

Re-authentication Status 

Disabled 


/r'AMMAMn\ 



[P]ort No 

Q[u]iet Period 

Port [CJontrol 

R[e]-auth Period 

[TJransmission Period 

Re-[a]uth Status 

Supp[l]icant Timeout 

[IJnitialize 

Server Time[o]ut 

[R]e-auth Initialize 

[MJaximum Request 

[Q]uit to previous menu 

Command 〉 


Enter the character in square brackets to select option 


図午 7-33 IEEE 802. IX 認証機能 


ごを意： IEEE 802. IX ポートベース認証を使用する場合 、 MAC Learning を Disabled に設 
定できません。 


160 














画面の説明 


NAS ID 

認証 ID(NAS Identifier ) を表示しまず。 

Port No 

ポート番号を表おします。 

Port Status 

認証のが態を表示します。下記の Port Control 設定を反映しまず。 

Unauthorized 

ポートが認証されていない状態です。 

Authorized 

ポートが認記された状態です。 

Port Control 

認証要あの動作を表示しまず。 

Auto 

認証機能がち効であ D 、 クライアントと認証サーノ\'間の認証 
プ□セスの U レーを行います。 

Force Unauthorized 

認証機能をお効とし、全ての通信を遍断します。 

Force Authorized 

認証機能を無効とし、全ての通信を許可しまず。 

(工場出荷時設定） 

Transmission 

Period 

クライアントへの認証の再送信要求までの間隔でず。 

工場出荷時は30秒に設定されています。 

Supplicant 

Timeout 

クライアントのタイムアウト時間を表します。 

工場出荷時は30秒に設定されています。 

Server Timeout 

認証サーバのタイムアウト時間を表します。工場出荷時は30秒に設定されています。 

Max Request 

認証の最大再送信試行回数でず。工場出荷時は2回に設定されていまず。 

Quiet Period 

認証が失敗した隐、巧の認記要あを斤ラまでの時間です。 

工場出荷時は60秒に設定されています。 

Re-authentication 

Period 

巧認証の試わ間隔です。工場お荷時は3600秒に設定されてし^ます。 

Re-authentication 

Status 

再認証の有効 • 無効を表示します。 

Enaolea 

再認証を行います。 

Disabled 

再認証を行いません。（工場出荷時設定） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


P 

ポート香号を設定しまず。 



「 P 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、設定を行うポート香号 
を入力してください。 

C 

認言 

正要あの動作を設定しまず。 



に」を入力ずるとプ□ンプトが 「Select authenticator port control ( A / U / F ) >」に変わりますの 
で、認証機能を有効にする場合は 「 A 」 を、認証機能を無効にして通信を遮断する場合は ru 」 を、認 
証機能を無効にして通信を許可する場合は 「 F 」 を入力してください。 

下 

認言 

正要求の間隔を設定しまず。 



「 T 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter Transmission Period 〉」 に変わりますので、1から 

6553 5(秒)の整数を入力してください。 

L 

サプ U カントのタイムアウト時間を設定しまず。 



「 U を入力するとプ□ンプトが 「Enter Supplicant Timeout value 〉」 に変わりますので、1から 
65535(秒)の整数を入力してください。 

0 

認言 

正サーバのタイ厶アウト時間を設定します。 



「0」を入力ずるとプ□ンプトが 「Enter Server Timeou わ」 に変わりますので、1から 655 巧(秒)の 
整数を入力してください。 

M 

認言 

正の最大再送信試巧回数を設定します。 



「 M 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter Max request count >」 に変わりますので、再試行回数を1 
から 1 0(回)の整数を入力してください。 

U 

認言 

正が失敗した際の待機時間を設定しまず。 



「 U 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter Quiet Period 〉」 に変わりまずので、1から65535(秒)の整数 
を入力してください。 

X 

認言 

正の最大再送信試行回数を設定します。 



「 X 」を入力するとプ□ンプトが '「Enter Max request count 〉」 に変わりますので、再試巧回数を1 
から10(回)の整数を入力してください。 

E 

再認証の試行間隔を設定します。 



「 E 」 を入力するとプ□ンプトが '「Enter re-authentication Period 〉」 に変わりますので、1から 

6553 5(秒)の整数を入力してください。 

A 

再認証の有効-無効を設定しまず。 



「 A 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable re-authentication ?( E / L / D ) >」に変わります 
ので、再認証を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

1 

認言 

正状態を初期化しまず。 



川を入力するとプ□ンプトが TWould you initialize authenticator ？ (丫 / N )>」 に変わりますので、 
初期化する場合は 「 Y 」、 しない場合は 「 N 」 を入力してください。 

R 

再認証の状態を初期化しまず。 



「 R 」 を入力するとプ□ンプトが 「ould you want to initialize re - authentication ? (丫 / N ) >」に変わ 
りますので、初期化ずる場合は 「 Y 」、 しない場合は m 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.9. に MP Snooping の設定 

(IGMP Snooping Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド「1」を選択すると、図 4-7-34 のよ 
うな nGMP Snooping Configuration Menu 」 の画面になります。 TV 会議システムや映像 
配信、音声配信のシステムのような IP マルチキャストを用いたアプリケーシヨンをご'使用に 
なる場合に、マルチキャストパケットが全ポートに送信され帯域を占有するのを防ぎます。 

また、マルチキャストフィルタリンブ機能を使うことにより、ブループが作成されてい 
ない場合であつても設定したポートと J レータポートな外へのマルチキ中ストパケットの送 
信を防ぐことができます。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Conriguratton IGMP Snooping Configuration Menu 


IGMP Snooping Status 
Multicast Filtering Status 
Host Port Age-Out Time 
Report Forward Interval 
VLAN ID Group MAC Address 


Disabled 

Disabled IGMP Snooping Querier : Disabled 

260 sec Router Port Age-Out Time : 125 sec 

5 sec 

Group Members 


- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page Set [H]ost Port Aged Time Show [V]LAN Filter Table 

[P]revious Page Set [R]outer Port Aged Time Show Router Port [liable 

Set I[G]MP Snooping Status Set Report [IJnterval Set Static [M]ember Port 

Set M[u]Iticast Filtering Set [ し ] eave Mode [0]uit to previous menu 

Set Querier [C]onfiguration 
Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-34 に MP Snooping の設定 
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画面の説明 


IGMP bnoopina Status 

に MP Snooping 機能がち効かどうかを表します。 

Enaolea 

に MP Snooping 機能有効 

Disabled 

に MP Snooping 機能無効 

Multicast i-iltering 

Status 

マルチキャストフィルタリンブ機能が有効かどラかを表します。 

Enaolea 

マルチキヤストフィルタリンブ機能ち効 

Disabled 

マルチキ巾ストフィルタリンブ機能無効 

に MP Snooping 

Querier 

に MP snooping Querier 機能が有効かどうかを表します。 

Enaolea 

に MP Snooping Querier 機能有効 

Disabled 

に MP Snooping Querier 機能無効 

Host Port Age-Out 

Time 

マルチキャストグループに参如しなくなってから自動的に開放されるま 
での時間を表します。工場出荷時は260砂に設定されています。 

Router Port Age-Out 
Timer 

ルータポートが自動的に開放されるまでの時間を表します。 

工場出荷時は125砂に設定されていまず。 

Report Forward 

Interval 

Proxy Repo けの待機時間を表します。 

工場出荷時は5秒に設定されていまず。 

VLAN ID 

マルチキャストグループの VLAN ID を表します。 

Group MAC Address 

マルチキャストグループの MAC アドレスを表します。 

Group Members 

マルチキャストグループに属しているポートを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 


「 P 」 と入力ずると前のページを表示します。 

G 

に MP Snooping を有効にします。 


「 G 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable 〇「 Disable に MP snooping ( E / D )>」 となりますの 
で、機能を有効にする場合は 「 E 」 を、使用しない場合はの」を入力してください。 

U 

マ) 

レチキャストフィルタリンブを有効にしまず。 


「 U 」 と入力するとプ□ンプトが '「Enable 〇 「 Disable Multicast Filtering ( E / D )>」 となります 
ので、機能を有効にする場合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

C 

に 

\AP snooping Querier を設疋しまず。 


「 C 」 と入力ずると rSet Querier Configuration Menu 」 の画面に移動しまず。 （4.7.10. d を参 
照） 

H 

マ) 

レチキャストグループのメンバーのエージング時間を設定しまず。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter age out time 〉」 となりますので、時間を設定してくだ 
さい。設定可能な値の範囲は150〜300秒です。 

R 

マ) 

レチキャストグループのルータポートのエージング時間を設定しまず。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter age out time 〉」 となりますので、時間を設定してくだ 
さい。設定可能な値の範囲は150〜300秒です。 

1 

Proxy Repo けの待機時間を設定します。 


「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter forward interval 〉」 となりまずので、時間を設定してく 
ださい。設定巧能な値の範囲は〇〜25秒です。 

L 

Leave パケツト受信後の動作を設定します。 


「1_」と入力すると rSet Leave Mode Menu 」 の画面に移動します。 （4.7.10. a を参照） 

V 

フィルタをかける VLAN を設定します。 


「 V 」と入力すると 「 Show に MP Snooping VLAN Filter Table Menu 」 の画面に移動します。 
(4.7.10 .b を参照） 

下 

ルータポートを表术します。 


「 T 」 と入力すると 「Show Router Port Table Menu 」 の画面に移動します。 

(4.7.10 .C を参照） 

M 

静的にルータポートを設定しまず。 


「 M 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Add or Delete static group member ( A / D )>」 となります 
ので、ルータポートを追加する場合は 「 A 」 を、削除する場合は「0」を入力してください。その 
後、対象の VLAN ID およびマルチキャスト MAC アドレスをそれぞれ入力し、対象のポート番 
号を入力して下さい。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ごを意に MP Snooping 機能とインターネットマンションモードの併用はできません。 
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4.7.9.a. Leave モードの設定 (Set Leave Mode Menu) 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 で〕マンド 「U を選択すると、図 4-7-35 のよう 
な rset Leave Mode Menu 」 の画面になります。ここでは Leave パケット受信後の動作の 
設定を行います。 


PN 28089 Local Management System 

IGMP Snooping Configuration -> Set Leave Mode Menu 

Leave Delay Time : 5 sec 

Port Mode 


1 Norma 

2 Norma 

3 Norma 

4 Norma 

5 Norma 

6 Norma 

7 Norma 

8 Norma 

9 Norma 

10 Norma 


[S]et Leave Mode 


- 〈 CC1MAND> - 

Set Leave Delay [T]ime [0]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-35 Leave モードの設定 


画面の説明 


Leave Delay Time 

Leave パケツト受信後の待機時間を表おします。 

Port 

ポートの番号を表示します。 

Mode 

Leave パケツト受信後の動作を表おします。 

Normal 

Leave Delay Time の間待機を行い、その後マルチキャスト 
ブループメンバから解放します。（工場化荷時） 

Immediate 

Leave パケット受信後直ちにマルチキャストグループメン 
バから解放します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


S 

Leave パケツト受信後の動作を設定します。 



「 S 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりまずので、設定し 
たいポートの番号を入力してください。するとプ□ンプトが rset leave mode ( N / l )>」 となります 
ので、 Leave パケット受信後、直ぐにルータポートへ送信する場合は「1」を 、 Leave Delay Time 
の間待機してからルータポートへ送信ずる場合は 「 N 」 を入力してください。 

下 

Leave パケツト受信後の待機時間を設定します。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが rSet leave delay time 〉」 となりますので、 Leave パケット受信後の 
待機時間を 1-10 の範囲で入力してください。（工場出荷時は5秒） 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.9. b . VLAN フィ ルターの設定 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 で〕マンド 「 V 」 を選択すると、図 4-7-36 のよう 
な 「 Show に MP Snooping VLAN Filter Table Menu 」 の画面になります。この画面では 
に MP Snooping 機能の対象外にする VLAN の設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

IGMP Snooping Configuration -> Show IGMP Snooping VLAN Filter Table Menu 


VLAN ID Status 


- 〈 CO 圖 AND> - 

[N]ext Page [S]et VLAN Filter 

[ 門 revious Page [0]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-36 VLAN フイルターの設定 

画面の説明 


VLAN ID 

VLAN ID を表示します。 

Status 

VLAN フイ J レターの状態を表示しまず。 

Filtered 

VLAN フイルターがち効です。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力ずると前のページを表示します。 

S 

VLAN フィルターの対象とする VLAN を設定します。 



「 S 」 と入力するとプ □ ンプトが 「Enter VLAN ID > 」となりますので 、 VLAN ID を設定してくだ 

さい。設定可能な値の範囲は 1 〜 4094 です。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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図 4-7-37 ルータポートテー刀レ参照 


画面の説明 
Dynam に Detection 


VLAN ID 
Port List 


ルータポートの自動学習方法を表示します。 


PIM and DVMRP 

PIM または DVMRP パケットを受信したポートをル 
-タポートとして学習しまず。（工場出荷時） 


に MP Query 

に MP Query を受信したポートをルータポートとし 
て学習します。 


PIM and DVMRP , 

に MP Query 

PIM 、 DVMRP またはに MP Query を受信したポー 
をルータポートとして学習しまず。 

卜 


VLAN ID を表示します。 
ポートリストを表示します。 










ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示します。 


「 N 」 と入力ずると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 


「 P 」 と入力ずると前のページを表示します。 

S 

静的にルータポートを設定しまず。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Add or Delete Static Multicast Router Port ( A / D )>」 とな 
りますので、追如する場合は 「 A 」 を、削除する場合は 「 D 」 を入力してください。入力後、 
「Enter port number >」 と変わりますので、1〜10の間でポートを号を入力してください。 

L 

動的にルータポートを指定します。 


「 U と入力するとプ□ンプトが rSet dynamic learning method ( P / l / B )>」 となりますので、 
PIM と DVMRP の場合は 「 P 」 を、に MP Query の場合は「1」を、全ての場合は巧」を入力 
してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 





4.7.9.d. に MP snooping Querier の設定 

(Set Querier Configuration Menu) 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 で〕マンド IT 」 を選択すると、図 4-7-38 ような 
「Show Router Port Table Menu 」 の画面になります。 


PN 28089 Local Management System 

IGMP Snooping Configuration -> Set Querier Configuration Menu 
Querier Status : Disabled Current Role: Querier 


Version 2 
60 
10 
120 
2 

10 


TCN Query Pending Count 


IGMP Version 
Query Interval 
Max Response Time 
Querier Timeout 
TCN Query Count 
TCN Query Interval 


Set Ou [ejrier Status 
Set [M]ax Response Time 
Set TCN Query I [njterval 


- 〈 C0liflAND> - 

Set IGMP [VJersion 
Set Querier [T]imeout 
[0]uit to previous menu 


Set Query [IJnterval 
Set TCN Query [CJount 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4^7-38 に MP Snooping Querier の設定 
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画面の説明 


Querier Status 

に MP Snooping Querier のち効/無効を表示しまず。 

Enaoled 

に MP Snooping Querier 機能が有効でず。 

Disabled 

に MP Snooping Querier 機能が無効です。（工場化巧時） 

Current Role 

に MP Snooping Querier のが態を表示します。 

Querier 

本装置が Querier として動作している。 

None 

他に Query を送信する機器がいるため、本装置からの Query 
送信を停止しています。 

IGMP Version 

送信するに MP Query のバージョンを表示します。 

Version 1 

Version 1のに MP Querier を送信します。 

Version 2 

Version 2のに MP Querier を送信します。（工場出荷時） 

Querier Interval 

Query を送信する間隔を表示しまず。（工場出荷時： 60砂） 

Max Response Time 

Query に対する広答の待ち時間を表示します。（工場化巧時：10砂） 

Querier Timeout 

他の Querier がいなくなったと判断するまでの時間を表示します。 

(工場出荷時：120秒） 

TCN Query Count 

STP のトポ□ジーチ I ンジ発生時に送信ずる Query の数を表示します。 

(工場出荷時： 2) 

TCN Query Pending 
Count 

STP のトポ□ジーチ王ンジ凳生時に送信する Query の残数を表示します。 

TCN Query Interval 

STP のトポ□ジーチ I ンジ発生時に送信する Query の送信間隔を表示します。 
(工場出荷時：10秒） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


E 

に MP Snooping Querier 機能の設定を行います。 


「 E 」 と入力ずるプ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable querier status ( E / D )>」 と表示されるので、 
有効にずる場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

V 

送 

画ずるに MP Query のバージョンの設定を行います。 


「 V 」と入力するプ□ンプトが 「Enter IGMP version 〇/2)>」と表示されるので、バージョン1 
を使用する場合は「1」を、ノ t ージョン2を使用する場合は「2」を入力してください。 

1 

に MP Query の送信間隔を設定します。 


「1」と入力するプ□ンプトが 「Enter query interval 〉」 と表示されるので、1〜18000 ( 秒）の 
範囲で値を入力してください。 

M 

に MP Query の待ち時間を設定します。 


「 M 」 と入力するプ□ンプトが 「Enter max response time >」と表示されるので、1〜25(秒） 
の範囲で値を入力してください。 

下 

他の Querier がいなくなったと判断ずるまでの時間を設定しまず。 


のと入力ずるプ□ンプトが 「Enter querier timeout >」と表示されるので、60〜600 (秒） 

の範囲で値を入力してください。 

C 

STI 

3のトポ□ジーチェンジ発生時に送信する Query の数を設定します。 


「〔」と入力するプ□ンプトが 「Enter TCN query coun い」と表示されるので、1〜10 ( 回）の 
範囲で値を入力してください。 

N 

STI 

っの トポ□ジーチ王ンジ発生時に送信する Query の送信間隔を設定しまず。 


「 N 」 と入力するとプ□ンプトが rEnter TCN query interval > J と表示されるので、 1 〜 10 ( 秒） 
の範囲で値を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.10. Power Over Ethernet の設定 

(Power Over Ethernet Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド TP 」 を選択すると、図 4-7-39 のよ 
うな 「Power Over Ethernet Configuration Menu 」 の画面になります 。 IEEE 802.3 at 華 
拠の電源供給の設定を巧ラことができます。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Conriguration -? Power Over Ethernet Conriguration Menu 


PoE [P]ort Configuration 
PoE [G]lobal Configuration 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-39 PoE の設定 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


P 

PoE ポートの設定を行います。 



「 P 」 と入力すると rPoE Port Configuration MenuJ へ移動しまず。 4.7.10. a をご覧くださ 

い。 

G 

Pol 

E の設定を行いまず。 



「 G 」 と入力すると rPoE Global Configuration MenuJ へ移動します。 4.7.10. b をご覧くだ 
さい。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ごを意：本装置では IEEE 802.3 af または IEEE 802.3 at 準拠の端末機器に対して合計 240 W 
までの電源供給が巧能です。各ポートに対しては、 IEEE 802.3 af 対応機器の場合 
は最大1 5.4 W 、 IEEE 802.3 at 対応機器の場合は最大30.0 W まで供給が可能です 
が、接続される端末機器の必要電力が合計 240 W を越えないように接続してくだ 
さい。これを越えた場合は 4 . 7 . 10.3 項の Status で Overload と表示され、正常に 
電力供給ができなくなります。 
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4.7.10.a. PoE ポートの設定 (PoE Port Configuration Menu) 

rPower Over Ethernet Configuration Menu 」 でコマンド TP 」 を選択すると、図んフイ〇 
のような rPoE Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、ポートごと 
の PoE 設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Power Over Ethernet Conriguration -> PoE Port Configuration Menu 


No. 

Admin 

Status 

Layer Class 

Prio. 

Limit (mW) 

Pow. (mW) Vol. 

(V) Cur. 

(mA) 


Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

2 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

3 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

4 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

5 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

6 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

7 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 

8 

Up 

Not 

Powered 

- 

- 

Low 

Auto 

0 

0 

0 


- 〈CC1MAND> - 

Set PoE Port Admin [SJtatus Set PoE Port Power [L]imit 

[Q]uit to previous menu Set PoE Port Pr[i]ority 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4~7"40 PoE ポートの設定 
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画面の説明 


Admin 

給電巧能かどラかを表示しまず。 

工場出荷時は rup 」 に設定されています。 

Up 

給電可能を表します。 

Down 

給電不可能を表します。 

Status 

給電の状態を表示します。 

Powered 

電源供給を行っていることを表します。 

Not 

Powered 

電源供給を行っていないことを表します。 

Overload 

Limi かソ上の電源供給がされたため給電が停止されていることを表しま 
す。 

Layer 

端末機器が対応しているクラシフィケーシヨン方式を表示します。 

1 

Physical Layer 〔 lassification に基づき給電されていることを表しま 
す。 

2 

Data Link Lalyer 〔 lassification に基づき給電されていることを表し 
ます。 

Class 

ワラシフィケーシヨンにより検化された Class を表示します。 

Prio . 

給電の優先順化を表おします。 

加. 

最優先されることを表します。 

High 

Crit . の巧に優先されることを表します。 

Low 

優先されないことを表しまず。 

Limit 

巧給電力量の」 
工場出荷時は r 

二 限を表示します。 （200 mW 単位） 

Auto 」 に設定されています。 

Pow . 

巧給電力量を表示します。 （ lOOmw 単イ立） 

Vol . 

電圧値を表示します。（ IV 単位） 

Cur . 

電流値を表示します。 (1 m A 単位） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


S 

電源供給を巧能にするかどラかを設定しまず。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 と変わりますので、 
変更したいポート香号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート香号を 
「0」と入力してください。すると、プ□ンプトが rup or Down PoE port admin status 
( U / D )>」 となりますので、有効 ( Up ) にする場合は「川を、無効 ( Down ) にする場合はの」を入 
力してください。 

1 

電な 

寅供給に優先順化を設定します。 


「1」と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 と変わりまずので、変 
更したいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」 

と入力してください。すると、プ□ンプトが 「Enter the selection 〉」 となりますので 、 Critical 
に設定する場合は「1」、 High に設定する場合はじ」、 Low に設定する場合は「3」を入力してく 
ださい。 

L 

供給電力の上限を設定します。 


「 U と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 と変わりまずので、変 
要したいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更ずる場合はポート番号を「0」 

と入力してください。すると、プ□ンプトが 「Enter limit mode for port # ( A / M )>」 となり 
まずので、上限を自動で設定ずる場合は 「 A 」 を、手動で設定する場合は 「 M 」 を入力してく 
ださい。 「 M 」 を選択した場合プ□ンプトが 「Enter the power limit 〉」 となりますので、設 
定したい上限を3000〜30000 mW の範囲 （200 mW 単位）で入力してください。入力が完了 
し、設定が変更されると上部の表おも自動的に変更されます。 

巧給電力量の上限設定を自動 ( Auto ) にした場合、給電端末検知後の Gass 値によ0自動のにポ 
ートの1」5ット値が設定されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ごを意：1 5.4 W な上の電力を要あし、かつ 2- Even 1: Physical Layer Classification または Data Link 
Layer Classification をサポートしていない IEEE 802.3 at 非準拠の PoE 受電機器へ電力を供給 
する場合は、供給電力量の上限値を15600〜30000 mW の範囲で Manual 設定を行う必要があ 
D ます。 
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4.7.10.b. PoE の設定 

rPower Over Ethernet Configuration Menu 」 でコマンド TG 」 を選択すると、図 4"741 
のような rPoE Global Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 PoE の設 
定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Power Over Ethernet Conriguratio 

n -> PoE Global Configuration Menu 

Fan Speed : 

High 

Power Budget : 

240W 

Power Consumption : 

OW 

Power Usage Threshold For Send in 

呂 Trap: 50 % 

Power Management Method Deny 

next port connection, regardless of priority 

Set [F]an Speed 

Set Power [UJsage 

Set Power Management Method 
[Q]uit to previous menu 

〈 CO 圖 AND> - 

Note: 

The Power Budget value will chan 

ge automatically if select the Fan Speed. 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-41 PoE の設定 






画面の表示 


Fan Speed 

ファンの回転速度を表示します。 

この値を変更ずると後述の Power Budget も連動して変更されます。 

工場出荷時は 「 High 」 に設定されています。 

Low 

回転速度を低速、 PowerBudget を 124 W に設定しまず。 

High 

回転速度を高速、 PowerBudget を 240 W に設定しまず。 

Power Budget 

本装置が供給できる巧給電力量を表示します。 

Power 

Consumption 

本装置が供給している供給電力量を表おします。 

Power Usage 
Threshold for 
Sending Trap 

Trap を送信するための巧給電力量の闘値を表示します。 

工場出荷時は「50%」に設定されていまず。 

Power 

Management 

Method 

巧給電力量が Power Budget を超えた際の電源供給の方をを表示します。 

工場出荷時は 「Deny next port connection , regardless of priority 」 に設定されて 
いまず。 

Deny next port 
connection , regardless of 
priority 

Power Budget が超えた直前に接続されたポートの 
給電を停止します。 

Low priority port will be 
shut down 

優先順化の一を低いポートの給電を停止します。 

優先順化が同じ場合はポート番号の大きいポートの 
給電が停止されます。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお D です。 


F 

ファンの回転速度を設定します。 



「 F 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Select Fan Speed 〉」 と変わりますので、 Low にする場合はり」、 
High にずる場合は口」を入力してください。 

U 

Trap を送信するための闘値を設定します。 



「川と入力するとプ□ンプトが 「Enter power usage threshold 〉」 と変わりますので、 Trap を送信 
する闘値を入力してください。 

M 

電ミ I 

尉な給の管涅方ミちを設定しまず。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter the power management method 〉」 と変わりますので、 
管理を巧う方ミ去を選択し入力してください。 Priority が Low のものを shutdown して新しく接続さ 
れたものに供給する場合は「0」、 Priority の値に関係なく、巧につないだものには供給しない場合は 
「1」を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意：巧給電力量が 240 W な下の状態で、新たに1 5.4 VV な上の電力をミ肖費ずる IEEE 802.3 at 対応の 
PoE 受電機器を接続し巧給電力量が装置全体の給電巧能容量を超えた場合は 、 Power 
Management Method の設定にかかわらず苗に優先順位の低いポートの給電が停止されます。 
(同じ優先順化の場合はポート香号の大きいポートの給電が停止します。） 
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4.7.11. リングプ□トコルの設定 

(Ring Redundant Protocol Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 R 」 を選択すると、図 4-7-42 のよ 
うな 「Ring Redundant Protocol Configuration 」 の画面になります。この画面でリンブプ 
□ トコルに関する設定を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Conriguratton Ring Redundant Protocol Configuration 

RRP Status : Disabled Total Domain Number : 0 

Domain Name Ctrl VLAN Data VLAN(s) Ring Status Node Type 


- 〈 CO 圖 AND> - 

Set RRP に ] tatus [MJodify RRP Domain 

[C]reate RRP Domain [DJelete RRP Domain 

S[h]ow RRP Domain information [Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-42 リンブプ □ 卜 ] J レ設定メニュー 
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画面の説明 


RRP Status 

リンブプ□トコル機能の状態を表示します。 

Enaolea 

リンブプ□トコル機能がち効です。 

Disabled 

リンブプ□トコル機能がお効です。（工場出荷時設定） 

Domain 

Name 

ドメイン名を表示しまず。 

Total 

Domain 

Number 

登録されたドメイン数を表示します。 

(最大1グループの登録が巧能です。） 

Ctrl VLAN 

制御用 VLAN の ID を表示しまず。 

Data 

VLAN ( s ) 

データ用 VLAN の ID を表示します。 

Ring Status 

リンブの状態を表示します。 

Idle 

リンブプ□トコ;レ機能が無効であることを表します。 

Complete 

リンブトポロジが正しく構成されていることを表します。 

このステータスは Master ノードのみ表示されまず。 

Failed 

リンブトポ□ジが構成されていないことを表します。 

このステータスは Master ノードのみ表示されまず。 

Link-Up 

リンブトポロジが正しく構成されていることを表します。 

このステータスは Transit ノードのみ表示されます。 

Link-Down 

リンブトポ□ジが構成されていないことを表しまず。 

このステータスは Transit ノードのみ表示されます。 

Pre-Forwarding 

リンブトポロジを構成中であることを表します。 

このステータスは Transit ノードのみ表示されます。 

Node Type 

ノードの役割を表示します。 

Master 

リンブの動作を制御するスイツチであることを表します。 

Master ノードはドメインに1台だけ設定します。 

Transit 

Master ノードじ(外のスイツチであることを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です 


S 

リンブプ□トコル機能の有効-無効を設定します。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable RRP status ( E / D )>」 となりますので、有効 
にずる場合は 「 E 」 、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

C 

新たなドメインを作成します。 



re 」 と入力すると画面が 「RRP Domain Creation Menu 」 へ変わります。内容については次項 
(4.7.11. a ) を参照してください。 

D 

設定されているドメインを削除します。 



の」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter RRP Domain Name >」となりますので、削除したいドメイ 
ン名を入力してください。 

M 

設定されているドメインを修正します。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Domain Name >」となりますので、設定を行いたい 
ドメイン名を入力してください。すると画面が 「RRP Domain Modification Menu 」 に変わりま 
ず。内容については巧項 (4.7.1 1七)を参照してください。 

H 

ドメインの情報を表示します。 



「川と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter RRP Domain Name >」となりますので、情報を表示したい 
ドメイン名を入力してください。ずると画面が 「RRP Domain information Menu 」 に変わります。 
内容については巧項 (4.7.1 1 . c ) を参照してください。 

Q 

上位のメニューに戻りまず。 


ごを意リンブプ□トコル機能とインターネツトマンションモードの併用はできません。 


ごを意リンブプ□トコルを構成するポートは、事前にループ検知-遮断機能をお効に設 
定してください。ループ検知•遮断機能の詳しい設定方法につきましては 4.7. 12 
項を参照してください。 
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4.7.11.a. ドメインの作成 (RRP Domain Creation Menu) 

「Ring Redundant Protocol Configuration 」 でコマンド TCl を選択すると、図 4"7'43 のよ 
うな 「RRP Domain Creation Menu 」 の画面になります。この画面で RRP ドメインの作成 
を巧います。 


PN 28089 Local Management System 

RRP Management -> RRP Domain Creation Menu 

RRP Domain Name RRP Node Type : 

Primary Port 
Secondary Port 

Polling Interval :1 Fail Period : 2 

Control VLAN 
Data VLAN 


- 〈 CC1MAND> - 

Set RRP Domain [N]ame Set Node [T]ype 

Set [ 門 rimary Port Set [SJecondary Port 

Set P[o]11ing Interval Set [F]aiI Period 

Set [C]ontrol VLAN Set [D]ata VLAN 

[AJpply [Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-43 RRP ドメインの作成 


画面の説明 


RRP Domain 

Name 

ドメインの名前を表しまず。 

RRP Node Type 

ノードの役割を表示しまず。 

Master 

リンブの動作を制御するスイッチであることを表します。 

Master ノ ードはドメインに1台だけ設定します。 

Transit 

Master ノードじ(外のスイッチであることを表します。 

Primary Port 

プライマリポートを表示します。 

Secondary Port 

セカンダリポートを表示します。 

Polling Interval 

ポーリンブ間隔を表示します。 

Fail Period 

ポーリンブに対するタイムアウト時間を表示します。 

Control VLAN 

制細巧 VLAN の ID を表示しまず。 

Data VLAN 

データ用 VLAN の ID を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


N 

ドメインの名前を設定します。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Domain Name 」 となりまずので、設定ずるドメイン名を 
半角2 5文字な内で入力してください。 

下 

ノードの役割を設定します。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Node Type ( M / T ) >」となりまずので、 Master ノードに 
設定する場合は 「 M 」 、 Transit ノードに設定する場合は 「 T 」 を入力してください。 

P 

プライマリポートを設定します。 



「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Primary Port >」となりますので、プライマリポートに設 
定するポート空 号〇〜 10) を入力してください。 

S 

セカンダリポートを設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Secondary Port >」となりますので、セカンダリポート 
に設定したいポート番号 〇〜 1 0) を入力してください。 

0 

ポ- 

-リンブ間隔を設定します。 



「0」と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Polling Interval 〉」 となりまずので、1-2(砂)の範囲でポ 
- リンブ間隔を入力してください。 

F 

ポーリンブに対するタイムアウト時間を設定します。 



「 F 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Fail Period 〉」 となりまずので、2-5(秒)の範囲でポーリン 
ブに対するタイムアウト時間を入力してください。 

S 

制御用 VLAN を設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Control VLAN ID >」となりますので、制御用 VLAN に設定し 
たい VLAN ID (2-4094) を入力してください。ポート香号を複数入力ずる場合はスペースなしで、力 
ンマで区切るか、連続した数字の場合は八イフンで指定してください。 

D 

データ用 VLAN を設定します。 



の」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter Data VLAN ID >」となりますので、データ用 VLAN に設定し 
たい VLAN ID (1-4094) を入力してください 。 VLAN ID を複数入力する場合はスぺースなしで、カン 
マで区切るか、連続した数字の場合はパイフンで指定してください。 

A 

ドメインを設定します。 



「 A 」 と入力ずると反映されます。 

Q 

上位のメニューに戻りまず。 


ごを意ドメイン設定後にそのまま「0」ぬ uit ) を入力すると設定が反映されません。 

作成したドメインの設定を反映させるには 「 A 」( Apply ) を必ず入力してくだ 
さし、。 
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4.7.11.b. ドメインの修正 (RRP Domain Modification Menu) 

「Ring Redundant Protocol Configuration 」 でコマンド TM 」 を選択すると、図の 
ような 「RRP Domain Modification Menu 」 の画面になります。この画面で RRP ドメイン 
の修正を行います。 


PN 28089 Local Management System 

RRP Management -> RRP Domain Modification Menu 


RRP Domain Name 

ringl 

Primary Port 

9 

Secondary Port 

10 

Polling Interval 

1 

Control VLAN 

1000 

Data VLAN 

1 


RRP Node Type : Transit 

Fail Period : 2 


- 〈 CC1MAND> - 

Set RRP Domain [N]ame Set Node [T]ype 

Set [ 門 rimary Port Set [SJecondary Port 

Set P[o]11ing Interval Set [F]aiI Period 

Set [C]ontrol VLAN Set [D]ata VLAN 

[AJpply [Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-7-44 RRP ドメインの修正 


画面の説明 


RRP Domain 

Name 

ドメインの名前を表しまず。 

RRP Node Type 

ノードの役割を表示しまず。 

Master 

リンブの動作を制御するスイッチであることを表します。 

Master ノ ードはドメインに1台だけ設定します。 

Transit 

Master ノードな外のスイッチであることを表します。 

Primary Port 

プライマリポートを表示します。 

Secondary Port 

セカンダリポートを表示します。 

Polling Interval 

ポーリンブ間隔を表示します。 

Fail Period 

ポーリンブに対するタイムアウト時間を表示します。 

Control VLAN 

制細田 VLAN の ID を表示しまず。 

Data VLAN 

データ用 VLAN の ID を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


N 

ドメインの名前を設定します。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Domain Name 」 となりまずので、設定ずるドメイン名を 
半角2 5文字な内で入力してください。 

下 

ノードの役割を設定します。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Node Type ( M / T ) >」となりまずので、 Master ノードに 
設定する場合は 「 M 」 、 Transit ノードに設定する場合は 「 T 」 を入力してください。 

P 

プライマリポートを設定します。 



「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Primary Port >」となりますので、プライマリポートに設 
定するポート空 号〇〜 10) を入力してください。 

S 

セカンダリポートを設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Secondary Port >」となりますので、セカンダリポート 
に設定したいポート番号 〇〜 1 0) を入力してください。 

0 

ポ- 

-リンブ間隔を設定します。 



「0」と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Polling Interval 〉」 となりまずので、1-2(砂)の範囲でポ 
- リンブ間隔を入力してください。 

F 

ポーリンブに対するタイムアウト時間を設定します。 



「 F 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter RRP Fail Period 〉」 となりまずので、2-5(秒)の範囲でポーリン 
ブに対するタイムアウト時間を入力してください。 

S 

制御用 VLAN を設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter Control VLAN ID >」となりますので、制御用 VLAN に設定し 
たい VLAN ID (2-4094) を入力してください。ポート香号を複数入力ずる場合はスペースなしで、力 
ンマで区切るか、連続した数字の場合は八イフンで指定してください。 

D 

データ用 VLAN を設定します。 



の」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter Data VLAN ID >」となりますので、データ用 VLAN に設定し 
たい VLAN ID (1-4094) を入力してください 。 VLAN ID を複数入力する場合はスぺースなしで、カン 
マで区切るか、連続した数字の場合はパイフンで指定してください。 

A 

ドメインを設定します。 



「 A 」 と入力ずると反映されます。 

Q 

上位のメニューに戻りまず。 


ごを意ドメイン設定後にそのまま「0」ぬ uit ) を入力すると設定が反映されません。 

修正したドメインの設定を反映させるには 「 A 」( Apply ) を必ず入力してくだ 
さし、。 
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4.7.11 .C. ドメイン情報の表爪 (RRP Domain information Menu) 

「Ring Redundant Protocol Configuration 」 でコマンド TH 」 を選択すると、図んフィちのよ 
うな 「RRP Domain information Menu 」 の画面になります。この画面で RRP ドメインの情 
報を確認できます。 


PN 28089 Local Management System 

RRP Management -> RRP Domain information Menu 

RRP Domain Name 

Ring1 

RRP Node Type 

Transit 

RRP Ring Status 

Idle 

Primary Port 

9 

Primary Port Status 

Down 

Primary Port Role 

Upstream 

Secondary Port 

10 

Secondary Port Status 

Down 

Secondary Port Role 

Downstream 

Polling Interval 

Fail Period 

1 

2 

Control VLAN 

Data VLAN 

1000 

1 

Press any key to continue... 


図 4-7-45 ドメイン信報の表示 


188 










画面の説明 


RRP Domain 

Name 

ドメイン名を表示します。 

Node Tvpe 

ノードの役割を表示しまず。 

Master 

リンブの動作を制御するスイッチであることを表します。 

Master ノ ードはドメインに1台だけ設定します。 

Transit 

Master ノードじ(外のスイッチであることを表します。 

Ring Status 

リンブの状態を表示しまず。 

IDLE 

U ンブプ□トコル機能が無効であることを表します。 

Complete 

リンブトポロジが正しく構成されていることを表します。 

このステータスは Master ノードのみ表示されます。 

Failed 

リンブトポ□ジが構成されていないことを表します。 

このステータスは Master ノードのみ表示されまず。 

Link-Up 

リンブトポロジが正しく構成されていることを表します。 

このステータスは Transit ノードのみ表されます。 

Link-Down 

リンブトポ□ジが構成されていないことを表します。 

このステータスは Transit ノードのみ表のされます。 

Pre-Forwarding 

リンブトポロジを構成中であることを表します。 

このステータスは Transit ノードのみ表示されます。 

Primary Port 

プライマリポートを表おします。 

Primary Port 
Status 

プライマリポートの状態を表示します。 

Unknown 

ドメインが無効であることをを表します。 

Fowardina 

通常の通信を巧っている状態を表します。 

Down 

ポートがリンワアップしていない状態を表します。 

Blocking 

制御用フレームな外は受信しない状態を表します。 

Primary Port 

Role 

プライマリポートの役割を表示します。 

Upstream 

Upstream ポートとして動作中です。 

Downstream 

Downstream ポートとして動作中です。 

Secondory Port 

セカンダ u ポートを表示します。 

Secondory Port 
Status 

セカンダリポートの状態を表示します。 

Unknown 

ドメインが無効であることをを表します。 

Fowardina 

通常の通信を巧っている状態を表します。 

Down 

ポートがリンワアップしていない状態を表します。 

Blockina 

制御用フレームな外は受信しない状態を表します。 

Secondory Port 
Role 

セカンダリポートの役割を表示します。 

Upstream 

Upstream ポートとして動作中です。 

Downstream 

Downstream ポートとして動作中です。 

Polling Interval 

ポーリンブ間隔を表示します。 

Fail Period 

ポーリンブに対するタイムアウト時間を表示します。 

Ctrl VLAN 

設定されている制御用 VLAN の ID を表示します。 

Data VLAN ( s ) 

設定されているデータ用 VLAN の ID を表示しまず。 
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4.7.12. ループ検知-遮断機能の設定 

(Loop Detection Conriguration Menu) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンドの」を選巧すると、図4"746の 
ような 「Loop Detection Configuration Menu 」 の画面になります。この画面ではループ 
検知-遮断機能の設定を巧ラことができます。 

ネットワークの構成については本取扱説明書の付録 D 「ループ検知-遮断機能を利用した 
ネットワークの構成例およびを意点」を併せてご参照ください。 


PN 28089 Local Management System 

Advanced Switch Configuration Loop Detection Configuration Menu 

Global Loop Detection Status: Enabled 

Port Trunk Link State Loop Detect Recovery Recovery Time 

1 

— 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

2 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

3 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

4 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

己 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

6 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

7 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

8 

… 

Down 

Forwarding 

Enabled 

Enabled 

60 

9 

… 

Down 

Forwarding 

Disabled 

Enabled 

60 

10 

— 

Down 

Forwarding 

Disabled 

Enabled 

60 





- 〈 C0liflAND> 



[E]nable/Disable Loop Detection 

Set Port 

[L] 0 op Detect Status 

Loop History 

[IJnformation 

Set Port Recovery に ] tatus 

[Q]uit to previous 

menu 

Set Port Recovery [T]imer 

Command> 






Enter 

the character in square brackets to select option 



図午7"46ループ検知•遮断機能の設定 
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画面の説明 


Global Loop 
Detection Status 

ループ検知-遮断機能の状態を表しまず。 

Enabled 

ループ検知-遮断機能がち効です。（工場出荷時） 

Disabled 

ループ検知-遮断機能が無効です。 

Port 

ポートを号を表します。 

Trunk 

リンワアブリゲーシヨンのブループ1 D を表しまず。 

Link 

リンワアツプの状態を表しまず。 

Up 

リンクアップ中です。 

Down 

リンクタ'ウン中です。 

State 

ループ検知•遮1 

斤機能の動作を表しまず。 

Forwarding 

バケッ トが正甫に転送されていまず。 

Loop Detect 

) レープが検巧され、ポートが遮断されています。 

Loop Detect 

ポート毎のループ検巧-遮断機能の状態を表します。 

Enabled 

ループ検知-遮断機能がち効です。 

(工場出荷時：ポート1〜 8) 

Disabled 

ループ検知-遮断機能が無効です。 

(工場出荷時：ポート9〜 10) 

Recovery 

遮断されたポートの自動復旧を巧ラリカバ1」モードの状態を表します。 

Enabled 

Recovery Time 時間経過後にポートの遮断を自動復旧します。 
(工場出荷時） 

Disabled 

手動で設定するまでポートの遮断を復旧しません。 

Recovery Time 

ポートの遮断後に自動復旧させるまでの待機時間であるリカバリタイムの秒数を 
表します。（工場出荷時： 60) 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


E 

ループ検巧-遮断機能の状態を設定しまず。 


「 E 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable Loop Detection ( E / D )>」 となりまずので、ル 
ープ検知-遮断機能を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 と入力してください。 

1 

川と入力するとループヒストリー表示画面へ移動します。 

L 

ポート毎のループ検知-遮断機能の状態を設定します。 


「 U と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりまずので、対象とす 
るポート番号を入力してください。ずるとプ□ンプトが 「Enable or Disable Loop Detection 
( E / D )>」 となりまずので、ポート毎のループ検巧-遮断機能を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場 
合はの」と入力してください。 

ポート番号を複数入力する場合はカンマで区切るか、連続した数字の場合はハイフンで指定してく 
ださい。すべてのポートを対象にする場合は「0」と入力してください。 

S 

遮目 

おされたポートの自動復旧を行ラ U カバリモードの状態を設定します。 


「 S 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、対象と 
するポート香号を入力してください。するとプ□ンプトが 「Enable or Disable Recovery for port 

X ( E / D )>」 となりまずので、ポートの自動復旧を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合はの」と入 
力してください。 

ポート番号を複数入力する場合はカンマで区切るか、連続した数字の場合はハイフンで指定してく 
ださい。すべてのポートを対象にする場合は「0」と入力してください。 

下 

ポートの適断後に自動復旧させるまでの待機時間であるリカバ U タイムの秒数を表します。 


「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、巧象と 
するポート香号を入力してください。ずるとプ□ンプトが r Enter Recovery Timer >」となります 
ので、60〜86400の範囲でリカノタイムの秒数を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意ループ検知-遮断機能の状態 (Global Loop Detection Status ) を変更すると設定 
情報の保をが実行され、すべての設定内容が内蔵メモリへ保をされます。 
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4.7.12.a . ループヒストリーの表示 

(Loop History Information) 

「Loop Detection Configuration Menu 」 でコマンド「1」を選択すると、図4"747のよう 
な 「Loop History Information 」 の画面になります。この画面ではループを検知した日時お 
よびイベント情報の一覧を表示します。 


PN 28089 Local Management System 

Loop Detection Conriguration Menu -> Loop History Information 
Entry Time(YYYY/MM/DD HH:IVIM:SS) Event 


12001/01/01 00:00:33 The loop detected between port 1 and 9 

2 2001/01/01 00:01:33 Port 1 auto recovery 


- <C0MMAND> - 

[N]ext Page 
[PJrevious Page 

[C]I ear Loop Detection History 
[Q]uit to previous menu 

Command) 

Enter the character in square brackets to select option 


図午747ループヒストリーの表示 

画面の説明 


Entry 

イベントの香号を表します。 

Time 

イベントの発生した時刻を表示します。時刻設定がされていない場合は起動からの通算時間が 
表示されます。 

Event 

スイッチに発生したイベントの内容を表示しまず。 

Tne loop detected on portX . 

ポート X 配下のスイッチでのループが検知され、接続が遍 
断されたことを表しまず。 

The loop detected between 
portX and portY . 

ポート X とポート Y 間でのループが検巧され、接続が遮断さ 
れたことを表します。 

PortX auto recovery . 

遮断されてしげこポート X が自動復旧されたことを表しまず。 


193 













4.8. 統計情報の表示 (Statistics) 

「Main Menu 」 から rs 」 を選択すると図 4-8-1 のような 「Statistics Menu 」 の画面になり 
ます。この画面ではスイッチの統計情報としてパケット数を監視することができ、これに 
よってネットワークの状態を把握することができます。また、エラーパケットを監視する 
ことにより障害の切り分けができます。 


PN 28089 Local Management System 


Main Menu -> Statistics Menu 


Port:1 Refresh: 

300 Sec. 

Elapsed Time Since System Up: 000:00:00:00 

く Counter Name> 

〈 Total> 

<Avg. /s> 

Total RX Bytes 

0 

0 

Total RX Pkts 

0 

0 

Good Broadcast 

0 

0 

Good Multicast 

0 

0 

CRC/A1ign Errors 

0 

0 

Undersize Pkts 

0 

0 

Oversize Pkts 

0 

0 

Fragments 

0 

0 

Jabbers 

0 

0 

Coll is ions 

0 

0 

64-Byte Pkts 

0 

0 

65-127 Pkts 

0 

0 

128-255 Pkts 

0 

0 

256-511 Pkts 

0 

0 

512-1023 Pkts 

0 

0 

Over 1024 Pkts 

0 

0 



/pHMMAMn^ 




[N]ext [ 門 revious 

に ] elect Port 

Re[f]resh Mode Since [RJeset [Q]uit 

Command> 



Enter the character 

in square brackets to select option 


図 4-8-1 統計情報の表示：起動からの累積表示 


画面の説明 


Port 

ポート香号を表示しまず。 

Refresh 

画面の更新間隔を表示します。（工場出荷時： 300秒） 

Elapsed Time 

Since System Up 

本装置の起動時間を表おします。 

Counter Name 

カウンタ名を表示しまず。 

Total 

カウンタ値を表示しまず。 

Avg./s 

カウンタの一秒間当たりの平ち値を表示しまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 

対象ポートを切り替えまず 

|~ rs 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select Port number 〉」 と変わりますので表示したいポート香 
号を入力してください。 
r 巧のポートの値を表示します。 

「 「 N 」 と入力すると;欠のポートのカウンタを表示します。ポート10ではお効です。 

~前のポートの値を表示します。 

「 rp 」 と入力ずると前のポートのカウンタを表示しまず。ポート1では無効です。 

,カウンタ表示を変更しまず。 

「 R 」 と入力すると画面ち上の時間表おが 「Elapsed Time Since System Reset ! に変わり、カウ 
ンタリセツトからの表示に切り変わります。 

画面の更新モードを設定しまず。_ 

「 F 」 と入力するとプ□ンプトがり for stop refreshing , 2 for set refresh rate 」 に変わります 
ので、自動更新を止める場合はり」を、更新間隔を変更ずる場合はじ」を入力してください。 
口」を入力した場合はプ□ンプトが 「Input refresh time 〉」 に変わりますので、5から 6 00(秒） 
の整数を入力してください。 
r 上位のメニユーに戻ります。 




また、この画面では本装置が起動してからの累積値（図 4-8-1) とカウンタリセットからの 
累積値（図 4-8-2) の2種類を表示することができます。カウンタのリセットを巧っても起 
動してからの累積値は保をされています。 


PN 28089 Local Management System 


Main Menu -> Statist 

ics Menu 


Port:1 Refresh : 

300 Sec. Elapsed Time Since System Reset: 000:00:00:00 

く Counter Name) 

く Total> 

<Avg. /s> 

Total RX Bytes 

0 

0 

Total RX Pkts 

0 

0 

Good Broadcast 

0 

0 

Good Multicast 

0 

0 

CRC/A1ign Errors 

0 

0 

Undersize Pkts 

0 

0 

Oversize Pkts 

0 

0 

Fragments 

0 

0 

Jabbers 

0 

0 

Coll is ions 

0 

0 

64-Byte Pkts 

0 

0 

65-127 Pkts 

0 

0 

128-255 Pkts 

0 

0 

256-511 Pkts 

0 

0 

512-1023 Pkts 

0 

0 

Over 1024 Pkts 

0 

0 







[N]ext [門 revious 

に ] elect Port Re[f]resh 

[RJeset Since [ 叫 p [Q]uit 

Command) 



Enter the character 

in square brackets to select option 


図 4-8-2 カウンタクリアからの累積表示 


画面の説明 


Port 

ポート香号を表しまず。 

Refresh 

画面の更新間隔を表します。 

Elapsed Time Since 
System Reset 

カウンタをリセットしてからの時間を表します。 

Counter Name 

カウンタ名を表示しまず。 

Total 

カウンタ値を表示しまず。 

Avg./s 

各カウンタの一砂当たりの平ち値を表示しまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

S 値を表おするポートを切り替えまず。 

T 「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select Port number >」 と変わりますので表示したいポート香 
号を入力してください。 

1厂巧のポートの値を表示します。 

][ N 」 と入力すると;欠のポートのカウンタを表示します。ポート10では無効です。 

~ P ~ 前のポートの値を表示します。 

][ P 」 と入力ずると前のポートのカウンタを表示しまず。ポート1では無効です。 

1厂カウンタ表示を変更します。 

「 U 」 と入力すると画面ち上の時間表示が 「Elapsed Time Since System Up 」 に変わ〇、起動後か 
らの表示に切り変わりまず。 

R カウンタの値を U セットしまず。 

—~ LrR 」 と入力するとカウンタの値がリセットされます。 

F 画面の更新モードを設定しまず。 

「 F 」 と入力するとプ□ンプトがり for stop refreshing , 2 for set refresh rate 」 に変わります 
ので、自動更新を止める場合はり」を、更新間隔を変更ずる場合はじ」を入力してください。 
口」を入力した場合はプ□ンプトが 「Input refresh time 〉」 に変わりますので、5から 6 00(秒） 
の整数を入力してください。 

Q 上位のメニューに戻ります。 



カウンタの内容は下記のとお0です。 


Total RX Bytes 

受信した全てのパケットのバイト数を表示しまず。 

Total RX Pkts 

受信した全てのパケット数を表示しまず。 

Good Broadcast 

受信したブ□ー ドキャストパケット数を表示します。 

Good Multicast 

受信したマルチキャストパケット数を表おします。 

CRC/Align 

エラーパケットで正常なパケット長 (64 〜1引8バイト)ではあるが、誤 D 検出符号 

Errors 

( FCS ) で誤りが発見されたパケット数を表示します。そのうちパケットの長さが 

1バイトの整数倍のものは CRC ( FCS ) エラー、そうでないものはアラインメント 
エラーです。 

Undersize Pkts 

エラーバケッ トで、パケット長が64バイトより短いが、その他には異苗がないパ 
ケット数を表示します。 

Oversize Pkts 

く Jumbo status Disabled 時> 

パケット長が1518バイトより長いパケット数を表示します。 

く Jumbo status Enabled 時> 

パケット長が9216バイトより長いパケット数を表示します。 

Fragments 

エラーパケットでパケット長が64バイトより短く、かつ CRC エラーまたはアライ 
ンメントエラーを起こしているパケット数を表示します。 

Jabbers 

エラーパケットでパケット長が1518バイトより長く、かつ CRC エラーまたはアラ 
インメントエラーを起こしているバケット数を表示します。 

Collisions 

パケットの衝突の発生した回数を表示しまず。 

64 -Byte Pkts 

パケット長が64バイトのパケットの総数を表示しまず。 

65-127 Pkts 

バケッ ト長が65〜127バイトのパケットの総数を表示します。 

128-255 Pkts 

パケット長が128〜255バイトのパケットの総数を表示します。 

256-51 1 Pkts 

パケット長が256〜511バイトのパケットの総数を表示します。 

512-1023 Pkts 

パケット長が512〜1023バイトのパケットの総数を表示します。 

Over 1024 Pkts 

パケット長が1024バイト1；(上のパケットの総数を表示しまず。 
^^^この項目は山のわ〇 Status Disabled 時に表示しまず。 

1024-1518 Pkts 

パケット長が1024〜1518バイトのパケットの総数を表示します。 
；^^この項目は」11171|3〇 Status Enabled 時に表示しまず。 


ご注意：この画面は更新間隔時間ごとに画面が更新されるため、コンソール、 SSH および 
Telnet のタイムアウト時間が更新間隔時間似上の値に設定されている場合、タイ 
ムアウトが発生しません。 


199 








4.9. 付加機能の設定 (Switch Tools Configuration) 

「Main Menu 」 から nr 」 を選択すると図 4"9-1 のような 「Switch Tools Configuration 」 の 
画面になります。この画面ではファームウエアのアップグレード、設定の保存•読込、再 
起動、□ブの参照等、スイッチの付加機能の利用とその際の設定を巧ラことができます。 


PN 28089 Local Management System 
Main Menu -> Switch Tools Configuration 

[T]FTP Software Upgrade 
[C]onfiguration File Upload/Download 
System [RJeboot 
E[x]ception Handler 

[P] ing Execution 
System [L ] 〇呂 
[WJatch Dog Timer 

[Q] uit to previous menu 


Command) 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-9-1 付加機能の設定 


画面の説明 


TFTP Software 

Uparade 

本装置のファー厶ウ王アのアップブレードに関ずる設定、および実行を斤い 
まず。 

Corrfiguration File 
Upload/Download 

本装置の設定情報の保を-読込に関する設定、および実行を行います。 

System Reboot 

本装置の再起動に関する設定、および実行を行います。 

Exception Handler 

本装置に例外処理が発生した際の動作を設定します。 

Ping Execution 

本装置からの PING の実行を行います。 

System Log 

本装置のシステム□ブの表示を行います。 

Watch Dog Timer 

Watch Dog Timer 機能の設定を行いまず。 

Quit to previous 

menu 

Switch Tools Configuration Menu を終了し、メインメニ:!一に戻ります。 
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4.9.1. ファームウェアのアップグレード 


(TFTP Software Upgrade) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 T 」 を選択すると図 4-9-2 のような 「TFTP 
Software Upgrade 」 の画面になります。この画面ではファームウエアのバージョンアップ 
とその際の設定を巧うことができます。 

PN 28089 Local Management System 

Switch 100 Is Configuration -> iFTP Software Upgrade 

Image Version: x. x. x. xx 

TFTP Server IP ： 0. 0. 0. 0 

Image File Name: 

Reboot Timer: 0 seconds 

(Please set timer value at Reboot Menu) 

- <C0MMAND> - 

Set TFTP [S]erver IP Address 
Set Image [F]ile Name 
[UJpgrade Image 
[Q]uit to previous menu 


Command) 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-9-2 ファームウエアのアップグレード 

画面の説明 


Image Version 

現在のファームウ I アのバージョンを表示します。 

TFTP Server IP 

アップク''レードするファー厶ウ I アを設置している TFTP サーバの IP アドレスを表 
します。 

Image File 

Name 

アップグレードするファー厶ウ王アのファイル名を表示します。 

Reboot Timer 

ファー厶ウ王アのダウン□ード後に起動ずるまでの時間を表示しまず。 

本時間は 「System Reboot Menu 」 にて設定ずることができまず。 


田 





ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


S 

アツプブレードずるファームウ！アの置いてある TFTP サーノ '('の IP アドレスを設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが Enter IP address of TFTP server > と変わります。 TFTP サーバ 
の IP アドレスを入力してください。 

F 

アップグレードずるファームウ I アのファイル名を設定しまず。 



「 F 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter file name >」 と変わりますので、ファイル名を半角39文 
字しソ内で指定してください 

U 

アツプブレードを開始します。 



「 U 」 と入力するとプ□ンプトが Download file ( Y / N )> と変わり、開始するかどうかの殖認をし 
ます。設定が全て間違いないかどうか確認してください。 「 Y 」 と入力ずるとアップグレードを 
開始しまず。設定に誤りが合つた場合は m 」 と入力すると元の状態に戻ります。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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タウン □- ドが開始されると図 4-9-3 のような画面に切り変わり、ダウン□ードの状況が確 
認できます。タウン□-ドが完了すると、自動的に再起動し、□ブイン画面に戻ります。 


PN 28089 Local Management System 
Software Upgrade Menu -> Download Status 
TFTP Server IP ： 192.168.1.1 

Image File Name: pn 28089 . rom 

Protocol : TFTP 

*******< Press CTRL-C to quit downloading >******* 
Data received (Bytes) 


/ 125952 


図 4-9-3 ダウン□-ド実行中 


ごを意：ダウン□-ドが終了すると画面下の黒帯の説明欄に 「System will reset 

automatically after image program into flash 」 と表示されます。このとき、 
ファームウエアを Flash メモリに書き込んでいますのでスイッチの電源を切らな 
いでください。 
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4.9.2. 設定情報の保存.読込 


(Configuration File Upload/Download) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 C 」 を選択すると図 4-9-4 のような 
「Configuration File Upload/Download Menu 」 の画面になります。この画面では本装置 
の設定情報を pa こファイルとしての保を-読込とその際の設定を巧うことができます。 


PN 28089 Local Management System 

Switch Tools Configuration -> Conriguration rile Upload/Download 

TFTP Server IP ： 0. 0. 0. 0 
Config File Name ： 

- 〈 CC 1 MAND > - 

Set TFTP [ S]erver IP Address 
Set Configuration [ F]ile Name 
[UJpload Configuration File 
[ D]own load Configuration File 
[ Q]uit to previous menu 


Command > 

Enter the character in square brackets to select option 


図午 94 設定情報の保存.読込 


画面の説明 

TFTP Server IP 1 設定の保を-読込を巧う TFTP サーバの IP アドレスを表示します。 
Confia File Name 設定情報のファイル名を表おします。 





ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

S 設定情報の保存、または読込を巧ラ TFTP サーバの IP アドレスを設定します。 

T rsj と入力するとプロンプトが rEnter IP address of TFTP server 〉」 と変わりまずので 、 TFTP 
サーノ \'の IP アドレスを入力してください。 

T" 保を、または読込を行ラ設定情報のファイル名を設定します。 

T 「 F 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter file name >」 と変わりますので、ファイル名を半角39文 
字しソ内で指定してください 
IT 設定情報の保存（アップ□ード）を開始します。 

T 「 U 」 と入力するとプ□ンプトが 「 Upload 刊 e ( Y / N )>」 と変わり、開始するかどうかの確認をし 
まず。 「 Y 」 と入力するとアップ□-ドを開始します。また、 「 N 」 と入力するとキャンセルされ 
まず。 

D 設定情報の読込（ダウン□ー ド）を開始します。 

T の」と入力するとプ□ンプトが 「Download file ( Y / N )>」 と変わり、開始するかどうかの殖認を 
します。 「 Y 」 と入力ずるとダウン□-ドを開始しまず。 「 N 」 と入力するとキャンセルされます。 
上位のメニユーに戻ります。 



4.9.3. 再起動 (System Reboot) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 R 」 を選択すると図 4-9-5 のような 「System 
Reboot Menu 」 の画面になります。この画面では本装置の再起動を巧うことができます。 


PN 28089 Local Management System 

Switch Tools Configuration -> system Reboot Menu 


Reboot Status: 
Reboot Type: 
Reboot Timer: 
Time Left: 


Stop 
Normal 
0 seconds 
N/A 


〈 COliflAND 〉 


Set Reboot [0]ption 
Start [RJeboot Process 
Set Reboot [T]imer 
[Q]uit to previous menu 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-9-5 再起動 


画面の説明 


Reboot Status 

再起動のコマンドが実行されているかどラかを表示しまず。 

Stop 

岳起動は行われていない状態を表します。 

Reboot Type 

再起動の方式を表示しまず。工場出荷時には 「 Normal 」 に設定されています。 

Normal 

通常の再起動をします。 

Factory Default 

全ての設定が工場お巧時の状態に戻りまず。 

Factory Default 
Except IP 

IP アドレスの設定な外が工場出荷時の状態に戻ります。 

Reboot Timer 

再起動の実行から実際に再起動ずるまでの時間を表示します。工場化荷時は「0 
砂」に設定されています。 

Time Left 

再起動の実行後に、実際に再起動するまでの残 D 時間を表おします。キー入力を 
巧5ことで画面表示の更新ができ、時間経過の殖認ができまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

0再起動の方式を単なる再起動か、工場出荷時に状態に戻ずかに設定します。 

I 下0」と入力するとプ□ンプトが 「Select reboot option ( N / F / l )>」 と変わります。适甫の再起動 
をずる場合は m 」、 全てを工場出荷時の設定状態に戻す場合は 「 F 」、 IP アドレスの設定だけを保 
をし、その他の設定を工場出荷時の状態に戻す場合は「1」と入力してください。 

T " 再起動を実行します。_ 

「 R 」 と入力するとプ□ンプトが 「Are you sure to reboot the system ( Y / N )」 と変わり再度お 
認しまずので、実行ずる場合は 「 Y 」、 中止する場合は 「 N 」 を入力してください。 

T" 再起動ずるまでの時間を設定します。 

1 「下 I し -l~i -=1- 3 し — )°1~I 、，つ 0 L ム,、「 n ~ し ~ • 下 ：.~ I し 77*1\ ir\ + _ or /i r\rMilv / ■ つ /! 




4.9.4. 例タト処理の設定 (Exception Handler) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 x 」 を選択すると図 4-9-6 のような 
「Exception Handler 」 の画面になります。この画面では例外処理の動作を選択することが 
できます。 



図 4-9-6 例タト処理の設定 


画面の説明 

Exception 例タト処理機能の状態を表おします。 

Handler 工場お巧時には 「 Disabled 」 に設定されています。 

Enabled [例外処里がち効であることを表します。 ' 

_ Disabled [例タト処里が無効]であることを表します。 ' 

Exception 例タト処理の方ミちを表示します。 

Handler Mode 工場！ ± i 荷時には 「Debug Message 」 に設定されていまず。 

Debug Message 例外処里を検化した際、コンソール上にデバッグメッセー 

ジを出力します。 


System Reboot _例外処理を検出した際、自動的に再起動を実行します。_ 
Debug Message 例タト処理を検出した際、コンソール上にデバッグメッセー 
and System ジを化力した後に自動的に再起動を実行します。 






ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

( 例外処理機能のち効/無効を切0替えまず。 

「 X 」と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable Exception Handler ( E / D )>」 と変わりますの 
で、機能をち効にする場合は 「 E 」 を、使用しない場合は「0」を入力してください。 

J 例外処理の方ミちを設定しまず。_ 

「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Select Exception Handler Mode ( M / R / B )>」 と変わりますの 
で、デバッグメッセージを表示させる場合は 「 M 」 を、再起動させる場合は rpu を、両方を実施させ 
る場合は「日」を入力してください。 
r 上化のメニューに戻ります。 




4.9.5. Ping の実行 (Ping Execution) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 P 」 を選択すると図 4-9-7 のような 「Ping 
Execution 」 の画面になります。この画面ではスイツチから Ping 〕 マンドを実巧することに 
より、接続されている端末や他の機器への通信確認を巧ラことができます。 



図午 9-7 Ping の実行 

画面の説明 

Target IP Address : Ping を実行する旧手先の IP アドレスを表示しまず。工場出荷時は0.0 .0.0 になっ 

ています。 

Number of Request Ping の回数を表示します。工場化荷時は10回になっています。 

Timeout Value タイムアウトになるまでの時間を表します。工場出荷時は3秒になっています。 

Result Pina の結果を表示します。 









ここで使用できるコマンドは下記のとお 0 です。 


1 

Ping を実行ずる相手先の IP アドレスを設定します。 



「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter new Target IP Address >」と変わりまずので IP アドレス 
を入力してください。 

N 

Ping の回数を設定しまず。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new Request Times >」と変わりますので回数を入力し 
てください。最大10回まで可能ですので1〜10の間の数字を入力してください。 

下 

タイムアウトになるまでの時間を設定しまず。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new Timeout Value >」と変わりますので時間を秒単位 
で入力してください。最大5秒でずので1〜5秒の間で設定してください。 

E 

Ping コマンドを実行しまず。また表示をク U アすることができます。 



「 E 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Execute Ping or Clean before Ping Data ( E / C )>」 と変わりま 
すので、実巧ずる場合は 「 E 」、 表示のクリアのみを行う場合は 「 C 」 を入力してください。 

S 

Ping コマンドを中止しまず。 



Ping の実行中に rs 」 と入力するかまたは rctrl + C 」 入力すると中止します。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


PN 28089 Local Management System 

Switch Tools Configuration -> Ping Execution 

Target IP Address: 192.168.1.2 

Number of Requests: 10 

Timeout Value: 3 Sec. 

=============== Result =============== 

No.1 11 ms 

No. 2 5 ms 

No. 3 5 ms 

No. 4 5 ms 

No. 5 5 ms 

Waiting for response... 


Set Target [I]P Address 
Set [N]umber of Requests 
Set [T]imeout Value 

S or Ctrl-C Stop ping function 


<C0MMAND> - 

[EJxecute Ping 
に ] top Ping 

[0]uit to previous menu 


図 4-9-8 Ping の実行中画面 
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4.9.6. システム □ グ (System Log) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 U を選択すると図 4-9-9 のような 「System 
Log Menu 」 の画面になります。この画面ではスイッチに発生した出来事（イベント）の履 
歴を表示します。イベントを見ることにより、スイッチに起こった現象を把握でき、ネッ 
トワークの管理に役立ちます。 


PN 28089 Local Management System 

Switch Tools Configuration -> system Log Menu 

Entry T i me (YYYY/MM/DD HH:IVIM:SS) Event 


12001/01/01 00:01:1 日 Login from console 


- く C0IVIMAND> - 

[N]ext Page 
[ 門 revious Page 
[C]I ear System Log 
[Q]uit to previous menu 

Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図午 9-9 システム□ク' 

この画面で表示される各イベントは、 SNMP のトラップと連動しています。トラップを発 
生させるよう設定してある場合はイベントとして表示されます。トラップとの関係は下記 
をご'参照ください。 
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画面の説明 


Entry 

イベントの番号を表しまず。 


Time 

イベントの発生した時刻を表示します。時刻設定がされていない場合は起動からの适算時 
間が表示されまず。 

Event 

スイッチに発生したイベントの内容を表示します。 


Login from console 

コンソールから□ブインされたことを表します 


Login from telnet . ( IP : 

IP アドレスが XXX . XXX . XXX . XXX のホストが Telnet から□ブ 


XXX . XXX . XXX . xxx ) 

インしたことを表しまず。 


Login from SSH . ( IP : 

IP アドレスが XXX . XXX . XXX . XXX のホストが SSH から□ブイン 


xxx . xxx . xxx . xxx ) 

したことを表します。 


Not authorized !( IP : 

IP アドレスが XXX . XXX . XXX . XXX のホストが Telnet または 


xxx . xxx . xxx . xxx ) 

SSH からの□ブイン認証に失敗したこと表しまず。 


Reboot : Normal 

再起動したことを表しまず。 


Reboot : Factory Default 

工場化巧時設定に戻す再起動を行ったことを表します。 


Reboot : Factory Default 

IP アドレスを除いた工場出荷時設定に戻す再起動を行った 


Except IP 

ことを表しまず。 


Reboot : Exception .. 

例外処理により再起動したことを表します。 


Configuration changed 

設定が変更されたことを表します。 


Runtime code changes . 

ファームウ王アをダウン□-ドし、アップデートが実行さ 
れたことを表します。 


Configuration "file 

設定ファイルが TFTP でアップ□-ドされたことを表しま 


uploaded 

す。 


Configuration "file 

設定ファイルが TFTP でダウン□-ドされたことを表しま 


downloaded 

す。 


Port-xx link-down 

ポート XX がリンワダウンしたことを表しまず。 


Port-xx link-up 

ポート XX が U ンクアップしたことを表しまず。 


xx : xx : xx : xx : xx:xx was 

xx : xx : xx : xx : xx:xx の端末が IEEE 802 .IX 認証でポート xx 


authorized at port xx . 

において成 I 力したことを表します。 


xx : xx : xx : xx : xx:xx was 

xx : xx : xx : xx : xx:xx の端末が IEEE 802 .IX 認証でポート xx 


rejected at port xx . 

において失敗したことを表しまず。 


Authentication failure 

SNM P の未登録マネージャからアワセスがあったことを表 
しまず。 


Port-xx Power ON 

ポート XX において PoE 給電が ON になったことを表しま 


notification 

す。 


Port-xx Power OFF 

ポート XX において PoE 給電が OFF になったことを表しま 


notification 

す。 


SNTP first update to 
yyyy / mm/dd 

S NTP によって初回の時間取得を斤ったことを表します。 


Temperature over 
threshold . 

内部温度が闘値を超えたことを表します。 


Temperature under 
threshold . 

内部温度が闘値未満へ下がったことを表します。 


( Bridge ) Topology 

スパニンブツリー機能においてトポ□ジーチ I ンジが凳生 


Change 

したことを表します。 
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PortX auto recovery . 

" X " 香ポートがループ検知後の遮断から自動復旧したこ 
とを表します。 


Tne loop detected 

" A " 番ポートと" B " 番ポート間でのループを検知した 


between port A and 
po け B . 

ことを表しまず。 


The loop detected on 
po け X . 

" X "番ポート下でループを検知したことを表しまず。 


( RRP ) FDB Flush 

Fowardina Database を Flush したことを表します。 


( RRP ) Ring Recover 

リンブトポロジが復旧したことを表しまず。 

この□ブは Master ノー ドのみに表示されます。 


( RRP ) Ring Failure 

U ンブトポ □ ジに異常が発生したことを表します。 

この□ブは Master ノー ドのみに表示されます。 


( RRP ) Change to 

リンブトポ□ジが滝成されたことを表します。 


Link-Up Status 

この□ブは Transit ノードのみに表示されまず。 


( RRP ) Change to 

リンブトポロジに異甫が発生したことを表します。 


Link-Down Status 

この□ブは Transit ノードのみに表示されまず。 


( RRP ) Change to 

リンブトポロジを滝成中であることを表します。 


Pre-Forwarding Status 

この□ブは Transit ノードのみに表示されまず。 


( TRAP)Usage power is 
above the threshold 

PoE の供給電力が闘値を超えたことを表します。 


( TRAP)Usage power is 

PoE の供給電力が闘値を超えた後に闘値未満へ下がったこ 


below the threshold 

とを表しまず。 


( TRAP)System 
authentication failure 

S N M P マネージャからの認証が失敗したことを表しまず。 


( TRAP)System Cold 

Start 

本装置が起動したことを表します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

巧のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 


「 P 」 と入力ずると前のページを表示します。 

C 

□ブの内容を全て削除しまず。 


ra と入力すると□ブが全て削除されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.9.7. Watch Dog Timer の設疋 
(Watch Dog Tinner Menu) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 W 」 を選択すると図 4-9-10 のような 
rWatch Dog Timer Menu 」 の画面になります。この画面では Watch Dog Timer 機能の動 
作設定を行います。 

PN 28089 Local Management System 

Switch Tools Configuration - 户 Watch Dog iimer Menu 


Watch Dog Timer ： 


Disabled 


Set [WJatch Dog Timer 
[Q]uit to previous menu 


<C0MMAND> 


Command> 

Enter the character in square brackets to select option 


図 4-9-10 Watch Dog Timer の設定 


画面の説明 
Watch Dog Timer 


Watch Dog Timer 機能の状態を表示しまず。 
工場化巧時には 「 Disable 山に設定されています。 
Enabled 1 機能がち効です。 

Disabled 機能が無効です。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

W Watch Dog Timer の動作状態を切り替えまず。 

「 W 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enabled or Disabled Watch Dog Timer ( E / D )>」 と変わります 
ので、機能を有効にする場合は 「 E 」 を、無効にずる場合は 「 D 」 を入力してください。 

Q 上化のメニューに戻ります。 







「Main Menu 」 から 「 F 」 を選択すると図 4-10-1 のような 「Save Configuration to Flash 」 
の画面になります。このコマンドを選択することにより、本装置に設定した内容を内蔵の 
メモリへの保をを巧います。この画面でプ□ンプトが 「Save current 


configu 「 ation?(Y/N )」 に変わりますので保存を巧う場合は 「 Y 」、 巧わない場合は 「 N 」 を選 
おしてください。 

この保をを行わない場合、それまでに設定した内容は再起動時にミ肖去されます。 


PN 28089 Local Management System 

Main Menu -> Save Configuration to Flash 


Save current configuration? (Y/N)> 
Y for Yes ： N for No 









PN 28089 Local Management System 

Main Menu -> Save Configuration to Flash 


Saving configuration to flash is successful, press any key to continue... 








メインメニューで、 rc 」 を選択すると、図 4-1 1 - 1 のような画面になります。 

ここからはメニュー形式ではなく、コマンドラインでの設定が可能となります。設定方 
法は別紙「コマンドラインインタフェース解説書」に記載されておりますのでご参照下さ 
い。 CLI から Menu への復帰は、プ□ンプトから 「 logout 」 を入力してください。 

|M8eGPWR+> | 


醒 


コマンドラインインタフ: n - ス ( CU ) 








4.12. □グアウト 

メインメニユーで、 「 Q 」 を選択すると、コンソールからアクセスしている場合は図 4-2-1 
のような□ブイン画面に戻り、また Telnet や SSH でアクセスしている場合は接続が切断さ 
れます。 

再度、操作を行ラには再び4 . 21貝の□ブインの手順を行つてください。 

また、 4.6.71 貝のアクセス条件で設定されたタイムアウトの時間を過ぎると自動的に□ブ 
アウトします。 
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付録 A . 仕様 


〇インターフェース 

"ツイストペアポートポート1〜10 ( RM 5 コネクタ） 

ぐ伝送方式 IEEE 802.3 10 BASE-T 

IEEE 802.3 U 100 BASE-TX 
IEEE 802.3 ab 1000 BASE-T 

- SFP 拡張ス〇ットポート 9 〜 10 ( RM 5 コネクタと排他使用） 

今伝送方式 IEEE 802.3 Z 1000 BASE - SX /1000 BASE-LX 


-コン ソー ルポート XI ( RM 5 コネクタ） 

今 RS -232 C ( ITU-TS V .24) 準拠 

〇スイッチ方式 

-ストア•アンド.フォワード方式 

-フォワーディンブ•レート 10 BASE-T 14,880 pps / ポート 

100 BASE-TX 148,800 pps / ポート 

1000 BASE - T/SFP 1 ,488,000 pps / ポート 

- MAC アドレス テーブル 8 K エント U / ユニット 

"バッファメモリ 512 K バイト/ユニット 


-フ□-コント□-ル IEEE 802.3 X 样二重時） 

バックプレツシ中一(半二重時) 
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o 主要搭載機能 

- IEEE 802.1 D スパニンブツリープ□トコル 

- IEEE 802.1 W ラピッドスパニンブツリープ□トコル 

- IEEE 802.1 Q タブ VLAN (最大設定数： 256) 

- IEEE 802.3 ad リンクアブリゲーシヨン 

(最大8ポート、5グループの構成が可能） 

- IEEE 802 .Ip QoS 機能 (4 段階の Priority Queue をサポート） 

- IEEE 802 .IX ポートベース認証 

( EAP - MD 5/ TLS / PEAP 認証方式をサポート） 

- IEEE 802.3 X フ□-コント□-ル 

- IEEE 802.3 at PoE Plus 給電機能 

-ポートモニタリンブ機能 複数ポートのモニタが可能 

-アクセスコント□-ル機能最大128個のポリシーが作成可能 

-に MP Snooping 機能 マルチキャストフィルタリンブ機能をサポート 

-リンブプ□トコル機能 最大1ドメインのリンブ構成が可能 

〇管理方式 

- SNMP 、 Telnet 、 SSH 、 シリアルコンソール 
〇エージェント仕様 

- SNMPv 1( RFC 1157)、 SNMPv 2 c ( RFC 1 901 ) 

- TELNET ( RFC 854) 

- SSHv 2( RFC 4251 〜4254、 RFC 4716) 

- TFTP ( RFC 783) 

- SNTP ( RFC 1769) 
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O サポート M 旧 

- MIBII ( RFC 1213) 

- Bridge-M 旧 ( RFC 1493) 

- SNMPv 2- MIB ( RFC 1907) 

- IF-M 旧 ( RFC 2233) [ただし们 es 订 able は末サポート] 

- IP - FOWARD-M 旧 ( RFC 2096) [ipCidrRouteTable のみサポート] 

- Radius - Authentication - Client - MIB(RFC 2618) 

- P - Bridge-M 旧 (RFC 2674) 

[ただしな下の M 旧は未サポート] 
dotl dPortPrioritvTable , dot 1 dUserPriorityRegenTable 
- Q - B 「 idge-M 旧 (RFC 2674) 

[ただしな下の M 旧は末サポート] 
dot 1 qTpGroupTable , dot 1 qFo 「 wardAHTable , 
dotlaForwardUnregistered I able , dotlqPortVIanbtatisticsTable , 
dotl qPortVIanHCStatisticsTable,dotl qLearningConstraintsTable 
- RMON-M 旧 ( RFC 2819) [ブループ 1,2,3,9 のみサポート] 

- Power - Ethernet - MIB(RFC 3621) 

- RSTP - MIB(IEEE 802.1 w ) 

- IEEE 8021- PAE-M 旧 ( IEEE 802'1 X ) 

[ただしな下の M 旧は末サポート] 
eapInMsas , dotlxSuppConfia i able , dotlxSuppbtatsTable 
- IEEE 8023- LAG - MIB(IEEE 802.3 ad ) 


O 電源仕様 

"電源(定巧） AC 100 V 、50/60 HZ 4.7 A 

"消費電力 最大 320 W 讲給電時 21.7 W ) 、最小 18.5 W 
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o 環境仕様 

-動作環境温度 〇〜40で 

ただしファンを低速に設定し、かつ装置全体の給電電力を1 24 VV な下でご使用 
し、ただく場合は〇〜50で対応。 

上記条件を満足しない場合は、火災•感電•故障-誤動作の原因となることがあ 
り、保証致しかねますのでごを意ください。 

※動作環境温度外でご'使用の場合、保童装置が働き電源の供給を停止します。 

-動作環境湿度 20〜 80 %RH (結露なきこと） 

-イ呆管環境温度 -20 〜70で 

-保管環境湿度 1〇〜90 % RH (結露なきこと） 

〇外形仕様 
-寸法 

-質量（重量} 

〇適合規制 

-電波放射 一般財団法人 VCCI 協会クラス A 情報技術装置 

(VCCI Council Class A ) 


330 mm ( W ) X 330 mm ( D ) X 44 mm ( H ) 
(突起部は除く） 

3,50 Oq 
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付録 B . Windows ハイパーターミナルによる 
コンソールポート設定手順 

Windows がインス! -- ルされた PC と本装置をコンソールケーブルで接続し、1；(下の手 

順で/ \イパーターミナ J レを起動します。 

(Windows Vista じ(降では別途夕ーミナルエミユレータのインス I -- ルが必要でず。） 

① Windows のタスクバーの [スタート] ボタンをクリックし、[プ□ブラム ( P )] 一[アクセ 
サリ]一[通信]一[ハイパーターミナル]を選択します。 

③ 「接続の設定」ウィンドウが現われますので、任意の名前（例えば Switch ) を入力、ア 
イコンを選択し、[〇リボタンをクリックします。 

⑤「電話番号」ウィンドウが現われますので、 r 接続方法」の欄のプルタウンメニューをク 
リックし、 " Coml " を選択後[〇りボタンをクリックします。 

ただし、ここではコンソールケーブルが Com 1 に接続されているものとします。 

④ rcOMI のプ□パティ」というウィンドウ内の r ビット/砂 ( B )」 の欄でプルダウンメニ 
ューをクリックし、 "9600" を選択します。 

⑤ 「フ□-制御 ( F )」 の欄のプルダウンメニューをクリックし、"なし"を選択後[〇リボ 
タンをクリックします。 

⑥ ハイパーターミナルのメインメニューの[ファイル ( F )] をクリックし、[プ□パティ （ R )] 
を選巧します。 

⑦ r < name > のプ□パティ」 （< name > K ( l ) で入力した名前）というウィンドウが現われ 
ます。そこで、ウィンドウ内上部にある"設定"をクリックして画面を切り曽え、"エ 
ミュレーシヨン ( E )" の欄でプルダウンメニューをクリックするとリストが表示されま 
すので、 " VT 100" を選巧し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

⑧ 取扱説明書の4章に従って本装置の設定を巧います。 

⑨ 設定が終了したらハイパーターミナルのメインメニューの[ファイル ( F )] をクリックし、 
[ハイパーターミナルの終了( X )]をクリックします。夕ーミナルを切断してもいいかど 
うかを聞いてきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックします。そして、ハイパーター 
ミナルの設定を保をするかどうかを聞いてきますので、 [はい ( Y )] ボタンをクリックし 
ます。 

⑩ ハイパーターミナルのウィンドウに "< name >. ht " (< name > は②で入力した名前） 
というファイルが作成されます。 

巧回からは "< name >. ht " をダブルクリックしてハイパーターミナルを起動し、⑨の操作 

を行えば本装置の設定が可能となります。 
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付録 C IP アドレス簡単設定機能について 

I P アドレス簡単設定機能を使用する際のを意点について説明します。 

【動作確認済ソフトウェア】 

パナソニック株式会社製 『 IP 簡単設定ソフトウェア』 V 3.01 / V 4.00 / V 4.24 R 00 
パナソニックシステムネットワークス株式会社製『かんたん設定』 Ver 3.10 R 00 

【設定可能項目】 

• IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ 
-システム名 

※パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウ王アでのみ設定巧能です。 
ソフトウェア上では"カメラ名"と表示されます。 


【制限事項】 

•セキュリティ確保のため、電源投入時より20分間のみ設定変更が巧能です。 

ただし、 IP アドレス/サブネットマスク/デフォルトゲートウェイ/ユーザ名/ 

パスワードの設定が工場出荷時状態の場合、時間の制限に関係なく設定が巧能です。 
※制限時間を過ぎても一覧には表示されますので、現在の設定を確認することが 
できます。 

-パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアのな下の機能は 
対応してお0ませんので、使用することはできません。 

-"自動設定機能" 

X ネットワークカメラの商品情報は各メーカ様へご確認ください。 
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付録 D . ループ検知-遮断機能を利用した 

ネットワークの構成例およびを意点 


ループ検巧-遮断機能を利用した構成例 

ループ検知-遮断機能を利用することで、ユーザが直接利用する下位スイッチで発生す 
る可能性が高いループ障害の発生を防止することができます。 

また、ループ検知 • 遮断機能に対応していないハブなどの機器を下位スイッチへ接続し、 
その配下でループ障害が発生した場合は、発生元の下位スイッチのポートが遮断されるた 
め、ネットワーク全体へのループ障害の波及を防止することができます。 



図1ループ検知•遮断機能を利用した構成例 
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ループ検巧-遮断機能利用時のを意点一上位スイッチの機能を無効に 

ループ検知-遮断機能を搭載したスイッチのみでネットワークを滝成する場合、条件に 
よっては下位スイッチで発生したループを上位スイッチが先に検知-遮断をしてしまうこ 
とによ0、下位スイッチに対する通信がすべて遮断されてしまラ場合があ0ます。 

ループ検知による通信遮断の影響範囲を最ル限にするには、上位スイッチのループ検 
知-遮断機能を無効にし、ループが発生したスイッチ上のポートだけが遮断されるよラな 
ネットワーク構成およびスイツチ設定の検討が必要です。 



PC 1 PC 2 PC 3 


院生氣牛】 

① PC 1 -PC 2 、 PC 1 -PC 3 間で通信中。 

② 下のスイッチ2で J レープが発生。 

⑤上位スイッチが知こループを検知し、下位スイッチ2のアップリンクポートを遮断す 
る。（通常はループ接続されたポートだ口が遮断される） 

④下位スイッチ2のアップリンクポートがリンクダウンし、ほかのスイッチへの通信が 
すべて遮断される。 

図2ループ検知-遮断機能利用時のを意点 
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故障かな 7 と思われたら 

故障かと思われた場合は、まず下記の項目に従って確認を巧ってください。 

♦ LED 表示関連 

■電源 LED ( POWER ) が点灯しない場合 
•電源コードが外れていませんか？ 

一電源コードが電源ポートにゆるみ等がないよラ、確実に接続されているかを 
確認してください。 

♦動作環境温度を〇〜40での場所で使用していますか？ 

一〇〜5 0での場所で使用されている場合は、ファンを低速に設定し、かつ装置全体 
の給電電力を 124 VV な下で使っていますか？ 

※動作環境温度外でご'使用の場合、保護装置が働き電源の巧給を停止しまず。 
■ステータスモードでポート LED が点なしない場合 
• LED 表示切替ボタンで正しいポート LED 表示モードを選巧していますか？ 
•ケーブルを該当するポートに正しく接続していますか？ 

•該当するポートに接続している機器はそれぞれの規格に準拠していますか？ 

•オートネコ''シエーシヨンで失敗している場合があ0ます。 

一本装置のポート設定もしくは端末の設定を半二重に設定してみてください。 

■ポート LED (ち)が程点灯した場合 

•) レープが発生しています。 J レープを解除することにより憧点灯が消えます。 

■LOOP HISTORY LED が緑点滅した場合 
•ループが発生中、またはループ解消後3曰な内のポートがあることを表します。 

♦通信ができない場合 

■ポートが通信できない、または通信が遅い場合 
参機器の通信速度、通信モードが正しく設定されていますか7 
^通信モードを示す信号が適切に得られない場合は、半二重モードで動作します。 
接続相手を半二重モードに切0替えてください。 

接続対向機器を強制全二重に設定しないでください。 

•リンクアップはしていますか？ 

一 MNO シリーズ省電カモードの設定が 「 Full 」 の場合、設定を 「 Half 」 または 
「 Disabled 」 に設定してみてください。 

•本装置を接続しているバックボーンネットワークの帯域使用率が高すぎませんか？ 
ーバックボーンネットワークから本装置を分離してみてください。 
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参ポート LED (ち)が憧点なしていませんか？ 

ーポート LED (ち)が憧点灯している場合、そのポートはループ検知-遮断機能により 
ポートを遮断しています。ポート配下のループ接続を解;'肖後、ループ検知•遮断の自 
動復旧までのリカバリ時間な上の間待機するか、設定画面からポート遮断を解除して 
ください。 

♦ PoE 給電ができない場合 

■ Po E 給電 L E D (Po E ) が点なしなしけ易合 

• LED モードが給電モード ( PoE ) になっていますか？ 

一 L E D 切替ボタンで給電モード L E D ( Po E ) を選択してください。 

•ケーブルは適切なものを使用し、 PoE 給電をサポートするポートに接続しています 
か？ 

♦該当するポートに接続している PoE 対応機器は、 IEEE 802.3 at または IEEE 802.3 af 
規巧に準拠していますか？ 

♦ポート単体もしくは装置全体で才ーノ i - n - ドしていませんか？ 

■15.4 W を超える給電が巧えない場合 

• ISO/IEC 11801 Class D な上または ANSI / TIA / EIA -568 B .2 CAT 5 e な上のケーブ 
リンブをされていますか？ 

♦供給電力量の上限を15600〜30000 mW の範囲で手動 ( Manual ) 設定しています 
か？ （ IEEE 802.3 at に準拠していない Po い受電機器へ給電する場合） 

■ LED の表示が給電モードのとき、ポート LED (左)が憧点滅している場合 
参ポート単体もしくは装置全体で才ーノ i - n - ドしていませんか？ 

■急に給電が止まった場合 

参巧常使用時と待機時で消費電力が異なる PoE 受電機器を使用している場合、オーバー 
□-ドしている可能性があります。 

一 LED モードを給電モード ( PoE ) に切替え後、ポート単体が才ーバー□-ドしていな 
いこと[ポート LED (左)が憧点滅していないこと]、もしくは装置全体の給電容量を 
超えていないこと (PoE LIM . LED が憧点滅していないこと)をご確認ください。 
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アフターサービスについて 


1. 保証書について 

な証書は本装置に付属の取扱説明書（紙面）についています。必ず保証書の『お買い 
上げ曰、販売店（会社名）』などの記入をお確かめの上、販売店から受け取っていた 
だき、内容を良くお読みのラえ大切に保管してください。保証期間はお買い上げの曰 
よ01年間です。 


2 . 修理を依頼されるとき 


『故障かな？と思われたら』に従って確認をしていただき、なお異常がある場合は 
巧ページの『便利メモ』をご活用のラえ、下記の内容とともにお買上げの販売店へご 
依頼ください。 

♦品を ♦品番 

♦製品シリアルま号（製品に貼付されている11析の英数字） 

♦ファームウ I アバージョン（個裝猫こ貼付されている" Ver " 1；(下の番号） 
♦異常の状巧( できるだけ具体的にお伝えください ) 

♦保証期間中は： 

保証書の規定に従い修理をさせていただきます。 

お買い上げの販売店まで製品に保証書を添えてご持参ください。 

参保証期間が過ぎているときは： 

診断して修理できる場合は、ご要望によりち料で修理させていただきます。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

3. アフターサービス •商品に関するお問い合わせ 

お買い上げの販売店もしくは下記の連絡先にお問い合わせください。 

パナソニック ES ネットワ-クス株式会社 

TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 

4. ご盾入後の技術的なお問い合わせ 

■ご購入後のほ術的なお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。 

IP 電話（050ま号）か6はご利用いただけません。おおくの弊社各営業部にお問い合わせください。 

rSvSl 〇1つ〇ご1つつ1つ 受付9:30〜12:00/13:00〜17:〇〇 
WMU I ZU- ゴ I Z-/ I Z け.日.祝日、ぉょび鮮な休日を除く） 

お問い合わせの前に、弾社ホームぺージにて、サポート内容をご確認ください。 

URL: http://panasonic.co.jD/es/pesnw/ 
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便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ曰 

年月 曰 

口々 

□□ろ 

Switch - M 8 eGPWR + 

品番 

PN 28089 

ファームウェア 
バージヨンが） 

Boot し ode 


Runtime Code 


シリアル番号 






( 

製品に 

お付されている11巧の英数字） 

販売店名 
または 
販売会社名 

電話 ( ) 一 

お客様 
ご巧談窓 □ 

電話 ( ) 一 


(X 確認画面はメニュー編 4. 5 項を参照) 


© Panasonic Eco Solutions Networks Co ., Ltd . 2012 

パナソニック ES ネットワークス株式会社 

干 105-0021 東京都港区東新橋 2 T 目12香7号住ちま新橋ビル2号館4階 
TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 
URL : http ://_ panasomc . co . 胆 / es / pesnw / 


P 0612-1112 
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